


[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







目次




序　章　皇国の選択

第一章　クコノス会談

断　章　ラトルグ国中原の都

第二章　ラング騎兵隊

断　章　繁華の影

第三章　夜襲

断　章　判決の刻

第四章　皇都シオニア海浜地区防衛線

終　章　静謐なる炎

あとがき







序章　皇国の選択







　皇歴２１６年、４月。

　現国皇ジルバ・クセルクセスの命により、皇太子ダカット・クセルクセスに勅ちよく命めいが下った。リジア宗旨国家との会談に赴おもむき、以下の条件を以もつて交こう渉しように当たる事。




　一つ、捕ほ虜りよであるリジア宗旨国家海軍兵ダグラス・バイオン千人長、ルービル・レザン千人長補ほ佐さ、並びに８００名の兵たちの解放。

　一つ、引ひき換かえとして、リジア宗旨国家の領地の一部をグラウスタンディア皇国へ譲じよう渡とする事。

　一つ、以上の条件をリジア宗旨国家が承しよう諾だくすることで、貴国がグラウスタンディア皇国に対し行った侵しん略りやく行こう為いには、一いつ切さい目を瞑つぶるものとする。




　この書状がダカット皇子に授さずけられ、来きたる二週間後、クコノスの谷南にあるリジア領にて両国の会談が行われる。

　ユースティナもまたダカットに追つい従じゆうし列席する為ため、その準備に追われていた。

　自みずからの部屋で、机に向かい出立前に終えておくべき書面上の雑務を熟こなす。

　そんな彼かの女じよがふと一息吐つき顔を上げると、バルコニーに大きな鳥が羽ばたく姿が見えた。それは美しい羽を持った大おお鷲わしだった。大鷲はバルコニーの手て摺すりに留まるとユースティナの方をジッと見ている。

　ユースティナはバルコニーへ駆かけていくと、大鷲の足元を見た。そこには木と繊せん維いで作られた筒つつが取り付けてある。それを丁てい寧ねいに取り外し、蓋ふたを開けると中から小さな紙切れが出てきた。ユースティナはびっしりと埋うめ尽つくされた小さな文字に目を這はわせる。

「………そうか、ゾラ港でも軍備が進んでいるか……」

　リジア領ゾラ港はこの皇都シオニアから南へ海を渡わたった場所にある。そんな手紙の内容に目を落としていると、部屋をノックする音が聞こえ、ユースティナはそれに返事をする。

「クロム・ジャレットです。よろしいですか？」

「うむ、入ってくれ」

　すると扉とびらが開かれ書類を手にしたクロムが、リュリュと共に入って来た。

「同行する人間のリストです。これにガジェルも加えて……」

　言いながら入ってきたクロムは、バルコニーに留まる大鷲を見るとギョッとした。いつも飄ひよう々ひようとしている彼かれのこんな姿は珍めずらしい。ユースティナはそんな彼にやさしく語り掛けた。

「クロムよ……まだ鳥は苦手か？」

　するとクロムは気を取り直すように咳せきばらいをした。

「………ええ、まあ」

　言葉少なにそう答えたクロムはその目を大鷲に移した。

「もしかしてファウラの大鷲ですか？」

「うむ、そうだ。前にも言ったろう、既すでにファウラとイリヤにはリジアに潜せん伏ぷくしてもらっていると。その報告が届いたのだ」

「それで内容は？」

「南のゾラ港で軍備が進んでいるそうだ。ファウラとイリヤの二人で徴ちよう兵へい概がい要ようと軍事計画書の一部を確かく認にんしてきたらしい」

「それはゾラの軍司令部に入り込んだという事ですか？」

「そうだろうな」

　するとクロムはやれやれといった顔で苦笑いを浮うかべた。

「それはまた無む茶ちやをする」

「何を言う。５年前はもっと無茶をさせただろうに」

「まあ、確かに………と、もしそれなら、僕ぼくからファウラとイリヤさんに手紙を書かせてもらってもいいですか？」

「別に構わんが……何かあるのか？」

「はい、ちょっと」

　何か考えがあるという顔をするクロムに、ユースティナは首を傾かたむけた。

　いったいファウラとイリヤに何か用でもあるのだろうか、と不思議に思いながらも、目下先に話しておくべきことがある。

「では、クコノス会談の事を確認しておこう。クロムよ、正直な意見を申せ。今回の会談、どうなると考えている？」

　するとクロムは少し間を置き、徐おもむろに口を開いた。

「少々難しい展開になるかと思われます。場合によってはグラウスタンディアが無理難題を突つき付つけてきた、と言われる可能性もあります」

「何な故ぜ？」

「海かい賊ぞく騒さわぎの一件に対する証しよう拠こがない……という事です」

「証拠なら捕ほ虜りよたちがいるではないか？」

「いいえ、彼らがリジア海軍であるという物理的な証拠がありません。残念ながらリジアは捕虜を斬きり捨すてる可能性が高いでしょう。彼らがリジア海軍である証拠を手に入れられれば、圧あつ倒とう的てきに有利になるんですけどね」

「それは……難しいな」

　顔を曇くもらせるユースティナに、クロムは変わらず泰たい然ぜんとした様子で話の矛ほこ先さきを変えてきた。

「ところでユースティナ様、僕は会談に同席させてもらえるんですか？」

「うむ、クロムの舌先三寸が無ければこの状じよう況きようは覆くつがえし難がたい」

「……それ褒ほめてます？」

「褒めてるぞ。クロムは私付きの選任補佐官として同行してもらう」

「これはこれは。雑用から随ずい分ぶんと昇しよう進しんしましたね」

　冗じよう談だんめかしてそう言うクロムに、ユースティナも同じようにやり返した。

「やってもらう事は雑用だ……国に関かかわる重要な雑用なのだ」

「なるほど……かしこまりました」

　そんな会話ができる僅わずかばかりの余よ裕ゆう。それはユースティナにとって信しん頼らいしうる者が近くにいるからなのかもしれない。クコノス会談を控ひかえ、皇おう宮きゆうの中は緊きん張ちように包まれていた。

　グラウスタンディア皇国とリジア宗旨国家の今後が話し合われるクコノス会談。

　この会談が国の行く末を大きく左右する話し合いであることを、誰だれもが認にん識しきしていた。だからこそ、細さい心しんの注意と緊張が、皇宮には満みち溢あふれていたのだった。







第一章　クコノス会談







　皇の書状を預かったダカット皇子とユースティナ皇女を始めとする旗き下か５００の騎き馬ば隊たいは、リジア宗旨国家との会談の場であるクコノスの谷南の街へと向かう。

　会談の場がリジア領内であるため、同行する兵たちには緊張の色が見える。だがこの段階に於おいて、リジア側が皇子たちの拘こう束そくや暗殺をすることは、国際情勢のバランスから見て可能性は低いと考えられた。それでも細さい心しんの注意が払はらわれリジア領内を進み続ける。

　そんな今回の会談には、第三者機関としてラトルグ国より駐在大使エンショウ、スクルタビア連合国より国務外交官パドマ・ラーシュケンの二名が調停官として参列することになった。両国の要求と平和維持に対する仲ちゆう介かいであり、また戦争になった際には大たい義ぎの在あり方かたを査さ問もんする事になる。

　こうしてダカット皇子一行は捕ほ虜りよとなった千人長ダグラス・バイオン、そして千人長補佐ルービル・レザンを連れ会合の地へと赴おもむいていた。

　勿もち論ろんこの中にはユースティナの従じゆう者しやであるクロムとリュリュの姿もあった。傭よう兵へいであるガジェル・プリアモスに関しては会談そのものには必要なかった為ため、フルクロ港で待機をして貰もらっている。またこの旗下５００の中に、フィフニス・マカオンも同行しているらしい。彼女は捕虜であるダグラスたちの監視任務だそうだ。そういった理由から、部隊の違ちがうクロムはフィフニスとはまだ言葉を交かわしていない。

　皇都シオニアから国司船でフルクロ港へと渡り、そこから馬で東へと向かう。

　歩兵を使わず全すべてが騎き馬ばによる進行であるため、一日の移動距離はかなり長い。

　そして残すところあと二日ほどで、予定している会談の場へと到とう着ちやくする地点での事だった。方々に張られた簡易式のテントの一角で、クロムがリュリュと共に夜の食事を摂とっていると、ユースティナから呼び出しを受けた。

　そこで食事を早めに切り上げたクロムは、彼女が控ひかえるテントへ丸パンを頬ほお張ばるリュリュと共に向かうことにした。

「なあなあ、クロムよ」

「なんだい」

「皇女はどうして何かにつけクロムを呼び出すのだ？」

「まあ、良くも悪くも頼たよりにされてるって事じゃないかな？」

「しかし、たまにただの話し相手につき合わされる場合もあるぞ」

「まあね。でもそれでもいいとは思うけどね」

「何な故ぜだ？」

「皇女は溜ため込こみやすいタイプだから。たまにはガス抜ぬきさせてあげないと」

「排はい泄せつ物ぶつの話か？」

「………リュリュ、おまえ……」

　そうこう話しているうちに、クロムたちはユースティナが控ひかえるテントまでやってくる。

　見張りの兵に声を掛け、中へ通してもらった。

「やあどうも、ユースティナ様」

　すると文ふみ机づくえに向かい書簡に目を通していたユースティナが顔を上げる。

「ああクロムか。わるかったな。呼び出してしまい」

「いいえ。毎晩の事なので」

「……むぅ」

　少し膨ふくれるユースティナは腰こしを上げるとクロムの下にやってくる。そして周りに気を遣つかうようにキョロキョロすると声を潜め、クロムの近くに顔を寄せる。

「してクロム、明後日の会談……どう話を進めるつもりなのだ？　そろそろ私にも教えてくれ」

「それはですね……」

　そう話し始めたところで、突とつ然ぜん外の兵から声が上がった。

「ダカット皇子がいらっしゃいました！」

　顔を寄せ秘密の話をしていたユースティナが慌あわてた様にクロムから離はなれる。と同時に中へダカットが姿を現した。

「やあ我わが妹よ。ふむ、またクロムとおしゃべりか？」

　するとユースティナは平静な表情でダカットに受け答えをする。

「ええ、明後日みようごにちに控ひかえたリジアとの交渉について、情報を……」

「ふむ、とはいえ毎晩毎晩皇女のテントに男が忍しのんで行くのは外がい聞ぶんが悪いんじゃないか？」

　すると脇わきに控えていたクロムが、ぼそりと呟つぶやく。

「一応リュリュもいるんですが……」

「おっとこれは失礼」

「うん、きにするな……むぅ」

　口の利きき方かたを知らないリュリュの頭をクロムはそっと押おさえる。

「さてダカット皇子。皇子こそこんな夜中に何の御ご用ようです？　僕は出来ればもう少し、皇女との逢おう瀬せを楽しみたいのですが」

「な、クロム、何を申すのだ!?」

　パカンと小こ突づかれるクロムに、ダカット皇子が噴ふき出す。

「ふふ……まったくおまえらは」

　そう言って笑ったダカットだが、すぐにそんな空気を払ふつ拭しよくし冷れい徹てつな眼光を光らせる。

「クロム、少し込み入った頼たのみがある」

「なんです？」

「敵戦力を把は握あくしておくために斥せつ候こうをしてくれないか？」

「……斥候ですか」

　ダカットからの言葉にクロムは僅わずかに眉まゆを顰ひそめる。ダカットはそんなこちらを意に介かいさず話を続けた。

「ああ、リジアの戦力を知るために偵てい察さつに行ってほしい。場所はバハマ湖だ」

　この場所から北上しクコノスの谷を抜けた先にある巨きよ大だいな湖。バハマは軍事拠きよ点てんとしてだけでなく、多くの人間が暮らすリジアの中でも二番目に巨大な都市だ。

「もしこれから開戦ともなれば、容易に斥候を出すことがかなわない」

「だから今の内に偵察して来いと？」

「そういうことだ。おまえは山の地理にも詳くわしい。街かい道どうを使わずに隠おん密みつ裏りに偵察をすることも可能だろう？」

　勿もち論ろんそれは可能である。が、それよりも重要な事がある。

「僕……会談までに戻もどって来れないですよ」

　そう、この場所から馬を全力で走らせたとしても、行って帰ってくるだけで二日は必要になる。自おのずと会談に出る事は敵かなわないのだ。

　しかしダカットは全く心配する様子もない余裕の表情を浮かべる。

「別におまえを会談に出席させないというわけではない」

「……と、言いますと？」

「今はリジアも緊きん迫ぱくした状態で警備が厳重だろう。そんな敵の陣じん地ちの偵察を、そこらの兵に任せるわけにもいくまい」

　そう言いながらダカットはチラリとリュリュに目を向ける。

「どうやら父もおまえたちの力は認めているみたいだからな。どういった理由で、その小こ娘むすめが怯おびえさせたのかは知らぬが、あんな皇の姿は滅めつ多たに見れまい」

　さも愉ゆ快かいそうに笑うダカットに、リュリュは僅わずかに眉み間けんに皺しわを寄せ怪け訝げんな顔をする。彼はそんなリュリュを一いち瞥べつしクロムたちに視線を戻した。

「自分を脅おびやかすやもしれぬ相手と知りながら、それでもこうして重ちよう用ようしているんだ。クロムにもその妹にも、それだけの価値がある。だからそれに見合った働きをして貰もらおう。皇都でも有数の脚あしを誇ほこる早馬を用意しておいた。使え」

　確かに今のバハマ湖には出しゆつ陣じんを想定した兵団が控ひかえているだろう。そして厳げん戒かい態勢を取り、周りへの警けい戒かいも怠おこたっていない筈はずだ。斥せつ候こうとして相手の敵戦力を偵察するのは容易ではないことは確かだった。

「それでは頼んだぞ、クロム」

　ダカットはそう言い終えると、出口へと向かった。そして天てん幕まくに手を掛けながら、ふと思い出したように振ふり返かえると、

「それと会談には間に合うように帰ってこい。実際のところおまえにいてもらわねば、こんな無茶な条件をリジアに突きつけることは出来ない」

　と笑え顔がおで言い残し、そのまま退出していった。ユースティナはポカンとしながらそれを見送る。その横でクロムは頭を掻かきながら嘆たん息そくした。

「………無茶言うなあ、あの皇子は」

　すると心配そうにユースティナが歩み寄ってきた。

「会談までに戻ってこいとは……可能なのか、クロム？」

「普ふ通つうに考えると、ギリギリ不可能ですね」

「まさか、兄様はそれを狙ねらって？　何のために？」

　焦あせるユースティナにクロムは首を横に振った。

「いいえ。あれはきっと試ためしているんでしょう。僕が不可能を可能にできるかどうか。わかってはいましたが、やはりやらしい性格をしてらっしゃる」

「そう言ってくれるな……それでも血を分けた兄だ」

「おっと、これは失礼しました。とはいえ、今すぐ飛び出していって、奥の手を使ったとしても会談の途と中ちゆうからの参加、となりますかね……」

「奥の手？」

「ああ、それはユースティナ様が気にしなくても結構です。それよりも気にするべきは、リジアとの会談を長引かせること、そう思っておいてください」

　するとユースティナは少し俯うつむき、気弱そうに呟つぶやく。

「……私一人でどこまでできるか」

　いつもの気き丈じような態度とは裏うら腹はらな彼女にクロムは笑いかける。

「まあ、どちらにしてもバハマ湖の偵察は最初から必要な事だったのは間ま違ちがいありません」

「しかしクロムよ。私一人では……」

「大だい丈じよう夫ぶですよ、あなたは立派に成長されている。５年前に僕が想像したよりずっと」

「そ、そんなことはない」

　褒ほめられるとすぐにくすぐったそうな顔をするユースティナ。そんな彼女にクロムは目下の心配の種を口にする。

「リジア宗旨国家は海かい賊ぞくの件を有う耶や無む耶やにしようとします。その時に、グラウスタンディアが難なん癖くせをつけて戦争を嗾けしかけてきた、という話の流れになるでしょう。そうなると自おのずとグラウスタンディアは悪者扱いをされます」

「大義の問題だな」

　戦争に於おいて大義は重要である。実際に戦場で戦う兵士たちにとって、何の為ために戦っているのかは、これ以上ない程ほどの重要な問題だ。戦う理由が私利私欲であったり、くだらない理由であれば、家臣や部下たちに寝ね首くびを掻かかれ背中傷を負う事になる。最悪の場合は、国内が散り散りに分ぶん裂れつし、収集のつかない内戦を誘ゆう発はつする引き金ともなってしまう。

　更さらに大義が明確でない事のもう一つの不利益は、外交に多大な影えい響きようを及およぼす事だ。

「交渉の流れ次し第だいですが、場合によってはグラウスタンディアが一方的に悪者にされる可能性もあるでしょう。そうなれば、ラトルグ国やスクルタビア連合国が介かい入にゆうしてくるかもしれない。最悪の場合はそれらの国々がリジア側がわにつく事ですが……」

「そうでなくても劣れつ勢せいのグラウスタンディアにとっては弱り目に祟たたり目めだな」

「ええ。ですから簡単には押し切られないように時間を稼かせいでください。うまく行けば、シラを切ろうとするリジアの言い分を覆くつがえす手段を持って駆け付けますので」

「そんな物があるのか？」

「……間に合えば、と言った所ですがね。間に合わない可能性もある。とりあえずは、それまで会談の引き延ばしを」

「――ああ、わかった。時間を稼かせぐのだな」

　先ほどまでの気弱な表情を払ふつ拭しよくするように、ユースティナは力強く答えた。

「その意気ですよユースティナ様。それに、僕の予想通りに話が進めば、引き延のばしが出来る筈はずですから」

「どうするのだ？」

　そう聞いてくるユースティナにクロムは時間稼ぎのコツを教えると、丸パンを食べるリュリュに声を掛ける。

「さあ、リュリュ。急いで出発しようか」

「うん」

　そう言ってクロムはリュリュを連れ立って、テントを出ようとする。

「クロムよ」

　ユースティナに呼び止められクロムは振り返った。すると胸の前に手を当てたユースティナが心配そうな顔で目線を泳がせる。

「………その……あまり無理をするでないぞ」

「おや、ユースティナ様、心配してくれているんですか？」

「ふん、心配などしてない。これくらいの難題は潜くぐり抜ぬけて当然だ。だが……」

「？」

「……無茶はするな。クロムは少し頑がん張ばりすぎる」

　その言葉にクロムは小さく笑い返した。

「それはあなたも一いつ緒しよですよ、ユースティナ様」

　するとユースティナは一いつ瞬しゆん目を丸くし、小さく「……うん」と言ってつま先を見つめた。




　夜や陰いんの中、クロムとリュリュを乗せた早馬が駆けていく。途中までは街道を使い、監視があるであろうクコノスの谷は迂う回かいし山中へと入った。山道と呼べるほど整備されていない道を只管ひたすら駈かける。山道は月明かりが煌こう々こうとしており、道を違たがえるような事はなかった。

　そうして日が明ける頃ころにはバハマ湖周辺にまで到着するに至った。

　バハマ湖はフルクロ港から東北東に位置する山に囲まれた巨大な内陸の湖である。山々から流れ出た水がこの湖を形成し、その周りでは農耕や漁業、そして放牧が盛んに行われ、また流通の経路でもあるため、行ぎよう商しようの行き交いも多い。

　山中からクロムはバハマ湖南に展開する駐ちゆう屯とん地ちを眺ながめた。

　多くのテントが整然と張られ、煮に炊たきの煙けむりが方々から上がっている。駐屯所入り口付近には、巨大な四輪の台車が多数並べてある一角があった。人が引くのなら２０人がかりで引かねばビクともしないような巨大な台車――輜し重ちよう車しやである。

　食しよく糧りようを乗せ運うん搬ぱんする事を目的とする輜重車。街道の整備がなされ人員を多く抱かかえるリジアの輜重車は、グラウスタンディアの物と比べて荷台が広く頑がん丈じような造りとなっている。あの四輪車に食糧を山積みにし多くの人員で曳ひいていくのだ。逆にグラウスタンディアの輜重車はリジアと比べるとかなり小さい。これは山岳地形である為ため、道みち幅はばが狭せまい事と、その輜重車を馬二頭に曳ひかせる事が慣かん例れいとなっている事が理由である。

　そんなリジアの輜重車を見たクロムは、ふとある事に気が付いた。

　兵の規き模ぼに対し、どうも輜重車の数が少ない。

　そう思いながらクロムは別の場所へ目を移す。すると装備の手入れをしている集団を見つけた。その集団が手入れをしているのは鎧よろい兜かぶとといった防具類である。が、それらはどれも革かわ製せいであった。勿論歩兵のほとんどは革の防具を身に着けるものである。鉄などの金属をつかった装備は幹部たちが殆ほとんどだ。ところがそういった鉄製の装備はどこを見ても、用意している様子はない。

「……なるほど、上も下もみんな軽装で出るわけか」

　ここに来てクロムは敵の意図するものが大まかに理解できた。

　軽装によって進軍速度を上げるという事だろう。強きよう行こう軍ぐんである。

　軽装強行軍である事はわかったとして、一番の問題点は敵戦力――つまりどれ程ほどの兵数を動かしてグラウスタンディアへ侵しん攻こうしてくるかである。

　パッと見たテントの数だけでも10万を優に超こえる兵がいることは判わかる。正確な数を割り出すほど、こちらは作戦の立てようが出てくる。単純な話ではあるが、テントの数から逆算するというのが通常の算出法だ。が、しかしそれをしていては、おそらくユースティナが出席する会談に間に合わせることは出来ない。

（……さて、では奥の手でも使うとするか）

　そう思いクロムは、隣となりで棘とげを抜いたサボテンをシャクシャク食べるリュリュを見た。

「リュリュ、あそこから………あそこまでの範はん囲いにいる人間の数を教えてくれ」

　クロムはそう言ってその範囲を指差すと、リュリュはその方向をぼんやりと見つめる。

「う～ん…………１４７[image: ]７８１の命が動いてる」

　彼女の目にだけ映る命の炎ほのおの揺ゆらめき。瞬しゆん時じにそれを見分けることが出来る力。

　全ては人の範はん疇ちゆうを越こえた目を持つ彼女だから出来る行こう為い。

　それを聞き、クロムは顎あごに手を当てる。

（約15万か………やはり多いな）

　予想はしていたが、それが確信に変わると同時に、リジア宗旨国家の狙いも予想が出来た。15万の兵を出すという事は、尋じん常じような事ではない。バハマ湖から皇都シオニアまで進軍するだけでも、途と轍てつもない国家予算が投じられているだろう。つまりリジアは長期戦ではなく短期総力戦を以もつてグラウスタンディアを落としにかかろうというわけだ。

　その時、ふとクロムは空を旋せん回かいする大おお鷲わしの姿を目に留めた。

（……あの鳥は……）

　クロムがその大鷲を目で追っていると、突然リュリュが何かに気づいたようにハッとした。

「クロム、誰か来る」

　咄とつ嗟さにクロムは身を低くし、周りの状況を窺うかがった。敵戦力を探さぐるためではあったが、少しばかり近づきすぎた可能性がある。耳を欹そばだて気配を探る。

　敵との遭そう遇ぐうは避さけたい。ただ敵と遭遇してしまった場合、してはならない事が２つある。

　一つは自分が死ぬ事。

　そしてもう一つは、敵を殺すことだ。

　自分が死なない、というのは任務を成功させる為ためというわけではない。自分が死ねば、敵に自分の情報が多く渡ってしまう。それを避けるためにも、死んではならない。

　そして敵を殺すという事、これも多分に危険を孕はらんでいる。

　敵に遭遇し相手を殺せば、相手の死体や血けつ痕こん、争あらそった形けい跡せきが残る。

　何い時つ、何ど処こで、何を調べていたのかが筒つつ抜ぬけになる。

　それは敵に対して、どの国の斥せつ候こうが何を調べに来ていたのか教えるようなものだ。更に相手はそれに警戒し、別の手段を講じることになる。そうなれば斥候が偵察してきた意味がなくなってしまう。

　それは斥候がやる事としては三流以下。一番はもちろん誰にも見つからない事であるが、二番目は遭遇しても死者を出さない事なのである。

　遭遇するだけであれば、誤情報を相手に刷り込み撹かく乱らんすることが出来るからだ。

　クロムは敵地の中で見つかる可能性を考こう慮りよに入れながら、ゆっくりとその場を離れようと努めた。

「リュリュ、馬を繋つないでおいた場所まで戻るよ」

「うん、でも追って来てる人たちはかなり近いよ」

　リュリュの視界の向こうには命の灯ひが見えているのだろう。クロムはどうにか逃とう走そうの経路を模も索さくする。このまま進めば、切り立った崖がけまで到着する。この崖を上るのは自殺行為に等しい。しかし崖沿いに南へ行けば、険しい森へと入ることが出来る。そこまでたどり着くことが出来れば、敵を撒まくことは可能だ。

（どうにか森まで追いつかれずに行ければ……）

　そう思いながらクロムとリュリュは歩調を早める。

　が、しかしそうそう思惑通りには事は運ばない。もうすぐ馬を繋いである森まで到着するかという頃、追ってくる気配が濃こくなっていくのをクロムは明確に察した。

（さすがに撒くことは不可能か……）

　そう思い定め、リュリュの手を引きクロムは岩場に隠かくれた。ほどなくしてクロムの気配を追ってきたリジア兵たちがその場に現れる。

「どこへ行った？」

　その隊を率ひきいる兵長らしき男が、苛いら立だちを露あらわにしながら周りの様子を窺うかがう。

　この岩場の陰かげに隠れていてもいずれ見つかるだろう。そう察したクロムは、リュリュに、

「ここでジッとしてるんだ」

　と小声で言うと、腰の山やま刀がたなを地面に置いて岩場から飛び出た。

「やあ、どうも兵隊さん」

　突然現れたクロムにリジア兵たちは抜ばつ刀とうし、警戒の色を露あらわにする。

　あちらがしゃべるよりも前に、こちらが話の流れを差し向けようとクロムは口を開いた。

「あんたら、人を捜さがしてるんだろ？」

　わざと砕くだけた口調で話すクロムに、リジア兵たちは訝いぶかしげな態度をとる。

「そうだ。バハマ湖の周辺を探っていた人間がいる」

「それって、二人連れじゃなかったかい？」

　こちらから正確な情報を明かしていく。下手な嘘うそは織り交ぜない。それが相手を信用させるのに一番重要な事だ。

「………そうだ。大人一人に子供が一人……まだこの辺にいるはずだ」

「なら俺おれ、見たよ」

「………ほう」

　あちらはクロムをまだ斥せつ候こうであると疑っている。それは当たり前だ。気配を追ってきた先にいる人間を疑わない筈はずはない。

　それならば先手を打って、疑ぎ惑わくを他に向ける必要がある。

「あー…………あいつら、どっちに行ったかなあ……思い出せないなあ」

　わざとらしく考える風を装よそおい、腕うでを組んでうんうん言う。勿もち論ろんこれで自分に掛けられた疑惑が晴れることは決してない。ここからの一ひと押おしが必要なのだ。

「で、隊長さん、ものは相談なんだが」

　わざと馴なれ馴なれしい態度をとって相手にすり寄っていく。

「実は俺、商売でバハマに来た帰りなんだけど、ちょっと遊びすぎちゃってね」

「………ほう」

「店の金にも手を付けちゃって……で、少しでいいんだけど、褒ほう美びをくれればあいつらの行った方向を思い出せるはずなんだけど……」

　すると兵は曲きよく刀とうをチラつかせながらドスの利きいた声で一いつ喝かつした。

「余計な事を口にするな、早くその方向を思い出せ」

「あ、あっちだよ！」

　怯おびえた体ていを装よそおいながらサッと指をさし、そして兵長にせっつく。

「ほら、教えたろ。な、ちょっとでいいんだ、銀貨でも構わねえからさ」

「うるさい！　黙だまれ」

　煩わずらわしそうな顔をするリジア兵に更にクロムは突っ込んでいく。

「わかった、じゃあ、俺、フルクロも通ってきたからさ、そっちの情報もやるから、だから少し恵めぐんでくれよ」

「……フルクロの？」

　リジア兵の表情が明らかに変わった。

「そうそう、フルクロから、街道通ってきた時の情報だ。な、それも教えるから、銀貨を二枚だけ頼む」

　そうクロムが言うと、兵士は少し思案する顔をする。

「…………話せ」

　どうやらこちらの釣つり針ばりに食いついた。

「話せねえよ、それは金を貰もらってからだ」

「いいから話せ！」

　そう言って兵長はクロムに曲きよく刀とうの切っ先を向ける。クロムは震ふるえたふりをして、

「や、やだ！　金を貰もらうまでは絶対話さ……」

　言いかけた途中でリジア兵の拳こぶしがクロムの顔面に入る。

「もう一度言う。話せ。話さなければ次は拳ではないぞ」

　そう言って威い嚇かくするように曲刀を振り上げた。クロムは怯おびえ縮ちぢこまる。

「わ、わかった話すから」

「そうだ、最初からそういえばいいんだ」

「フルクロからバハマに抜けるのにクコノスの谷があるだろ」

「ああ」

「あの辺に、グラウスタンディアの騎馬隊みたいなのがすげえ数いてさ」

「どれくらいだ？」

「し、知らないよ。とにかく一杯だ。ありゃ一万や二万じゃきかねえ数だろうな。そのせいで俺は街道が通れなくって、行きも帰りもこんな山道通ってんだ。でなけりゃこんなとこいねえよ。ほら、話したぞ。銀貨だ銀貨」

「……………」

　すると兵はせっつくクロムを突き飛ばし、他の者たちに命令を下す。

「あちらの方角だ、追つい撃げきしろ。逃にがすな」

「おい、あんた！　話が違うじゃねえか！　金をよこせよ！」

「うるさい！　おまえは見なかったことにしてやる。だからとっとと消えろ！」

「それじゃ、困る！　金だ！　金をよこせ！」

　クロムは必死に兵に縋すがりつく。が、兵はそんなクロムを投げ飛ばし鋭するどい眼光を向けた。

「ええい、しつこいっ！　斬り捨てられたいか！」

　恫どう喝かつするようにリジア兵はそう言うと、クロムは震ふるえ上がったふりをして後ずさった。

　逃げようと言いい逃のがれをする者は怪あやしまれるが、擦すり寄よって来る者は煙けむたがられる。簡単な人間の心理ではあるが、差さし迫せまった場合に於おいては的確な効果を上げることが出来る。

　現にリジア兵たちはそのまま、クロムが指差した方向に向けて走って行ってしまった。

（はい、いっちょあがり）

　内心そう思いながら、駆かけていくリジア兵たちを見送る。完全に見えなくなった所で、クロムは漸ようやくリュリュの隠れる岩場へ戻る。

　そしてそこで目に入ってきたモノに思わず頭を抱えた。

「………………リュリュ、それは？」

「うむ、クロムが斬られないか心配で」

　そう言ったリュリュの横には、黒い山犬が控ひかえていた。リュリュが魔ま獣じゆうを召しよう喚かんしたのだ。もしクロムに危険が迫ったら嗾けしかけようとしていたのだろう。

　岩場の陰かげでリュリュと共にキュッと巨きよ体たいを縮こまらせている魔獣。

　よく見つからなかったな、と思いながらクロムは溜ため息いきを吐ついた。

「とにかく、その魔獣には帰ってもらって」

「………それが実のところ……」

　と言ってリュリュは無表情なその顔に、いくぶん困惑気な色を落とす。

「なんだい？」

「……帰ってくれない」

「え？」

「帰ってくれないのだ、この子」

「がう」

　低く唸うなる魔獣にクロムはまたも頭を抱えることになった。

　そんなリュリュは巨大な魔獣の腹を撫なでながら、

「もふもふしている」

　と何かをアピールしてくる。子供が犬を拾ってきて、飼ってもいい？　と聞いてくるような様子である。しかし問題はそこではない。

「何な故ぜ帰ってくれないんだ？」

「さあ」

　変わらずあっさりと返すリュリュに、クロムは再び眉み間けんに皺しわを寄せた。

　考えられることは幾いくつかある。

　第一に彼女自身の力が強まっている、ということだ。それ故ゆえに、自らの使い魔である魔獣もまた、同等に力を増していると考えれば合が点てんがいく。身の裡うちに抑え込んでおくことが出来ない程ほどに、リュリュの力が強くなっているのだ。

　そして尤もつとも重要なのは何な故ぜリュリュの力が強くなっているのか、という事。

（可能性は幾つかあるんだが……即時判断するのも危険だ）

　山神より得た知識から、いくつかの憶おく測そくがクロムの中にはあった。

　だが判はんずるほどの物ではない。しばらく様子を見ることにするしかないだろう。

「わかった、元に戻せないなら連れて帰るしかないだろうな」

「そうか」

「……とりあえず、魔獣と呼ぶのもあれだから、名前でも付けてあげよう」

「…………名前？」

　するとそれまで平然としていたリュリュは急に難しい顔をした。

「名前……名前……」

　彼女にしては珍めずらしく、少し狼ろう狽ばいしたように目を泳がせる。どうやらリュリュは名前を付ける、といったような創造的行為は苦手のようだ。

　仕方なくクロムはそんなリュリュに助け舟をだす。

「名前を付ける時には、どういった子に育って欲ほしいか、というような願いを以もつてつけたりすることがある。誰だれ々だれのように強くなってほしいとか、誰かのように美しく育ってほしいとか、そう言った願いを名前に込めたりするんだ」

　するとリュリュは合点がいったように、顔を明るくした。

「じゃあ、モモ！」

「？　……もも？　それは、どういう？」

「桃もも色いろに育ってほしい」

（それは無理だ）

　と思ったがクロムは敢あえて口には出さなかった。願いは願いである。

「リュリュがそう願うのなら、モモでも構わないが……」

「うん、モモ！　おまえはモモだ！　いいか」

「あぅ」

　リュリュは元気に答える魔獣の鼻の頭を摩さすりながら、何度もその名を呼んだ。

　そんなリュリュを見ながらクロムは、急ぎ会談の場へ向かうルートを頭に描えがいた。




　会談の場には12人のリジア貴族たちが並んでいた。

　時間をずらし遅おくれて場に現れたダカット皇子とユースティナ皇女に対し、リジア側が緊きん張ちようと苛いら立だちを孕はらんでいるのがわかる。

　両者机を挟はさみ対面し、上かみ座ざにはラトルグ国を代表し駐在大使エンショウ、そしてスクルタビア連合国より国務外交官パドマ・ラーシュケンの二名が調停官として腰を下ろす。

　この二名が会談に於おけるグラウスタンディア皇国とリジア宗旨国家の言い分の正当性を判断する。発言に正当性が無ければ、世界を敵に回すことにもなりかねない。だからと言って弱よわ腰ごしな態度をとれば付け込まれてしまう。

　それはグラウスタンディア皇国、リジア宗旨国家の双そう方ほう同じである。それ故ゆえに張りつめた空気は重苦しくその場にいる者たちに圧のし掛かかる。

　ユースティナはそんなリジア十二貴族を前に、堂々とした態度で向き合った。

　挨あい拶さつがなされ、いざ本題を話すという段になり、ラトルグ国駐在大使エンショウが口を開いた。

「此こ度たびはグラウスタンディア皇国からの申し入れにより、リジア宗旨国家の同意を得ての会談となります。有益なる外交と国家間の平和維持を主としたもの。故ゆえに双方はその事を念頭に実みのりある話し合いをすることを願います」

　題目が語られると、続いてエンショウはダカットに目を移す。

「それではダカット皇子。グラウスタンディア皇国側からの、今回の会談に対する皇からのお言葉をお願いいたします」

「此こ度たびの会談意い図とは先にリジア宗旨国家に対し送付させていただいた内容にてご存知かと思われます。皇国領海内にて行われていた海かい賊ぞく行こう為いに対し言げん及きゆうするものであるという事をご承知ください」

　そう言うとダカットが立ち上がり、ジルバ皇から預かった書簡を読み上げる。捕ほ虜りよと引ひき替かえに領地の一部を譲じよう渡とする事を要求する文書。読み上げたダカットは書簡から目を上げ、リジア十二貴族を見み渡わたした。

「――以上がジルバ皇より賜たまわった、お言葉になります。リジア宗旨国家の皆みな様さまは、どうか誠意ある対応を」

　その内容にリジア十二貴族が言げん及きゆうするよりも先に、調停官であるエンショウが発言をする。

「お聞きしたい事があります」

　それにダカットは静かに答えた。

「どうぞ、何なりと」

「その条文にある内容に相そう違いはありませんな？」

「紅海に於おける海賊船の略奪行為が頻ひん発ぱつしていた事は周知の事実であるはずです。何より討とう伐ばつの要よう請せいに御おん国こくラトルグから遣けん使しを遣つかわす程ほどの被ひ害がいが出ていた事もまた事実」

　エンショウは僅わずかに頬ほおをピクリとさせるが、それ以上の反応もせずに、

「左さ様よう」

　と言いダカットの次の言葉を待った。

「斯か様ように国家間に対し甚じん大だいなる被害を齎もたらしたリジア宗旨国家の責任の在ありようを問いたいのです。これが退役軍人であるならまだしも、現げん役えきであるリジア海兵たちの行動であることは、捕ほ縛ばくした者たちからの証言にて明らかです」

　するとダカットの言葉にリジア十二貴族たちは怪け訝げんな顔をした。

　その中でも取り分け上背が高く筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした男が立ちあがる。

「お待ち下され、ダカット皇子」

「なんでしょう？」

「我われはリジア十二貴族バール・ジェラルド。気になることがございます。御おん国こくが捕縛したという者たちの証言……とありますが、証言以外の証しよう拠こはございませんか？」

　ダカットの眉まゆが僅わずかに動いた。こちらの痛いところを突つかれたからに他ほかならない。

　物証はないのだ。アジトとしていた場所の捜そう索さくも行われたが、そこからは海賊たちがリジア海軍である証拠は何一つ見つからなかった。

　そんなダカットの僅わずかな隙すきを突いて、バールは言葉を重ねる。

「しかしそれは証拠とは言えぬでしょう。寧むしろ妄もう言げん。規き律りつに厳しく、勇ゆう猛もうなるリジア兵は斯か様ような海賊行為を働くことはあり得えません。もしその海賊たちが、リジア海軍であると申しているのなら、それは自分たちの罪を軽くするために嘘を吐ついているという事です」

「ほう……ではリジアはあの海賊行為には一いつ切さい関かかわりがないと？」

「左さ様よう、そう申し上げている」

　ぬけぬけと嘘の供きよう述じゆつを並べるリジア十二貴族バール・ジェラルドに、ダカットは鋭い眼光を向け睨にらみ付つけた。

「それではこの度たびの海賊行為に対し、あなた方は一切責任を取るつもりはないと？」

「その通り。やってもいないことに、そのような押し付けをされては、我々とて困惑をするばかりだ。それにダカット皇子、仮にそうだったとして、あなた方は我々に何を差し出せと言うのです？」

「簡単です。あのような行為に対する代だい償しようは、バハマ湖の譲渡以外にはあり得ない」

　するとそれまで余よ裕ゆうでいたリジア十二貴族が騒めき立った。

「驚おどろいたな。まさかそのような賠ばい償しようを請せい求きゆうしてくるとは」

「いうに事こと欠かいて、バハマ湖とは」

「ふざけるのもいい加減にしたまえ。海賊騒ぎがたとえ事実だったとしても、その請求はあまりに常識外はずれだ。我々を侮ぶ辱じよくしているとしか思えない」

　口々に罵ば声せいを浴びせかけるリジア十二貴族に対し、ダカットはぎろりと一ひと睨にらみする。

「ほう……リジア宗旨国家はあれだけの交易の損害を、グラウスタンディアだけでなく、行き交う周辺諸国に対してまで出だしておきながら、そんなことをおっしゃいますか？」

　圧あつ倒とう的てきなダカットの威圧感にもリジア十二貴族たちは臆おくする様子を見せない。そして彼かれらを代表してバールが言い返す。

「ふん、だからさっきから言っているであろう。証拠もなしに、そんな無む茶ちやな条件を突き付けてくるグラウスタンディアの正気を疑いますな」

　一いつ触しよく即そく発はつ。その場ですべての人間がいつ剣けんを抜ぬいてもおかしくないような緊張感が走る。

　するとスクルタビア連合国のパドマ・ラーシュケンが口を開いた。

「リジア宗旨国家の言い分にも一理ありましょう。ダカット皇子、先の発言を裏付ける証拠の提示は可能ですか？」

「それでは彼らを………」

　ダカットはそう言うと指を打ち鳴らす。すると天幕の外から捕虜であるダグラスとルービルが連れてこられた。リジア十二貴族たちは一切表情を変える様子はない。が、明らかに室内の空気に緊張が走ったのがわかった。

　連れてこられたダグラスとルービルは直立し、緊張したように口を真一文字にする。そんな二人にダカットが目を向けた。

「この二人はリジア海軍千人長、並びに千人長補佐の地位にあり、彼らの証言は大変重要なものになります。なので調停官、彼ら二人に対し神しん前ぜん尋じん問もんを要求します」

　ダカットの要求にリジア十二貴族は一いつ斉せいに騒めいた。

　神前尋問とは神を前にして虚きよ偽ぎの発言をしない事を誓ちかうものである。これに背そむき嘘を口にすれば、背はい信しん者しやとして一生汚お名めいを着、そして神を欺あざむくものとして自分を責め続けねばならない。何よりもリジェル教徒であるダグラスやルービルは、神の土地であるリジアの土を二度と踏ふむことは敵かなわなくなる。

　この神前尋問はそれ程ほどの強制力があるため、政治利用をする場合メリット以上にデメリットも多かった。建前や嘘を取とり払はらった話し合いは、駆け引きそのものを無効化するからである。外交は建前と嘘と真実の鬩せめぎ合あいの中で勝ち取るもう一つの戦争でもある。

　だからこそ全すべてを曝さらけ出だす強制力を持った神前尋問は、特とく殊しゆな場合に於おいてしか執しつ行こうを許されない。

　調停官であるエンショウとパドマは小声でしきりに意見を交こう換かんし、両者が合意したところでパドマが席を立つ。

「此こ度たびの件は両国間の和平秩序を乱しかねない事案。またその大たい義ぎの在り方にも関かかわる事。故ゆえにその二人の証言は絶対的に必要であると判断し、神前尋問の執行を承しよう認にんします」

　場は静まり返った。刃やいばの上を歩くような緊張感が満ち満ちていた。

　そして調停官であるエンショウが、ダグラスとルービルに口上を述のべる。

「其方そなたら二人はグラウスタンディア皇国からの証言者である。其方そなたらの神の前に於おいて嘘の証言をする事を一切禁ずるものとする。その神の前で虚きよ言げんを為なす行為は、即すなわち神への離り反はん、冒ぼう涜とく行こう為いであると心得よ」

　続けてエンショウは静かな口調で二人に問いかけた。

「それでは聞きます。ダグラス・バイオン並びにルービル・レザン。二人はこの度の海賊行為を働いたことを認めますね」

　問われたダグラス、そしてルービルは僅わずかに逡しゆん巡じゆんするように間を置き口を開く。

「………認めます」

「………認めます」

「よろしい。では、その海賊行為はグラウスタンディア皇国の主張する通り、リジア宗旨国家からの命を受けたものですか？」

「「……………」」

　二人は沈ちん黙もくした。それに対し、エンショウは冷静な声こわ色いろで言葉を重ねる。

「神の御み名なに於おいて、虚偽の発言だけは許されません。それは即すなわち神への背はい信しん行為となります。あなた方は黙もく秘ひ権けんを行使するのですね？」

　それは考えを巡めぐらせているような間ではなかった。明らかな黙秘の姿勢。

　しかしそれはグラウスタンディアの主張を肯こう定ていしているも同然であった。

　その二人の反応にダカットは静かに息を吐ついた。

「おわかりですね。この二人が黙秘権を使う理由が。否いなと言えぬのは、それが真実ではないから。応おうと言えぬのは、二人がリジア海軍兵であるからに他ならない」

　苦々しい顔をしダカットを眇すがめ見みるリジア十二貴族たち。その中に於おいて、取り分け若い女性の貴族が立ち上がった。

「リジア十二貴族、リブレリア家の、ナターシア・リブレリアにございます。ダカット皇子の発言には、どうも一方的憶測が含ふくまれているようなので、ご指し摘てきさせていただいても？」

　調停官のパドマはコクリと頷うなずいた。

「その方らが黙秘権を使う理由は他に幾いくらでもございましょう」

「ほう、他にどんな可能性が？」

「半期雇こ用よう兵へい、予備兵へい役えき官かんなどは軍からの徴ちよう用ようが掛かかれば出兵いたしますが、普ふ段だんは農耕や行商をしております。なので軍に所属していると言えなくはない。ですがここで軍に所属していると口にすれば、ダカット皇子の思惑通りに事が運び、祖国に不利益を齎もたらしてしまう。そんな理由も考えられるのでは？　ダカット皇子」

　そんなナターシアの言い分にダカットは余裕の笑えみで返す。

「なるほど、そちらの側からすれば考えられない事ではない」

「左さ様よう。他の可能性がある以上、ダカット皇子の憶測を是ぜ認にんするわけにはいきません」

「ではリジア側は、彼らがリジア海軍であると認めない、と？」

　今神前尋問に掛けられているのは、ダグラスとルービルだけである。だが、場の空気はまるで他の者にも同じ条件を強しいている感がある。

　ナターシアは数瞬の間、ダカットをジッと見つめ不敵に笑う。

「ええ、我々リジア宗旨国家はその方ら海かい賊ぞくの一件には関わり合いはありません」

　堂々と言い放ったナターシア。ユースティナはその顔を見てこの女性の覚かく悟ごを思い知った。何な故ぜなら事前の捕虜たちへの尋問で、あの海賊団を率ひきいていたのはナターシア・リブレリアであることを知っていたからである。

　このままでは話の流れがリジア側に傾かたむいてしまう。そうなれば、今ダカットが提示した捕虜たちの行為も、正当性が削けずり取られてしまう。

　この流れを変えるにはやはりクロムの存在が不可欠なのだ。だが彼はまだ戻もどっては来ない。それならばどうにか時間を稼かせぐしかない。でき得うるならば少しでもこちらの優位な流れを作って……。

　そう逡しゆん巡じゆんしたユースティナはゆっくりと席を立った。

「リジア十二貴族のみなさま。お聞きください。あなた方のしている行為は、国民を裏切る行為です」

「ほう、これはこれは……グラウスタンディアの麗うるわしき姫ひめ君ぎみが、急になんですかな？」

　小こ娘むすめを扱あつかうかのように見下した口調で貴族の一人がユースティナに言い放つ。

　それでもユースティナは凛りんとした態度を崩くずそうとはしなかった。

「これだけははっきり言わせていただきます。一国民であり、リジアの為ために命を張った勇敢なる者たちを、あなた方は今、見捨てようとしています。それは人道に悖もとる事ではないのですか？　あなたがたの神リジェルはそんな事をお許しになるのですか？」

　その言葉にユースティナへ水を向けた貴族の男が口を閉ざした。

　神を前に、嘘をつけるのかとユースティナが聞いているからだ。

　さらにユースティナは畳み掛けるように続けた。

「現在我々はリジア海軍８２３名を捕虜として抱えております。この千人長ダグラス・バイオン、千人長補佐ルービル・レザンもその一人です。皆みな、本国への帰き還かんを強く望んでおります。あなた方はそれを、お見捨てになると？」

　ユースティナの言葉の力は強かった。いつもクロムがそうしているように、ユースティナはその場にいる者たち一人一人に視線を向けていく。向けられた者たちは、皆気まずそうに目を逸そらしていった。

　場が静まり返る。誰だれも発言をしようとはしない。

　やはりクロムの言った通り、リジアはしらを切り通そうとする。それに付け込み良心の呵か責しやくを感じさせ、会議の進行を遅らせる事。もう一押しすれば、会議は一度暗あん礁しように乗り上げる筈はずだ。そこで休きゆう憩けいを挟めばかなり時間を稼かせぐことは出来る。

　が、その思惑は先ほど流りゆう暢ちように答弁をしていたナターシア・リブレリアによって遮さえぎられることになった。

「ユースティナ皇女のお言葉、我々の胸に染み入るものがございました。しかし何度も申しますが、これはリジア宗旨国家には一切の関わり合いの無いこと。なんと申されても、責任の取りようはございません」

　躊ちゆう躇ちよなく言うナターシアに、ユースティナは身じろぎもせず返す。

「本当にあなたは心からそう言っているのですか？」

　その強い問いかけにもナターシアは動じない。

「はい、もちろんです」

「では、どうしてあなた方はここまで出向いたのです？　無実を主張するのなら、リジア十二貴族全員が出てくる必要がありましたか？　あなた方の本当の意い図とは、別にあるのでしょう？」

　ユースティナの強い言葉を受け流すかのように、ナターシアは冷静に返した。

「ここまで出向いたのはリジア宗旨国家の矜きよう持じの為ため。グラウスタンディア皇国が本来無き罪を我わが国家に擦なすり付つけ、それを理由に戦争を仕し掛かけようというのなら、これは重大な事です。我々は両国の平和を維持する為ため、リジア十二貴族が一丸となり、そんな危機を止めようとしているのです。お分かりになりませんか？　それとも、グラウスタンディアはそんな我が国に対し、まだありもしない罪を押し付けようとするのですか？　もしそう主張するのなら、疑いようのない物的証拠のご提示を願います」

　そんな物的証拠はないという事を、リジアは承知している。だからこそ彼女は引き下がるどころか堂々と好戦的な発言をするのだ。そして相手に休憩など与あたえず、一気に畳掛けようとしているのだ。

　そんなナターシアの意い図とを察してか、リジア十二貴族たちは口々に「証拠を出せ」とダカットとユースティナに迫った。

　しかしこうなる事も、ユースティナは起こり得る可能性の一つとして頭に入っていた。先にクロムが話してくれた会談の可能性。そしてこうなった場合、どう言うべきかも、ユースティナは承知していた。

　今はその言葉に賭かけるしかない――そう思いユースティナは野や次じを飛ばすリジア十二貴族たちに向かい言い放った。

「証拠ならございます」

　自信に満みち溢あふれた瞳ひとみをするユースティナに、ナターシアが噛かみつく。

「ほう………ならばその証拠のご提示を！」

「今はまだ不可能です」

　はっきりと言い切るユースティナに、ナターシアは虚きよを突かれたのか言葉を詰つまらせる。

　そして反論をされる前に、ユースティナは言葉を重ねた。

「現在、その証拠を持った者がこちらに向かっております。もし、証拠がどうしてもご覧になりたいというのなら、その到とう着ちやくを待たれてはいかがでしょう」

　一いつ切さい臆おくする様子を見せずに言ったユースティナではあったが、内心はその逆であった。物的証拠に関してはアジトの捜索も含め手を尽つくしたが、何一つ見つかりはしなかった。あるのは捕虜たちの証言のみ。

　しかしクロムはそれを覆くつがえす物をもって来ると言っていた。今はその言葉を信じる他ない。

　それでも胸中の不安は消えない。何しろ、会議に出席できるかどうかの斥せつ候こう任務を負おいながら、物的証拠まで持ってくることなど、時間的に考えて到底不可能だからだ。

　それでもユースティナは自分の責務を全まつとうするように、身の裡うちの不安をおくびにも出さなかった。それを眇すがめ見るリジア十二貴族たちは小声で何かを話している。彼らは物的証拠が見つかる筈はずもないと高を括くくっていたからだ。しかし一国の皇女がここまで言い切れば、リジアは勿もち論ろん、調停官もそれを無視することは出来ない。調停官の二人は、一度休憩を挟はさむべきか否いなか、声を潜そばめ審しん議ぎをしている。

　しかしそれで休憩となったとしても、安心が出来るわけではない。その間にクロムが到着しなければ、『証拠はない』という判断が下されるだけだ。

（クロムよ……私が引き延ばせるのはここまでだぞ……）

　緊張に渇かわきを覚える喉のどを小さく鳴らし、ユースティナは調停官たちの判断を待った。

　――その時だった。

　突とつ然ぜん張られた天幕の入り口が開き、外の光が僅わずかに差し込んだ。

　全員がその方向を見る。

「失礼いたします」

　入ってきたのは一人の青年であった。

　リジア十二貴族はその入ってきた青年に顔を顰しかめ声を荒あららげた。

「貴様、どこのどいつだ!?」

「ここをどこだと心得る！　場をわきまえよ！」

　その一方で、現れた青年を前にユースティナの心は跳ね上がるような思いになる。

「…………クロム」

「たいへんお待たせいたしました」

　クロム・ジャレットが戻ってきたのだ。

　ダカットは彼が来るのが当然であったかのように、薄うつすらと笑いを浮うかべる。

　クロムはリジア十二貴族の言葉に一切動じる様子もなく、中へとずんずん入ってくる。

「重要な議ぎの場に、途と中ちゆうからの参加をどうかお許しください。故ゆえあって当初より席を列する事が敵かないませんでした。私はグラウスタンディア皇国第二皇女付き選任補佐官、クロム・ジャレットと申します」

　その名前にリジア十二貴族たちは身構えるように視線を鋭するどくさせた。嘗かつて軍師カウフマンの片かた腕うでとして第一次リジア戦せん役えき末期にその名が上がる程ほどだったクロム。彼らが警けい戒かいしているのも当然といえた。

　ユースティナはそんなクロムに、透すかさず隣となりに座すわるように視線を送る。するとクロムは見るともなく真まつ直すぐぐにユースティナの隣にやってきた。

「お話はまだ伺うかがっておりませんが、先ほど外まで聞こえてくるような声で皆様、証しよう拠こ証拠と申していたご様子。……その証拠というのはリジア海軍の海賊行為に対する物で間ま違ちがいはございませんね？」

　するとリジア十二貴族の一人が睨にらみ付つけるようにクロムを見た。

「ああ、そうだ。今まさにその事を話していたのだ」

「なるほど。話の全容が見えてまいりました。では……」

　クロムは調停官エンショウ、パドマに向かい傅かしずいた。

「国務あって遅れましたことを重ねてお詫わび申し上げます。此こ度たびの海賊行為の証拠をお持ちするに少々時間を要ようしてしまいました」

　あっさりとそう言うクロムにリジア十二貴族が驚きよう愕がくの表情を浮かべ絶句していた。

　どうやら先ほどのユースティナの言葉を、嘘だと踏んでいたのだろう。時間稼ぎをして、議題を迷めい走そうさせるのはこういった場に於おける常じよう套とう手しゆ段だんである。何より物的証拠などない、という自じ負ふが彼らにあったことは、その態度からも見て取れていた。

　そんなリジア十二貴族たちはクロムに指をさし糾きゆう弾だんする。

「貴様、そんな適当な事を言って我々に探さぐりでも入れるつもりなら、お門かど違ちがいだぞ」

　罵ば声せいにも似た檄げきを飛ばすリジア十二貴族だったが、対照的にクロムは落ち着き払っていた。

「いえ、確たる証拠がございます」

「ならば出してもらおうか！」

　そんな一いつ触しよく即しよく発はつの中に調停官であるエンショウが割って入る。

「落ち着いてください。クロム・ジャレットと申しましたね。あなたは海賊行為がリジアのものであるという証拠があると、そう申すのですね？」

「はい、左様でございます」

「これは重要な事ですね。パドマ殿どの、これは彼に対して発言を許可したいと思いますが」

「同意します」

「ではクロム・ジャレット選任補佐、発言を許可します」

　するとクロムは顔を上げ余裕の表情で立ち上がる。

「ありがとうございます。しかしその前に、ひとつ皆様にお話ししておきたい事があります。それは今回の海賊騒ぎの全容についてです。海賊たちは大船団で、紅海上で海賊行為を働いておりました」

　するとその言葉をナターシアが止める。

「概がい要ようは既すでに書簡にて聞き知っている。今いま更さら……」

「この概要が大変重要になりますので、ナターシア様」

　名乗っていない筈はずのクロムに自らの名前で指され、ナターシアは目を丸くする。

　そんな両者をユースティナは固かた唾ずを呑のんで見守った。

「実は彼ら海賊行為を働いた者たちからの証言を確かく認にんするため、捕縛後にグラウスタンディアではアジトの捜索を行いました」

　確かにアジトの捜索は行われた。４０００人がいたとは思えぬほどの手て狭ぜまな岸がん壁ぺきに、駐屯所を作っていたという。派手に海賊行為を繰くり返かえしていた分、かなり慎しん重ちようになって隠かくれていたことが窺うかがえた。

「たいへんよくできたアジトでした。あんなに立派なアジト、普ふ通つうの海賊が作れるでしょうか？」

　クロムはナターシアにさらに質問を重ねる。

「そんなこと我々が知る筈はず……」

「そうなのです。ナターシア様は勿もち論ろん知らない筈です」

　肯定されるとは思っていなかったのかナターシアは怪け訝げんな顔をする。

「……なに？」

「自分がこれから語る、海賊たちの真実は」

「……どういうことだ？」

「その海賊のアジトから、実はリジア海軍であることを証明する物証が出てきたのです」

　全員が目を丸くし集中がクロムに向けられる。勿論ユースティナも例外ではなかった。

　何しろアジトの捜索でそんなものは一切見つかっていない。海賊たちは見事なまでにリジア海軍である証拠を何一つ持たずに、あそこに駐ちゆう留りゆうしていたのだ。

　しかし明らかにリジア十二貴族たちが動どう揺ようしたのがわかった。そこで漸ようやくユースティナは彼の言動の意い図とを察した。

　クロムは誤情報で揺ゆさぶりを掛けているのだ。実際にリジア十二貴族は難なん色しよくを浮かべ、更さらに貴族の一人バールが腹に据すえかねた様子を滲にじませた。

「………ほう、それなら見せてもらおう、その証拠とやらを」

「ええ、もちろんです」

　そう言ってクロムは腰こしに括くくり付つけられた革かわ袋ぶくろを掲かかげて見せる。

「こちらがその証拠になります」

　そう言いながらクロムはその革袋を開けようとはしない。

　するとリジア十二貴族たちは、何かを察したようにクロムに言葉を投げつけた。

「おい、早く見せろ！」

「何な故ぜいつまでもそうやっている？」

「本当はないのではないか？　証拠など！　我々を謀たばかっているのなら……」

　言いかけたリジア十二貴族の言葉を遮さえぎるようにクロムの声が大きくなる。

「いいえございます。皆様は把は握あくし切れてなかったんでしょうが、２万も兵がいたら一人くらいはうっかりと軍の物を持ってきてしまう者がいるのです」

　違ちがう。ユースティナは思った。明らかなクロムの嘘うそ。リジア海軍の兵は４０００。２万もの兵であるわけがない。

　するとそれを聞いたバール・ジェラルドが低く笑った。

「くっくっくっ……尻尾しつぽを出したようだな」

「しっぽ……と申しますと？」

　クロムは空々しく目を瞬またたかせる。するとバールはクロムを射殺すかのように睨みらみ据すえた。

「主ぬしは軍というものを知らないらしいな？」

「………なにを仰おつしやいます。自分も軍というものを理解しておりますが……」

「嘘を申すな！　ならば２万という数字はどういうことだ？」

「勿もち論ろん、紅海にて海賊行為を働いていた者たちの数でございます」

　ぬけぬけと嘘を口にするクロム。しかしそれが嘘であることは、作戦を命じたリジア十二貴族が一番よくわかっているはずだ。そのせいか、バールはクロムの揚あげ足あしを取るように勢いづいた。一気に畳掛けようとしているのだ。

「よく申すわ。２万だと？　軍隊でもあるまいに！　……さては貴様、我々に罪を擦なすり付け、被害を大きく見せかけようとしているのか？」

「いえ、事実を申しているだけです」

「２万の海賊など常識的に考えて不可能だ！」

「では、証明しましょう。海賊に扮ふんした２万の兵が潜せん伏ぷくするのが可能かどうか」

「ほう、おまえに出来るというのか？　そんな大おお嘘うそを証明することが？」

「ええ、勿論でございます」

　その言葉に、バールは薄うすら笑わらいを浮かべ語ご気きを強めた。

「いいか、２万ともなれば軍隊レベルの大人数だ。そんなものが駐ちゆう屯とんなどしていたら、普通はすぐに見つかっていただろうよ」

　そんなバールに対しクロムは一歩も引かずに反論を繰り出した。

「はい、ですが彼らは隊を５００人ずつに分け、他の隊と約半里（１・５km）の距きよ離りを開けて潜ひそんでいたのです。そうやって隠れていたので、我々も見つけることが出来なかった」

　ユースティナは背筋がひやりとした。クロムの言っている事は不可能だったからだ。

　盗み見るようにユースティナは貴族たちの反応を探る。するとバールを始めリジア十二貴族はそれこそ鬼おにの首を取ったかのように、皆みな一いつ斉せいに忍しのび笑いを漏もらした。

「くくく……おまえはさも賢かしこそうに話すが、どうやら決定的な嘘が露ろ呈ていしてしまったな」

「……な、なんでしょう」

　ほんの僅わずかに後ずさるクロム。そこへバールは勝かち誇ほこったように笑いを浮かべた。

「貴様は計算をし損そこねたようだな。５００人の隊が半里ずつ開けて潜んでいただと。それでは40隊が20里（60km）もの長距離で展開していたとでもいうのか？　そんなこと不可能に決まっているだろう」

「いえ……ですから……不可能ではありません」

「いいや、不可能だ。火山の麓はそんなに広くはない！」

　それは、恐おそらくほんの僅わずかな気の緩ゆるみだったのだろう。

「――おや？――……今、なんと仰いました？」

　クロムのその言葉で、場は水を打ったように静まり返った。

「出てきましたね、もう一つの証拠」

　誰だれ一人ひとりとしてそれ以上発言をしようとはしない。

　その中を悠ゆう々ゆうと歩くクロムの革かわ靴ぐつの音だけが響ひびく。

「僕ぼくは海賊のアジトの場所なんて言っておりません。勿もち論ろん皆みなさんに送った国書にも書いてはございません。紅海に出しゆつ没ぼつする海賊、としか書かれてはおりませんからね。ではどうして貴方あなたは海賊たちのアジトが火山の麓ふもとと知っているのでしょうか？」

「…………………」

　失言をしたバールは顔を真っ青にして、口元を震ふるわせた。

「おや？　どうして急に黙だまってしまわれるのです？　教えてください。何な故ぜあそこにアジトがあったと知っていたのか……おっと、違いますか……最初から知ってたという事ですか。何しろ自分たちで立てた作戦ですものね」

　厭いやらしい言い方でクロムは嘗なめ回まわすように一同に視線を向けた。

　するとそれまで聞きに徹てつしていたナターシアが突然口を開いた。

「揚げ足を取ったからと言って、それが何になる？」

「おや、今のではご不満でしたか？」

「ああ、そうだ。我々が先ほどからグラウスタンディアに対し求めているのは物的証拠だ。発言ではない。そして其方そなたは物的証拠を持ってきたのだと、先ほど言っていたろう」

　年若いことを忘れてしまうほどの圧迫感をクロムに向けるナターシア。しかしクロムはそれを受けても微び動どうだにせず小さく笑う。

「……ええ、申しましたね」

「ならば物的証拠の提示をして貰もらおう」

「……畏かしこまりました。では、そちらにいるお二人にお話を聞くところから」

　クロムがダグラス、ルービルの方向に目を向けると、リジア十二貴族の一人がそれを遮さえぎる。

「おい、またお話か！　貴様のおしゃべりはもう聞きき飽あきた。我々は物的証拠を……」

「その通りです。だから、どうかあの二人の名前をもう一度だけ確認させてください」

　すると調停官パドマがリジア十二貴族を止めるように静かな声でクロムを促うながす。

「どうぞジャレット選任補佐官」

　クロムはリジア十二貴族を一いち瞥べつし笑いかけ、ダグラスとルービルに向き直る。

「ではお聞きします。お二人、お名前は？」

「………ダグラス・バイオン」

「………ルービル・レザン」

「ダグラス・バイオンさん、ルービル・レザンさんですね。了りよう解かいしました。ではリジア十二貴族の皆様。皆様はこの二人を全く知らない、という事でしたね」

「そうだ、そんな奴やつは知らん！」

「すみません、どうかよーく思い出してください。彼らは軍人としてリジア宗旨国家の為ために命を張った英えい雄ゆうたちなんですよ」

　まるで先ほどのユースティナのような言い分だが、クロムにはどこか茶ちや化かしているような感がある。するとリジア十二貴族たちはそれに触しよく発はつされたかのように口々に罵ば倒とうの言葉を投げつける。

「そんな薄うす汚ぎたないコソ泥どろ、見たこともないわっ！」

「何が英雄だ！　リジアの名を騙かたりおって、おこがましいにも程ほどがある！」

「盗人ぬすつと猛たけ々だけしいとはまさにこの事！　リジア人の面つら汚よごしだ！」

「海賊などしたうえに、国の名を騙かたるなど死し刑けいでも生ぬるいわっ！」

　繰り出される雑ぞう言ごんに、ルービルは泣きそうな顔をし、ダグラスは血が出そうな程ほどにきつく奥おく歯ばを噛かみしめていた。そんな様子にクロムは冷静な顔つきで、

「皆様のご主張、たいへんよくわかりました。ありがとうございます。では、続きましてこちらをご覧ください」

　そう言ってクロムはゆっくりと先ほど出した革袋の紐ひもを解いた。そしてそこからは数枚の紙が取り出される。

「…………っ！」

　全員がその紙に書かれた内容に絶句した。

　その用紙には『リジア海軍ゾラ軍令部幹部一覧』と記され、その下には階級と名前が羅ら列れつされていた。クロムはその紙を机に広げ、わざとらしく用紙の上に指を滑すべらし、

「おや、こんなところにダグラス・バイオンさんの名前が。へぇ、千人長ですか。おっとこちらにはルービル・レザンさんの名前も。ふむふむ千人長補佐と……」

　するとクロムの出した書類に申し立てをしようと、リジア貴族の一人が立ち上がる。

「だ、だがそんなものは……」

　しかしクロムはそんなリジア貴族に、書類を掲かかげ言葉を重ねる。

「おっと、これが偽にせ物ものだなんて事は言わないでいただきたいですね。この紙の質を見ていただければお分かりでしょう。布の繊せん維いから作った紙です。これはリジア特有の製紙法ですね。更に、ここにある印は何でしょう？　言われなくても解わかりますね。ゾラ海軍司令部の印です。この印の偽ぎ造ぞうは流石さすがに出来ない。もしお疑いなら、この中のゾラ海軍を統とう括かつされている貴族の方が検けん閲えつなさっても結構。しかしその際には神前尋問でお聞きする所しよ存ぞんですが」

　全員がクロムを凝ぎよう視しした。クロムはにんまりと笑いを浮かべながら、徐おもむろに二人の調停官に向き直る。

「以上、調停官のお二人には、この書類を提出し、私の発言を締しめさせていただきます」

　流れが完全にグラウスタンディアに傾かたむいていた。肌はだでひしひしと感じられるほどに場の空気が一転していたのだ。クロムが全てをひっくり返したのだ。

　調停官が抱く心象から、海かい賊ぞく行こう為いの証拠の提示まで。

（……しかしあの文書はいったいどこから………）

　ユースティナはそんな疑問を抱きながらリジア十二貴族に目を移す。

　リジア十二貴族たちが脂あぶら汗あせを浮かべながら歯ぎしりをする。海賊行為が全てリジア宗旨国家の仕組んだ事であると露ろ呈ていした今、もう何の言いい逃のがれも出来ない。一方的なグラウスタンディア皇国の条件を飲むか、または……。

「……仕方あるまい！」

　突然立ち上がったリジア十二貴族の一人は怒いかりに満ちた顔をダカットにむけ、その手を真横に上げようとした。それは何かの合図に相そう違いない。そしてそれがなんであるかユースティナは瞬しゆん時じに勘かん付づいた。

　兵たちをこの場に入れる気なのだ。そして調停官もろとも全員を斬きり捨すてるつもりなのだろう。咄とつ嗟さにユースティナは立ち上がる。

　とその時、途と轍てつもない大だい音おん声じようが室内に響き渡った。

「やめておけ！」

　四方へビリビリとするほどに響き渡った大声。その声にリジア貴族も上げかけたその手を止めた。声を放った主……ダカット皇子はそのまま立ち上がると、帯たい剣けんを目の前に突き立て宣言するように声を張り上げた。

「議の場にいらぬ者を入れる事を禁ずるっ！」

　調停官の前で、もしそれをすれば国際問題に発展し、リジアとグラウスタンディアだけの問題ではなく、ラトルグ国、スクルタビア連合国を巻き込んだ大戦に発展しかねない事態。大陸全てが同時に戦争をすれば、混こん沌とんと飢き餓が、そして泥どろ沼ぬまになることを前提とした戦いが繰り広げられるだろう。

　ダカットは恫どう喝かつするかのような怒ど声せいで言い放つ。

「我々はグラウスタンディア皇国の大使であり、皇の血を引くものであるっ！」

　あまりの気き迫はくに、兵たちは一歩仰のけ反ぞり口を噤つぐんだ。

「我々の前で剣を抜くという行こう為いは、即すなわち我が国家に剣を向ける行為であることを承知しての行動だな？」

　その問いに返答はない。ただ凍こおり付つくような沈黙だけがあった。

　ダカットは身じろぎもせず、再び口を開いた。

「それがおまえたちリジア宗旨国家の答えなのだなっ!?」

　するとそれまで一言も発言しなかったリジア十二貴族の一人が頭を掻かきむしった。

「あ～～～もう！　めんどくさいなあ」

　貴族の一人はその軽けい薄はくな発言と態度とは対照的に、周りにいる者を微動だにさせない威圧感を放っていた。空気が水みず飴あめのように重く粘ねばりつく。

　誰一人動けない中、猫背気味なその貴族は、ぼんやりと周りを見ながら、ゆらりと立ち上がる。

「はい、その通り。リジア宗旨国家は元より、グラウスタンディアを欲ほつしておりました。我がリジア宗旨国家の理想の為ためその土地を我々に譲じよう渡としていただけませんでしょうか？」

　突とつ拍ぴよう子しもない言葉だった。しかしそれは間違いなくリジア宗旨国家が成さんとしている目的でもある。

「我々だってグラウスタンディアと戦いたいなんて思っていませんよ。貴国が素す直なおに国土を渡してくれれば、誰も不幸にはならない。しかしきっとそれでは納なつ得とくが行かないでしょう？」

「当たり前だ」

　微動だにしないダカットに、リジア貴族は粘りつくような笑みを浮かべる。

「ですからお互たがいの理想を形にするための手段を使うしかないじゃないですか」

　爬は虫ちゆう類るいが捕ほ食しよくするかのようにジワリとにじり寄る。しかしダカットは動じることなく、僅わずかに口の端はしを上げた。

「……よかろう。望むところだ」

　するとリジア貴族はその言葉を待っていたかのように、パッと身を翻ひるがえし、調停官たちに向き直る。

「そういう事です。エンショウ駐在大使、パドマ国務外交官。おわかりの通り我々リジア宗旨国家とグラウスタンディア皇国は、各おの々おのの利権の為ために戦争を行います。掲かかげて見み惚とれるような立派な大義はございません。欲と欲がぶつかり合う、人類史の中で一番多く行われてきた戦争の類たぐいですよぉ。それ故ゆえ、双そう方ほうラトルグ国、スクルタビア連合国の介かい入にゆうは一切不要。どちらの国にも正義も大義もございませんので――以上っ」

　呆あつ気けにとられるラトルグとスクルタビアの調停官を他所よそに、リジア十二貴族の一人は席を立つ。

「はい、さあ茶番はおしまいです。我がリジア宗旨国家、そしてグラウスタンディア皇国の開戦が決定しましたよ。皆さんはすぐに帰って戦争の準備ですよ～」

　猫背気味なリジアの貴族は手をひらひらさせながら、帰ろうとする。他の貴族たちがそれに続くように席を立った。

　そんな猫背気味な貴族に、ダカットは言い放った。

「貴様の名は？」

　するとぐるりと首だけをダカットに向ける。

「……ベルゲンです。アディク家の長男、ベルゲン・アディク。リジア宗旨国家の中で一番頭がいい人間と覚えておいて下さい」

　そういうとベルゲンはそのまま去って行った。




　クロムは一連の交こう渉しようが終わると、天幕の外に出て漸ようやく一息つく。どうにかこうにか最悪の形は切きり抜ぬけることが出来たと言ったところか。外で待たせていたリュリュはどこにいるのだろうかとキョロキョロ捜さがしながら、交渉の内容に思いを馳はせる。

　一方的にグラウスタンディアが無む茶ちやな要求を突つきつけたという体てい裁さいだけは避さけることが出来た。もしそうなっていればまず間違いなくラトルグ国は同盟を破は棄きし、リジア宗旨国家についていただろう。スクルタビア連合国は、四州の邦くにがしっかりと協力関係にあるとは言えない。それ故ゆえ、直接兵を投入するような事は懸け念ねんしていなかった。どちらかと言えば食しよく糧りよう支し援えんや、物資の配給をリジアにする事の方が大きな懸念材料となっていた。

　そういった意味では、リジア宗旨国家のベルゲン・アディクには、してやられてしまった、という反省がある。場の空気をこちらの流れに整え、満を持じして証しよう拠こを突きつけたのに、全すべてを有う耶や無む耶やにされてしまった。

　ベルゲンの身も蓋ふたもない発言は一見奇きを衒てらったかのようにも聞こえる。しかしその真意は他にある。両国が身勝手な戦争をするのだから他の助けは不要、という理論で他国の介入を完全否定した。つまり大義のないリジアを助ける必要はないが、同時にグラウスタンディアにも助けの手を伸のばすな、と言ったのである。

（うまい牽けん制せい方ほう法ほうだなあ……ああ来るとは思わなかった）

　他民族の文化に少なからず造ぞう詣けいのあるクロムでも、リジア人の考え方を完全に理解する事はできない。その理由は西リジアと東リジアでは文化も人種も違うという事がある。同じリジェル教という共通概念はあるものの、特に山と砂さ漠ばくの向こうである東リジア人の考え方は時として理解を越こえることがあった。

　そんな事を考えていたクロムの下にユースティナがやってくる。

「クロム、ご苦労であったな」

「ああ、ユースティナ様。いえいえ、どういたしまして」

　そんなユースティナの表情にも、どこか安心した様子がある。

（まあ、一つの山は乗り切ったわけだからな）

　するとユースティナは何かを思い出したようにハッとして不ふ機き嫌げんそうな表情をした。

「どうしたんですか？」

「……クロム……お主、結構早く戻ってきていたクセに、暫しばらく外で聞いておったろう」

　そんな彼かの女じよにクロムは悪びれずに笑みを浮かべた。

「おや、バレました？」

「ふん、当たり前だ。おまえが顔も名前も知らぬ筈はずの貴族ナターシアを、一目で当てたろう。だから、さては外で聞いていたのだなと思ったのだ」

「すみません、ちょっと入るまでに状じよう況きようを窺うかがっていました。でもナターシアさんに関しては以前から知っていたので」

「なに？　いつだ？　私は初耳だぞ」

「リジア戦役で敵地に変装して潜せん入にゆうした時に。その時はまだ彼女は大人ではありませんでしたので、親に随ずい伴はんして戦いくさを学んでいるようでした。まあ、その頃ころから聡そう明めいな人でしたね」

「…………………………変な事はしておらぬだろうな？」

「なんです？　変な事って？」

　解っていながら白々しく言うクロムに、ユースティナはプイッと顔を横に向ける。

「な、なんでもない！　……そういえばクロムよ。先ほどのあの書類は、いったい何だ？　私も知らなかったぞ」

「あー……あれですか」

　彼女が言っているのは『リジア海軍ゾラ軍令部幹部一覧』の事だろう。

「あんなものがあるのならもっと早く出せば良かったのに」

「まあ、タイミングがありますから。ラトルグ国とスクルタビア連合国に対し、感情的に優勢な状況を作ってからの方が、証拠は覿てき面めんに効きますからね」

「うむ、しかしクロムがせっかく作ってくれた状況を無む駄だにされてしまったな……」

「ベルゲンさんですか……あの人は中々どうして……頭が切れる。あそこまで明あけ透すけに戦争の大義などない、と言われてしまうとどうしようもないですからね。少なくも、リジアが悪になるような状況は避けた、と言ったところでしょうか」

「ふむ、そうか。で、あの人事配置の書類はどこから持ってきたのだ？」

「ああ、あれはゾラ港から」

　クロムがそう答えると、どういうことか察したユースティナ。

「そうか、イリヤとファウラか？」

「ええ、実は……」

　そう言いかけたクロムは突然引っ張られたように立ち止まった。後ろから誰かに腕うでを取られたからだ。抱き着くように腕に絡からんできた人物を見てクロムは口を噤つぐむ。

「やっほー、クロム。ひっさしっぶりー」

　軽い口調で笑う彼女を見るのはずいぶんと久しぶりであった。

「やあ、ファウラ。元気そうで何よりだよ」

「へっへ～」

　皇国七聖に数えられたスリ師のファウラ。本当の名前はクロムも知らない。多くを語ろうとしない彼女は、当時たった一人で皇都の大人たちから財さい布ふや金品を奪うばう事で有名な少女だった。身の熟こなしが早く、壁かべや建物などの障害物などもまるで小動物のように登り越えてしまう。それに加くわえ手先の技術もさることながら、彼女は動物も駆く使しして人の物を奪う。皇都の警備兵たちは誰だれも彼女を捕つかまえる事が出来ずにいた。

　そんなファウラにとって運が悪かったのは、ある日ユースティナの使いで城下に出たクロムを標的にしてしまったことだった。山で育ったクロムにとって、付つけ狙ねらわれる視線に気付かない訳はない。熊くまや狼おおかみに比べれば圧迫感の少ない人を付け狙う視線。それに気が付いたクロムは、彼女を逆に陽よう動どうして、財布をくすねた瞬しゆん間かんに取り押さえることに成功した。

　この時ファウラはまだ13歳の子供だった。見み逃のがすか迷ったものの、少なくとも安定した食事を得られる牢ろう獄ごくで少し反省してもらった方が彼女の為ためにもなる、と判断しそのまま兵団に引き渡したのだった。結果的には一月も経たたぬ裡うちに、ユースティナの為ために働いてもらう事になるわけだったのだが。

「ねえねえ、クロム。あたし大人っぽくなった？　なった？」

　確かに第一次リジア戦役終戦直後は14歳。その時と比べれば随ずい分ぶんと成長したようにも思う。が、どうも身長はさほど伸びていない様子。まだどこか子供っぽさを残しているようにも見える。しかしその辺はクロムも大人なので、彼女をガッカリさせないように気を遣つかってみた。

「ああ、驚おどろくほど成長している気がしないでもないような雰ふん囲い気きはあると思う人も少なからずいるのではないかと考える余地はある」

「おおう、クロム！　マジか！　よっしゃ、イリヤのおかげで大人の色いろ香かが付いたぜ」

　いい方向に取ってくれたようである。その時、クロムの後ろで「ごほん」とわざとらしい咳せきばらいが聞こえた。

　見れば置いてけぼりを食くらったユースティナがご機き嫌げんななめな表情で腕を組んでいた。

「あー、すみません」

「……………………別に………構わんが」

　別に構わんという顔はしていない。どちらかというと構ってくれなくて不機嫌な顔である。

　するとユースティナを見たファウラの顔がパッと明るくなった。

「おおっ！　ユースティナ様じゃないっすか!?　お久しぶりですっ！」

「……う、うむ」

「うわー、おっきくなりましたね。あたし抱っこしてあげたの覚えてます？」

　親しん戚せきのおばさんのようなことを言いながらファウラはニコニコする。

「そんなこともあったか……？」

「ありましたよぉ、ほら……」

　と続きを話そうとするファウラ。世間話が続きそうだったのでクロムは軽くあしらいながら、ユースティナに事の経けい緯いを話した。

「さっきの話の続きです。あの書類はファウラが齎もたらしてくれたんです」

「へへぇ、そうなんです。あたしが届けたんです。あの子を使って」

　そう言うとファウラはピーッと指笛を吹ふき鳴ならす。するとその音を聞きつけ、上空を旋せん回かいしていた大おお鷲わしがファウラの肩かたに留とまった。

「ティコ、お疲つかれさん」

　そう言って懐ふところから餌えさを取り出しティコと呼ばれた大鷲に与あたえた。そんな大鷲にクロムは少し顔を青くしながら、

「ファウラ、すまないが鳥は……」

「ああ、そっか。クロムは鳥、苦手かあ……。ティコ、遊んどいで」

　言うと同時に大鷲はバサッと羽ばたくと再び空に帰りファウラの上空を旋回した。

　その様子をキラキラと目を輝かがやかせながら見上げるユースティナ。

「そうか、ティコに助けられたか。また世話になってしまったな」

「へへぇ、ありがとうございます。あ、ティコは昔からだったけど、最近は鼠ねずみとかも使えるようになったのです」

　そう言うとファウラの襟えりの隙すき間まから白い小こ鼠ねずみが三匹出てくる。

　ユースティナはちょっと驚きながらも、キュルキュルと鳴く小鼠のかわいらしさに笑えみを漏もらす。

「いろいろ出来るようになったのだな。ではあの書類はファウラが？」

「はい、イリヤが今、ゾラ港の有力者んとこで秘書やってんすよ。で、その伝つ手てでゾラの軍司令部に潜入して、ニセの書類と摩すり替かえてきたのです。因ちなみにその偽造書類、あたしが作っちゃったりしてます、フフン」

「ファウラはそんな事まで出来るようになったのか？」

「手先が器用なので、これくらいはお手のもんっすよ。書類偽造、書類改かい竄ざん、筆ひつ跡せき模も写しや、模も造ぞう絵かい画がなんでもござれです！」

「あまり褒ほめられたものではないが、しかしよくやってくれた。ファウラの手て柄がらだ」

「お？　お？　これは褒ほう美びですか？　あたしに褒美が出ちゃう流れですか？　うしゃー」

　はしゃぐファウラを、クロムはやれやれと諫いさめる。

「落ち着けファウラ」

「うへぇ、了解」

　するとユースティナは、クロムとファウラを交こう互ごに見て目を細めた。

「……ところでいつまでクロムの腕に抱きついているつもりなのだ？」

　先ほどからがっちりクロムの腕をホールドしているファウラに、ユースティナはチクチクとした視線を向けている。ところがファウラは全く気にする様子もなく、

「そりゃ、クロムに引ひき剥はがされるまでっすよ」

　と堂々と胸を張った。ユースティナはぐぬぬっと言葉を呑のむような仕草をすると、クロムに向き直る。

「らしいぞ、クロム」

「それは引ひき剥はがせというご命令で？」

「むぅ……そ、そうではない！　そうではないが……」

「実は先ほどから腕におっぱいが当たっていたので、これは僥ぎよう倖こうと思って僕からは行動するつもりはなかったのですが……」

　するとファウラはヘラヘラと笑い返す。

「何言ってんのさー、当ててんだよー」

「そうか。気が利きくようになったな、ファウラ」

「へへぇ、もっと褒めていいよー」

　二人の会話を聞いていたユースティナはぷぅっと頬ほおを膨ふくらませたかと思うと、あさっての方へ踵きびすを返す。そのままどこかに行ってしまうのかと思われたが、次の瞬間、ユースティナは、

「な、なんだあれは!?」

　と言って怯おびえながらクロムの下に引き返してきた。

　驚きに満ちた声こわ色いろでそう言う彼女の視線の先には、ニンジンをそのままシャックシャックと食べるリュリュ――そしてそんなリュリュと一いつ緒しよにいる巨きよ大だいな山犬の姿があった。

　皇女が驚くのも無理はないだろう。

「あー……あれはですね」

　どう説明したものかと頭を掻かいていると、ファウラが掴つかんでいたクロムの腕を離はなし目をキラリと輝かせた。

「ををっ！　でっかいいぬーっ！」

　そのまま魔ま獣じゆう……モモに向かって駆けて行ってしまう。そしてモモにダイブしてその毛並みを存分に味わうように頬ほおずりをしていた。さて、どうやって説明したものか、とユースティナに目を移すと、彼女はいつの間にか平然とした顔に戻もどっている。

「……あれは説明できる事か、クロム？」

「う～ん………ちょっと難しいかもしれません」

「そうか」

　そう言った彼女はそこまで不快感を表す様子はない。以前のように、「秘密にされるのは嫌いやなのだ」と怒り出すかと思っていたクロムは肩かた透すかしを食らったような気分になった。

「なんだクロム。私が我わが儘ままを言い出さないのが不満か？」

「いえ」

「私だっていつまでも子供ではないのだ。おまえが話したいと思うまで待つ覚かく悟ごくらい決めている」

「おや、これはこれは。随ずい分ぶんと殊しゆ勝しようになられましたな」

　芝しば居いがかった口調でそう答えると、ユースティナもこれ見よがしに溜ため息いきを吐つきながら笑う。

「おまえとはまだまだ長い付き合いとなるのだ。そんな事で怒おこったりしていては、身が持たん。……ところで」

「なんですか？」

「あの犬は無む闇やみに人を襲おそったりはしないな？」

「ええ勿もち論ろんです」

「では兵たちには口くち添ぞえをしておく――ただな……」

「なんです？」

　そう問いかけるとユースティナはチラチラとファウラの方角を盗み見て、

「……いや、なんでもない」

　と拗すねたような顔を一いつ瞬しゆん浮うかべ、そのままプイッと振ふり向むき行ってしまった。

　そんな皇女の背を見送りながら、クロムは眉まゆを捻ひねり頭を掻かいた。







断章　ラトルグ国　中原の都







　グラウスタンディア皇国とリジア宗旨国家の開戦が決定したという一報がラトルグ国に入ったのは５月を過ぎてからの事であった。

　コウソンはその報告をすぐに奏そう上じようすると、執しつ政せい官かんたちは一いち様ように安あん堵どの表情を浮うかべる。そんな彼かれらの態度に、コウソンは厳しい表情を向けずにはいられなかった。

（そうやって笑っていられるのも今のうちだ）

　心の中でそう毒どく吐づきながらその場を去ると、第五姫レイリンのいる屋や敷しきへと足を向ける。同じように隣りん国ごくが戦闘状態に入った事を報告する為ためであった。しかし同じ報告であるにも拘かかわらず、聞いたレイリンの表情は暗かった。

　それでも彼女は気き丈じように振ふる舞まいながら、コウソンに凛りんとした顔を向ける。

「わかりました。では、この国も次の段階に入る必要があるのですね」

　次の段階。それは他でもなく、女帝選出のための儀ぎ式しきであった。

「数日中には七姫全員が顔を突き合わせることになるでしょう」

　第五姫であるレイリンには下に二人の妹がいる。だが、その二人はまだ10歳と８歳。恐らくは候補として立てるのは14歳のレイリンがギリギリであろう。

　そしてレイリンの上には四人の姉がいる。長女である第一姫レイメイを筆頭に、第三姫までが女帝の最有力候補者である。第四姫レイネイのみ身体が弱く、子を宿すことが出来ないために、候補者からは外れることになるだろう。

　自おのずと女帝の座を争あらそう事になるのは４人の姫たち。

　それを思ってかレイリンの顔は決して明るいものではない。

　仕方のないことだとコウソンは思った。第一姫には摂せつ政しようシュウバイという大きな後うしろ盾だてが付いている。勿もち論ろん、その下に続く第二姫、第三姫もまた同じように執政官や商人など、あらゆる手段を講じて手に入れた後こう援えん者しやがいた。

　だが第五姫レイリンには一切の後ろ盾がない。腐ふ敗はいした政治が蔓延はびこる宮中で後援者を手に入れるなら、自らも腐敗に身を委ゆだねねばならない。郷ごうに入っては郷に従え。その言葉を跳はね返かえすようにレイリンは、政治にも人に対しても潔白であり清せい廉れんであった。しかし腐敗に身を委ゆだねた者たちにとっては、レイリンの姿は綺き麗れいごとを並べ立てる偽ぎ善ぜん者しやとしか映らなかった。それ故ゆえに、誰もが彼女を見限っていたのだ。

　レイリン自身もその事実をはっきりと認にん識しきしている。

　そんな彼女にコウソンはやさしく語り掛ける。

「レイリン様。あなたの周りの事は何も心配することはございません」

　すると隣となりに控ひかえていたリャンナもまた同じように傅かしずいた。

「不ふ肖しようリャンナもお傍そばにおります。どうぞレイリン様はご安心して、女帝候補に名乗りを上げてくださいませ」

　するとレイリンは二人に向かい柔やわらかな笑みを浮かべる。

「ええ……ありがとう。余よには他の姉さまたちのような後ろ盾は、何一つとしてございません。余が頼たよれるのは二人だけなのです。どうか頼たのみますね」

「「はい」」

　コウソンにもリャンナにも迷いはなかった。レイリンの志に引き寄せられ忠誠を誓ちかった二人にとって、迷う必要など感じるはずもなかった。

（腐敗するならば、己おのれだけで十分）

　その思いはリャンナも同じであろう事をコウソンは知っていた。




　こうして駆け引きと謀ぼう略りやくが渦うず巻まく女帝選出の儀ぎへと駒こまは進んでいくかに思えた。しかし女帝選出の儀を前日に控ひかえたある日、それを阻はばむかのようにその事件は突とつ然ぜんに起こった。

　日が暮れ宵よい闇やみが迫せまり、宮きゆう殿でんの方々に篝かがり火びが灯ともった頃の事。

　宮中のあちこちから、人の怒声とけたたましく走る音が木こ魂だました。コウソンはレイリンの屋敷で文書から目を上げた。するとそこへリャンナが飛び込んできた。

「コウソン、あなたはすぐに中ちゆう和わ殿でんへ」

　冷静な彼女にしては珍めずらしく、どこか焦あせった様子がまざまざと見受けられる。

「どうした？」

「第二姫と第三姫が懐かい刀とうで刃にん傷じよう沙ざ汰た……しかも流血騒ぎだ」

「なにっ!?　もっと詳くわしく話せ」

「こちらも状況がわからない。今掴つかんでいる情報はそれだけ。中には誰も入れてもらえないし、既すでに矛む盾じゆんした情報も出回っている」

「……このことをレイリン様は？」

「言えるわけがない」

「そうだな。どちらにしても、暫しばらく伏ふせておくんだ」

「言われなくても解って――」

　リャンナの言葉を最後まで聞かず、コウソンは屋敷を飛び出した。東とう華か門もんのある中庭を突っ切り、宮殿へとひた走る。辿たどり着ついた頃には既すでに中ちゆう和わ殿でんの前は城勤めの者たちが野次馬にやって来てごった返していた。コウソンはその人の波を掻かき分わけ、中ちゆう和わ殿でんの入り口までやってくる。すると宮廷兵たちがコウソンの行く手を阻はばんだ。

「この中に今は誰も入れられません！」

「私は第五姫レイリン様の従者コウソンだ。今、中で起こっている事を姫に正確にお知らせせねばならない」

「……どなたであろうとも、お通しすることは罷まかりなりません」

　コウソンの勢いに兵士はやや押おされるものの、それでも命令を従順に守ろうとしている。頑がんとして誰も入れないつもりのようだ。

（このまま外にいれば情報の封ふう鎖さが行われる。場合によっては事実の改かい竄ざんも在あり得うる）

　事が事だけに、事実を捻ねじ曲まげられれば、いらぬ火の粉がこちらに飛んでくる事も考えられた。今のうちに出来る限り情報を手に入れておく必要がある。

（あまり使いたくはないが、仕方あるまい）

　コウソンは覚悟を固めると人だかりから飛び出し、中和殿と保ほう和わ殿でんを繋つなぐ渡り廊下のあたりまでやって来る。そこを越えた先には、草そう木ぼくを美しく配列した明めい媚びな庭があり、その一角には井い戸どがあった。そして周りに人の目がないことを確かく認にんすると、コウソンはつるべを伝って井戸の中に降りた。井戸の底、水面に達する直前の位置には横穴がある。非常の際の為ために作られた避難用の地下通路である。遠い昔、ここに都が出来た頃より掘ほり足され続けたこの地下通路は、狭せまく迷めい路ろのように複雑になっている。現在ではその存在は一部の人間にしか知られていない。

　コウソンはその中に飛び込むと、匍ほ匐ふく前ぜん進しんをしていった。複雑に枝えだ分わかれする狭い通路の中を迷うことなく目的地に向かい進んでいく。

（………ここだな）

　目的の位置――中和殿の真下まで進むと頭の上には、木の床ゆか板いたから漏もれる光が差している。

　ちょうどこの辺りは中和殿の中にある控ひかえの間のあたりである。第二、三姫が話していたとするならこの辺りになるだろう、と思い定め、頭上から漏もれ聞こえてくる声に耳を欹そばだてた。

「なんでも第一姫レイメイ様もいたそうだぞ」

「レイメイ様は無事なのか？」

「傷は負ったらしいが、浅いとの事だ。それよりも下のお二人だ」

「ああ、こんな女帝選出の儀を前に、まさかお亡くなりになるとは……」

「しかも二人も同時にだぞ」

　コウソンは耳を疑った。

（死んだ？　第二姫と第三姫が？）

　女帝候補の中でも第一姫レイメイに次ぐ有力候補二人が死んだ。コウソンは信じられないとばかりに、床ゆかの僅わずかな隙すき間まから部屋の中を覗のぞき見みる。全体は見えなかったが、大まかな様よう相そうは解る。方々に血ち飛沫しぶきが飛び散り、そして動かなくなった二つの骸むくろが転がっていた。

　美しい着物は血に染まり、凶きよう行こうの様子が窺うかがい知しれる。

　第一姫レイメイは既すでに救護され、今は手当てを受けているらしい。そして現在は事件の状況を調べるために道士官たちが室内に入り、二つの骸むくろを検視しているようだ。

　コウソンは遠くからその二つの骸を眇すがめ見み、そしてある事に気が付いた。

（……顔色がおかしい）

　骸むくろは既すでに事切れている筈はずなのに、肌はまだ血の通った人間のような色をしている。

　何かがあると思いながら状況を見守っていると、道士官たちが口々に、『巫ふ蠱こ』という言葉を口にしている事に気が付いた。

『巫ふ蠱こ』とは呪じゆ術じゆつの一種で、数十の虫や動物を箱の中に入れ共食いをさせ、最後に生き残った一匹を生いけ贄にえにし人を呪のろう呪術である。

　この呪術はその危険性から禁きん忌きとされ、国内では固く禁じられている。巫ふ蠱こを行った者は重い刑けい罰ばつに処されることが通例であった。まさか女帝選出が差し迫った時に、そのような危険な事が行われること自体、異例中の異例であった。

　その時、コウソンは嫌な予感に背筋を震ふるわせた。すると上で殺さつ到とうする文官の列の後方が俄にわかに騒がしくなった。誰かが来たようだ。

「通せ、通せ！」

　聞き覚えのある声――摂せつ政しようの長おさシュウバイであった。シュウバイは人の波を割って室内まで入ろうとしているようだ。それを道士官たちが必死に止める声が聞こえる。

「シュウバイ様、まだ検視が終わっておりません、どうかおさがり下さい」

「うるさい、国の一大事であるぞ！」

　シュウバイは二つの骸を見止めると、悲ひ愴そうな顔をしてその場に崩くずれ落おちる。

「なんと……なんとお労いたわしい……」

　そんなやり取りを見ながらコウソンは違い和わ感かんを覚えた。それは摂政であるシュウバイが、第一姫レイメイを擁よう立りつし実権を握にぎろうとしている人間の一人であったからだ。むしろこの事態を見て、一番腹を抱かかえて笑いたいのはこの男に違ちがいない。

（なるほど……猿さる芝しば居いか……）

　内心で毒づきながら、シュウバイの様子を窺うかがう。

　そしてこんな猿芝居をうつ意図を考えた。完全なる第一姫レイメイ派のシュウバイが、わざわざこんな姿を皆みなの前で見せる行為の意味。

　コウソンはすぐに察さつしが付いた。『巫ふ蠱こ』の疑ぎ惑わくをレイメイから遠ざけようとしているのだ。その意図を感じ取り、コウソンはすぐにレイリンの身を案じた。

　第二姫、第三姫が崩ほう御ぎよし、第四姫は病弱で候補から外れている、となれば次の候補者は自おのずと第五姫レイリン。そのレイリンにまで何か画かく策さくをしているのでは、と思ったのだ。

　おそらくはすぐに巫ふ蠱こを行った犯人探しが始まる。

　いらぬ疑惑を掛けられて、女帝候補から外そうとする事も考えられる。

　大まかな状況、そして文官たちの動きを確認したコウソンはその場を後にしようと、気配を殺しながら動いた。このような場所に長居をしても仕方がない。何より早くレイリンの下に帰り対策を練らねばと考えていたのだ。

　そうして再び来た道を引き返そうとした時、コウソンの目にある物が止まった。

（………ん？）

　ふと見る先に一枚の小さな包み紙が落ちていた。ただの包み紙であれば、気に留とめる程ほどではなかった。しかしそれは明らかに新しい物だったのだ。それを見つけコウソンはそっと拾い上げ、床板の隙すき間まを見上げる。

（……この隙間から落ちてきたのか……それとも……）

　コウソンは考えながらもその場を後にする。そして井戸から這はい出でると、すぐさまレイリンの屋敷へと走った。

　屋敷に着くと、まず事の次し第だいをリャンナに伝える。リャンナは深刻そうな顔で唇くちびるを噛かんだ。

「面めん倒どうな事になった……」

「ああ、レイリン様は？」

「まだ太たい和わ殿でんに」

「ならば、酷こくかもしれないが事の詳しよう細さいは伝えるべきだろう。その上で、これからの事を……」

　その時だった。扉とびらが開く音がして、コウソンとリャンナは同時に振り返る。

　そこには悲痛な感情を押し殺し、真まつ直すぐに立つレイリンがいた。

「………コウソン……リャンナ」

　その表情一つで、彼女が事の次第を知ってしまったことが察せられた。

　すぐさまリャンナが駆け寄り、レイリンの手を引き椅い子すに座すわらせる。

「レイリン様……」

「皆まで話さずとも結構です。今、伝令より事の次第は伺うかがいました。姉さまたちが、呪い殺されたそうですね」

　心の痛みを隠かくすようにレイリンの言葉は殊ことの外ほかはっきりと発せられた。

「これから大変な事になりますね。どうかコウソンもリャンナも、余よに力を貸してください」

　その言葉にコウソンとリャンナはその場に傅かしずき頭こうべを垂たれる。

　するとその時、突然外から無数の足音が聞こえてきた。その足音はレイリンの屋敷の前で止まると、何かを話し合っている。

　コウソンはまさかと思った。しかし思った時には、既すでに多くの兵が扉を開け放ち、レイリンの館やかたに雪崩なだれ込こんできた。

　すぐさまコウソンは大声を上げる。

「貴様ら、ここをどこだと心得る！　第五姫レイリン様の館だぞ！」

「うるさい！　そのレイリン様に巫ふ蠱この術を行った疑惑が掛かっている！　全員その場でおとなしくしていろ！」

　兵士の一人がそう言うと同時に、兵たちはレイリンの館を一いつ斉せいに漁あさりだした。

　箪たん笥すの中をばら撒まき、葛籠つづらをぶちまけ、床ゆか板いたを引きはがし、竈かまどを打うち壊こわした。更さらに天てん井じようの板をはがし壁を破って隅すみ々ずみまで調べ上げていく。それはあたかも盗とう賊ぞくかのような蛮ばん行こうだった。

　震えるレイリンをリャンナが抱き寄せ、その前にコウソンが立ちはだかる。この無礼な者たちがレイリンに指一本でも触ふれようものなら、すぐさま剣けんを抜くつもりでいた。

　すると床板を剥はがし、縁えんの下したを探さぐっていた兵の一人が大声を上げた。

「ありました！　巫ふ蠱この証拠です！」

　コウソンは耳を疑った。そんなことがあるはずがない。そう思いレイリンとリャンナに目を向けると、二人も同様に驚きよう愕がくし絶句していた。

（嵌はめられた）

　すぐにコウソンは事態を理解した。これは何者かの策略。レイリンを女帝候補から外すために画策された罠わな。同時にコウソンの頭の中には摂せつ政しようシュウバイと第一姫レイメイの顔が思い浮かんだ。どうやらあの二人が、第二姫、第三姫に手を掛け、そしてその罪をレイリンに擦なすり付つけることで、すべての邪じや魔ま者ものを排はい除じよしようと考えているのだろう。

　コウソンは剣の柄つかに手を添そえたまま、兵士長と思おぼしき男に詰つめ寄よる。

「おい、この命令は誰から発せられた？」

「うるさい、貴様ら咎とが人にんに答える義理はない！」

「なら当ててやろう。シュウバイ殿とレイメイ様だな？」

「なっ……!?」

　僅わずかに狼ろう狽ばいした顔をする兵士長。その表情だけでコウソンの言げんが当たっていた事を示している。

「正解か？　貴様らレイリン様にこれ以上の無礼を働いてみろ。ただでは済まされんぞ」

　それでも兵士長は頑として譲ゆずらない。

「しかし巫ふ蠱この証拠が出た。既すでにそこにいるのは重罪人だ！」

「潔白だ。私が証明する」

　怯ひるまぬ態度を見せるコウソンに、兵士長は声を荒あららげた。

「不可能だ！　明日にはすぐに裁さばきが下される。巫蠱の罪はそれ程ほどに重いのだ」

「重いからこそ、本当にこれを仕組んだ人間を暴あばき出さねばならない！」

「……本当に……仕組んだ人間？」

　訝いぶかしげな兵士長の表情を見て、コウソンはこの男が何も知らずに命令を受けたのだと察した。それならば、とコウソンは兵士長に歩み寄る。

「そうだ。この宮廷内にいる本当の黒幕だ。私がそれを炙あぶり出だす」

「如い何かにして？」

「どうにでもする。だからレイリン様にこれ以上の無礼を働くな」

　兵士長はコウソンの言葉に思うところがあったのか押し黙り何かを考えている。

　朴ぼく訥とつで実直な人間なのだろう。騙だまし合あいの謀略、狡こう計けいが渦巻く宮廷内でこういった人間は少ないと言える。

　兵士長はしばし黙もつ考こうし、そして顔を上げるとコウソンを見た。

「レイリン様を宮廷に引き渡すのは、明日の昼だ。それまでに其方そなたは証しよう拠こを見つけられると言うのか？」

「ああ、なんとかしてみせる」

「だが其方そなたがそれを理由に、レイリン様を裏切り一人逃とう亡ぼうしないとも限らん」

　兵士長がそう言い放った時、別の場所から突然声が上がった。

「それはあり得ません！」

　その声を放った主に、兵士長は瞠どう目もくした。

「……レイリン様」

　それまで怯おびえた子供のようにリャンナに縋すがり付ついていたレイリンは、力強く地に足をつけ明確な意志を向け兵士長に相あい対たいしていた。

「コウソンが一人逃げ出すなど、絶対にありえない事です」

　すると兵士長は困こん惑わくしながらレイリンをいなそうとする。

「しかしレイリン様、この者が一人逃げ出さないとは言い切れません。それを証明することが出来なければ、彼の行動の自由を許すことは……」

　するとレイリンは短い宝刀を取り出すと、鞘さやから刃やいばを抜ぬき静かに口を開いた。

「コウソンが信しん頼らいに足りぬと言うのなら、余よがコウソンを信頼する事を証明いたします。ただ余はあなたたちに差し出せるものが何一つございません。ならば、この腕、一つを以もつてコウソンへの余の信を証明いたします」

　そう言うと同時に、レイリンは宝刀を振り上げ、迷うことなく自らの腕目がけ振り下ろした。宝刀はレイリンの腕の皮ひ膚ふを破り、肉を切り、骨に達する前に止まった。

　短刀を持つレイリンの手を、兵士長が止めたのだ。

「姫の臣下に対する信、相あいわかり申した！　どうか、その宝刀をお納めください！」

　真直ぐな瞳ひとみで見つめ返すレイリンに、兵士長は慌あわてた様子でコウソンに助けを求めるような視線を送る。しかしそんなコウソンは、自みずからの主が腕を切り落とさんとしているにも拘かかわらず、静かな表情で微び動どうだにしなかった。兵士長はまたそれに驚いたように狼狽うろたえた。

「姫の大事に、臣下の主は動かぬか!?」

　声を荒らげる兵士長にコウソンは変わらず静かに答えた。

「レイリン様の意志を、臣下である私が知らぬ筈はずはない。レイリン様のご覚悟は、この国を憂ゆう慮りよされるもの。腕うでの一つ、命の全すべてを擲なげうつ意志を私は知っている」

「……だ、だが」

　言いかける兵士長を遮さえぎりコウソンが言い放つ。

「必要であるなら、私の腕も切り落とせ。それで閉ざされかけているレイリン様の道を切り開くことが出来るのなら、惜おしいと思うことなどない」

　するとレイリンの脇わきに控えるリャンナも居住まいを正し兵士長を見み据すえた。

「私にはレイリン様のように国を正しく導く事も、コウソンのように証拠を持って帰る事も出来ぬゆえ、首ごと落としてもらっても構いはしませんが」

　レイリンの目も、リャンナの目もそれが本気である輝きを宿していた。コウソンもまた同じ意志であることに違いはない。

　兵士長は観念したとばかり顔を顰しかめ、

「其方そなたらの姫に対する義、姫の其方らに対する信、相わかった！　私一人が信じるに値あたいする覚悟だ。しかし宮廷の者たちが信じるには姫の腕一本どころか、命を以もつてしても足りぬ。それは如何いかんとする？」

「それをこれから証明するのです」

　まっすぐ兵士長を見返したコウソンの目に迷いはない。

「覆くつがえすことが出来る自信は……？」

「勿論あります」

　確信的に言うコウソンを兵士長は厳しい顔で見つめる。

　沈ちん黙もくを破り兵士長は一つ溜息を吐つくと、周りの兵に向きなおる。

「姫の傷の手当てを」

　すぐに一人の兵がやって来て、血が流れ出すレイリンの腕うでの傷の手当てを始めた。痛む筈はずにも拘かかわらず涙一つ見せないレイリンにコウソンは静かに語りかけた。

「レイリン様、しばし辛つらい思いをされるかとは思われますが、どうかご容よう赦しやを」

　するとレイリンはコウソンに寄より添そい、祈いのる様に目を伏ふせる。

「大だい丈じよう夫ぶです。余よはコウソンを信じておりますから」

　コウソンはそんなレイリンに頷うなずき返かえす。

　すると先ほどの兵士長がコウソンに声を掛けた。

「公判は明日の昼だ。それまではレイリン様の身み柄がらを拘こう束そくせねばならない。この命令は絶対だ。ただその間のレイリン様の安全は保証する。それがどんな者の命令であっても、明日の昼までは我々宮きゆう廷てい衛えい士したちが守り抜く」

　責任と矜きよう持じに満ちた兵士長の顔に、コウソンは頭こうべを垂たれる。

「よろしくお願いします」

「うむ……それにおまえのいう事が本当なら、これは宮中をひっくり返すほどの大事だ。出来る事なら、協力を申し出る」

　そんな兵士長にコウソンは笑って返す。

「助すけっ人とは一人でも多い方がいいでしょうね」

「うむ、出来ることはさせてもらおう」

「では、最初に一つお聞きしたいことが」

「なんだ？」

「あなたをなんて呼んだらいいですか？」

　すると兵士長は一いつ瞬しゆんポカンとすると、しかめっ面つらを崩して笑った。

「俺おれはリセイ。宮廷兵士長である」

「リセイさん、よろしくお願いします」

　公判まで残すところ半日。どうにかこの謀略の真実を暴あばき出さねばならない。







第二章　ラング騎兵隊







　ラング・クランツは気け怠だるそうな目つきで中空を見ながら、紫し煙えんを燻くゆらせる。

　年ねん齢れいを詐さ称しようし13歳で軍に入り、一兵卒から始め21年。その類たぐい稀まれなる剣の腕と統とう率そつ力りよくが評価され、リジア戦せん役えきに於おいて騎き士しの称しよう号ごうまで拝はい命めいした。だがそれ程ほどの才能を持ちながらも、未いまだにラングが千人長の位くらいのままであるのは、彼の性格によるところが大きい。

「ラング隊長！　ダカット皇子たちがフルクロ港に帰き還かんなさったそうです！」

「ああ、そう」

「いかがいたしますか？」

「放っておけ。用があるならあっちから来るだろう」

「はっ！」

　ラングは極きよく端たんに人づきあいが不ふ得え手てであったのだ。別段本人はその事に不満は持っていない。しかし千人長から上の位に行こうと思うのなら、戦せん果かを挙あげるかまたは政治力があるかのどちらか。第一次リジア戦役後の彼には、そのどちらもが無かったのだ。

　ラングはふと入ってきた兵に尋たずねた。

「おい、確かダカット皇子の付つき添そいでクロム・ジャレットがいるって聞いてるんだが」

「え、あ、はい。正確にはユースティナ皇女の側近として今回の交こう渉しように出かけているはずですが……」

「そうか、わかった。下がっていい」

「はっ！」

　ラングは再びパイプに火をつけ、白い煙けむりを吐き出す。

（……クロムが山から下りたか）

　遠い過去をラングは述じゆつ懐かいした。あれは何年前の事だろうか。第一次リジア戦役が開戦した直後の頃ころ。確か14年前だ。

　カウフマンが率いる師団に従軍していたラングはフルクロ港を陥かん落らくさせるべく陣じんを張っていた兵の一人だった。この当時で既すでに百人長を拝命し、兵を指揮していたラングは、エルコ火山とフルクロ港の中間地点に陣を張り兵ひよう糧ろうの運び入れを指揮していた。

　統とう率そつの取れたラング隊は、他の隊に比べあっという間に自分たちの仕事を終え、夜半には晩ばん酌しやくをしながら雑談に興じていた。

　そんな薄うす暗くら闇やみの中、山の方から誰だれかが歩いてくる気配をいち早く察知したのは、他でもないラングであった。火に誘さそわれる虫のようにこちらにフラフラとやってくる影かげ。

　夜の帳とばりの下で、その姿ははっきりとは見えなかったが、ただはっきりしている事はその影が小さいことだった。大人の大きさではない。子供だ。

　そう思ったラングは、警けい戒かいを怠おこたらぬままその子供がこちらにやってくるのを待った。

　そして漸ようやく焚たき火びに映し出された子供の顔を見て、ラングだけでなくその場にいる者全員が言葉を失った。虚うつろで真黒な目。しかしその目の奥おくは、仄ほのかに燃えるような熱を帯びている。矛盾した雰ふん囲い気きを漂ただよわせた少年は、その瞳を這はわせ兵たちを捉とらえる。

　着ている物が革で縫ほう製せいされた特とく殊しゆな衣服であることから、この少年が山の民たみであることはすぐにわかった。しかしその身なりはかなりボロボロで、しかも窶やつれ果はてていた。

　少年は兵たちを見るともなく見ると、呟つぶやくように口を開く。

「………人の………殺し方を……教えろ」

　子供の言葉とは思えなかった。その場にいた兵たちは口々に、

「どうした？」「飯でも食うか？」

　と問いかけるが少年は取り合わず、ラングに視線を向ける。

「あんたが一番強いんだろ……教えろ、俺に……人の殺し方を」

　ラングは何も言わず胸の裡うちで、ほう、と感心した。本能で生き物の強さを嗅かぎ取とることが出来るセンスがこの少年にはあるようだ。

　ラングは立ち上がると少年の前まで歩いていく。そして聳そびえるように彼の前に立つと、

「おい、ガキ。言葉の使い方をしっかり習ってから出直して来い」

　と悪態を吐つくと同時に少年の鳩尾みぞおちを蹴けりあげた。小さな身体が一瞬浮いたかと思うと、そのまま激しく地面を転げ少年は気を失った。子供に対する容よう赦しやない一いち撃げきに、その場にいる兵たちはただ言葉を失い、異様なものでも見るような視線をラングに投げかけていた。

　次の日にラングが起きてくると、少年は薪まきを運んだり煮に炊たきを手伝ったりと兵たちの仕事に交ざっていた。

「おい、なんでまだあのガキがいる？」

「あ、えーと、こんな場所に捨ておくのも可か哀わい想そうだったので……」

「邪じや魔まだ。あいつは兵士ではない。食くい扶ぶ持ちが増えるだけだ」

　ラングがそう部下に注意をしていると、少年がやって来てそれに反論した。

「自分の食うぶんくらい、自分でどうにかする」

　相変わらず暗い目の奥をギラギラとさせ、ラングにそう言い放った少年は、言葉通り自分の食べるものは自みずから狩かってきた。ひょっこりいなくなったかと思うと、ウサギや鹿しかを捕つかまえてきて自ら捌さばく。一人で食べきれないと判断すると、その肉を兵たちに分け、引き換えにパンなどを貰もらっていた。そうして彼は幾いく日にちもこの駐ちゆう屯とん地ちで兵たちと共に過ごしていた。

　兵の調練の折おりには、その姿を遠くから見、そして真ま似ねをするように自らの山やま刀がたなを振っていた。そんなある日の事である。少年は再びラングの下へとやってきた。

「ラング隊長」

「おまえに隊長と呼ばれる筋合いはない」

「頼む、人の殺し方を教えてくれ」

「それを覚えておまえはどうする？」

「あんたたちの役に立つ」

　嘘うそだとすぐにわかった。恐おそらくこの少年が抱えている理由は復ふく讐しゆうか何かだろう。

「うるせえ。消えろ。おまえに剣を教える理由はない」

　そう言いながらもラングは少年の剣の腕を買っていた。幾いく度どか兵士たちが遊び半分に、少年の剣の稽けい古こに付き合っているのを見たことがある。

　それを見てラングは瞠どう目もくしたのをよく覚えている。少年は７歳とは思えないセンスを持っていた。このまま基き礎そを叩たたきこみ、育て上げれば成人する頃にはいい兵士になる。

　とはいえ今はリジアとの戦争の真っただ中。子供に構っている暇ひまはなかった。

　しかし少年は諦あきらめようとはしなかった。毎日毎日ラングの下にやってきては剣を教えてくれとせがむのだ。

　ラングは煩わずらわしい気持ちもある反面、この子供を兵士として育てたい気持ちを持ち始めていた。それというのも、やはり少年の持ち合わせる剣のセンスが良かったからだろう。

「……わかった。いいだろう。だが、俺が教えるのは根っこの部分だ。この部分が腐くさっちまったら、おまえはまっとうな兵士にはなれねえ」

「ああ、どんなことでもやって見せる」

「それとこれだけは言っておく。場合によっては、おまえは死ぬことになる」

　少年は一瞬間を置き、すぐに覚かく悟ごを固めた様にコクリと頷うなずき返かえした。

「……わかった」

　それからだった。空いている時間をみてラングと少年の剣の稽古が始まった。しかしこれはラングが言った通り、『根っこ』を定めるためのもの。剣の技術を教えるためのものではなかったのだ。

「さあ、どっからでもかかってこい」

　ラングの言葉に少年は山刀を構える。そして一気に詰め寄ると、その山刀を一いつ閃せんする。ラングは帯たい剣けんでそれを受け流すと同時に、拳こぶしを少年の腹目がけ抉えぐり込こむ。

　肝かん臓ぞうを強打され、少年がその場に膝ひざをついた。

「戦場ならこれで終わりだ。死んだな、おまえ」

「まだだ……」

　少年はフラフラとする足でどうにか立ち上がった。しかしラングは立ち上がろうとする少年のわき腹に容よう赦しやなく蹴りを入れた。そのまま少年は意識を失った。ラングは部下に命令して、桶おけに入った水を持ってこさせると、それを少年に叩き付けるように掛ける。

「目ぇ覚めたか？　行くぞ」

　言うと同時にラングは顔面を殴なぐり飛とばし、そして少年は再び気を失った。

　こんな稽古が数日続いた。

　大たい概がいの人間は、これを続けると身体も精神も参まいってしまい、死んだ魚のような目をするようになる。そうなったら兵士はおしまいだ。

　人が生きるか死ぬかの境界線は、肉体よりも精神が左右する場合が多い。

　死に足を突っ込んだものが、最後に踏ふん張ばり生にしがみつく。それが出来なければ、戦いで生き残ることは出来ない。それがラングの言う『根っこ』だった。

　生にしがみつく執しゆう念ねんを、この少年が持ち合わせることが出来るのなら、彼は強くなるだろう。しかし死に足を突っ込み、そのまま引ひき摺ずり込こまれるようであるのなら、最初から芽がなかった、という事だ。

　苛か烈れつなまでの剣の訓練が数日間続くと、次第に少年の目が濁にごりだした。心も身体も疲ひ労ろう困こん憊ぱいになり、動きに緩かん慢まんさが出始める。そうなり始めると人間の思考は楽な方向へと流れ始める。それは、いっそ死んでしまった方が楽なんじゃないか、という苦痛から逃のがれんとする安あん易いな結論。これが戦場で生き残る者と死んでいく者の思考の境界線。少年はそれを乗のり越こえ、生にしがみつく精神を持ち合わせることが出来るかどうか……。ラングはそう思いながら、その日も少年との稽古に付き合った。死ぬギリギリのライン。

　そこで止めるのは至し難なんの業わざ。

　少年が繰くり出す山やま刀がたなを受け止め、もう片方の手で脳天を殴おう打だする。しかし少年は倒たおれなかった。脳を揺ゆさぶられ足元がふらついている。だが、濁にごった目の奥には、まだ諦あきらめの色は宿していない。すぐさまラングに山刀を突き出してくる。以前より格段に技のキレが良くなっている。しかしラングの敵ではない。

　ラングは山刀が腹に突き刺さる寸前で身を翻ひるがえすと、帯たい剣けんの柄つかを少年の肩かためがけて叩き落とす。しかし少年はそれを僅わずかに身体を捻ひねり回かい避ひ。そのまま山刀をラングに叩き付けるように一いつ閃せんしようとした。

（まずい！）

　気が付くとラングは僅わずかに飛とび退のき、固い革の靴くつで少年を蹴り上げていた。

　７歳の少年の身体が高々と宙を舞まう。

　確信した。少年を殺したという明確な手ごたえが足先に残っていた。あの強さで子供を蹴り上げれば、内臓が破は裂れつしていてもおかしくはない。

　小さな身体が地面に叩き付けられ、ピクリとも動こうとしない。

　ラングは急ぎ駆け寄り、少年に手を伸のばした。

　と、その時である。

　少年の小さな手がラングの伸のばした腕をがっちりと掴つかんだ。その握あく力りよくにラングは驚きよう愕がくする。とても子供とは思えない程ほどの力でラングの腕に爪つめを立てる。そうして食い込んだ爪つめ痕あとから血の滴しずくが次々にラングの腕を滴したたり落ちた。

「がえせっ！　りゅりゅを……がえぜっ！」

　憎にくしみと絶望、そして煉れん獄ごくのような闘とう争そう心しんを瞳に宿し、少年は譫うわ言ごとのように誰かの名を口にした。そして獣けもののように唸うなりながらラングの腕を締め付ける。が、しかし突然、水を被かぶった炎ほのおのようにパタリとその唸うなり声が途と切ぎれた。同時にラングを掴つかんでいた掌てのひらは力を失い、地面に崩れ落ちる。

（気を失ったか……それとも……）

　ラングは少年の脈をとり生存を確認する。そして自分が全力でいれた蹴りの痣あざを確認し再び驚きよう愕がくした。少年は内臓を避さけ、身を捻ひねっていたのだ。あの一瞬で彼かれは判断した。

　動物のように研とぎ澄すまされた勘かん。その勘に呼応できる肉体。そして何よりもそれを凌りよう駕がする精神力。たとえ急所から逸そらしたとはいえ、ラングの蹴けりは大人でも食らったらその場で失神をする。精神と肉体を疲ひ弊へいしきった子供がそれを食らったら、まず間ま違ちがいなく死ぬはずだ。それをこの少年は食らいながらも耐たえ、そして爪を立てた。

　死の淵ふちに足を……いや、腰こしまで浸つかってなお少年は生にしがみついたのだ。

（もしかしたら、とんでもないガキを拾ってしまったのかもしれない……）

　ラングはそう思いながら、少年を背せ負おい宿営地へと足を向けた。

　その日を以もつてラングの剣の稽古は終しゆう了りようした。

　それからの一年ほどの月日、少年はラングたちの調練を只管ひたすら見学する事に勤いそしんでいた。それでいいのだとラング自身も思っていた。死の淵ふちを乗り越えた人間は、世界の見え方が圧あつ倒とう的てきに変わる。全てを見せ、そしてそれを吸収すればいい、そう思った。

　そんなある日、フルクロ落としに成功したカウフマン・マカオン将軍が駐屯地に帰還した。

　今後の、占せん領りよう下かのフルクロの運用などを話し合うためだ。そんな折おり、カウフマンは駐屯地にいる子供に気が付いたらしく、ラングに話しかけてきた。

「ラングや、あの子供は何かね？」

　その口調に咎とがめる様子はない。ただ気になっただけのようだ。

「はっ。昨年、山の民と思われる少年が迷い込んだため、保護をいたしました」

「そうかそうか。しかし暗い目をしておるの」

　一ひと目め見ただけでカウフマンは少年の心の闇やみを感じ取った様子である。人の心の機き微びを読むのに長たけた作戦を編あむ軍師、という評判は確かなようだ。

「おい、少年や、こっちおいで」

「……………」

　少年は突とつ然ぜん現れた老人に怪あやしみの視線を投げかけながら、恐る恐る近づいてくる。

「ふむ、少年や。君は字が読めるかね？」

　すると少年は首を横に振ふる。

「ふむふむ、ならこの爺じじが、本を読んであげよう。こっちにおいで」

　その姿は孫をかわいがる好こう々こう爺やにしか見えなかった。ラングはその姿に内心驚おどろきを隠せない。グラウスタンディアの頭脳と呼ばれ、圧倒的な兵数を誇ほこるリジアを相手に戦せん果かを挙あげるカウフマン・マカオンもこんな顔をするのかと。

　カウフマンは少年を膝ひざに乗せると懐ふところから出した書しよ籍せきを読みだした。

「よいか、あーどれどれ……『人妻物語～今夫がいるんです～上』著・ファルブ・ジェイコブ。私は夫と連つれ添そい、いつの間にか20年の月日を………」

　少年はカウフマンが読んで聞かせる本の話に聞き入っている様子だった。

　そんな姿を見ていたラングは、

（………そうか……まだ子供なのか……）

　と思い出したように、当たり前のことに気づかされた。

　どれ程ほど二人がそうしていたのだろうか。気が付くと日が暮れかかっていた。

「今日はこのくらいにしておくかの。また明日、続きを読んでやろう」

　そう言ったカウフマンに少年は頷うなずき返した。そしてカウフマンは懐ふところに本をしまいながら、ラングの下にやってくる。

「ラング百人長、お願いがあるのだが……」

　将軍であり大師団を率ひきいるカウフマンが自分に願い出るとは何事だろうかと、ラングは訝いぶかしむ。するとカウフマンは相そう好ごうを崩くずしこう言った。

「あの子を……ワシが預かっても良いかな？」

「……はあ」

　そうとしか答えられなかった。このカウフマンが何を思ってそう言ってきたのか、正直なところラングには見当がつかない。それでもカウフマン将軍からの願い出に、異いを唱えられるわけがなかった。

　あれから十年以上の月日が経たった。

　あの少年――即すなわちクロムがカウフマンの助手として方々を駆けていた事は風の噂うわさで聞き知っている。途と中ちゆう、皇女の教育係まで務めあげたという話まで聞いた。

　あの暗い目をした少年も既すでに大人になっている。ただラングはそんなクロムに、どんな顔をして会ったものか、とぼんやりと考え続けていた。




　フルクロ港へと到とう着ちやくしたフィフニスは捕ほ虜りよであるダグラスとルービルの監視任務に戻もどっていた。捕虜と言っても牢ろうに入れたり、腕に縄なわを打ったりはしない。その代わり逃げ出されては困るため交替で監視が付く。その中の一人としてフィフニスも追つい従じゆうしていたのだった。フルクロ港に用意された宿舎で、ダグラスとルービルに夕食をだし、そのまま監視を続ける。

　ダグラスの方はなにを考えているのか解わからない程ほど無表情で、出された食事を黙もく々もくと食べている。対してルービルの方は明らかに気落ちしたように、皿の縁ふちをぼんやりと見つめていた。

　それも仕方がないことかもしれない、とフィフニスは内心そう思った。

　命を賭として国の為ために尽つくし、結果その国の代表であるリジア十二貴族からひどい仕打ちを食らったと聞いている。自分だったらきっと立ち上がれなくなっていたに違いない。

　どんな言葉をかけていいのかも判わからず、フィフニスは黙って監視を続けた。

　するとジッとしていたルービルが、グスッ……グスッと鼻を啜すすりだす。流石さすがのダグラスもそれに気が付いたのだろう。怪け訝げんな顔でルービルに目をやった。するとルービルは目に涙を湛たたえ、呟つぶやくように言った。

「……こんなのねえよな……」

　そして感かん極きわまったのかルービルの目からは、人目も憚はばからずボロボロと涙が零こぼれ落おちる。

「…………ずっとがんばって来たのによぉ」

　男が泣く姿をフィフニスはあまり見たことがなかった。それ故ゆえにどうしていいのかもわからず、ただ見守るしかない。

　泣き出したルービルは、同意を求めるようにダグラスを見た。

「……ダグラスだってそうじゃねえか」

「……何がだ？」

「おまえなんか、俺なんかよりよっぽど国に尽つくしてきたじゃねえか。なにもねえ一いつ兵ぺい卒そつから始めて、武ぶ勲くんを挙あげてその地位を手に入れたんじゃねえか……」

「国の為ために尽つくしたのではない。俺は食うためにただ兵士として働いただけだ」

「なんだよ、じゃあ悔くやしくねえのかよ？　おまえどんだけ苦労重ねてきたんだよ！　それなのにリジアは…………」

　それ以上の言葉を飲み込むようにルービルは泣なき崩くずれた。フィフニスは為なす術すべもなく立ち尽つくすしかなかった。そんなフィフニスの視線に気づいたのか、ルービルは涙で汚よごれた顔に自じ嘲ちよう気ぎ味みな笑いを浮うかべる。

「笑えよ、嬢じようちゃん。どうだ？　おっさん達たちが必死でしがみ付いてきたものがあっさりぶっ壊される瞬しゆん間かんなんて中々見れるもんじゃねえぜ……指差して笑って、コケにしろよ。そうすりゃ……そうすりゃ根こん性じようのねえ俺でも舌噛かみ切きる勇気がでるってもんだ……」

　悔くやしさと憤いきどおりに震ふるえるルービル。

　先ほどまで何も言えなかったフィフニスだったが、彼の言葉に気持ちが触しよく発はつされた。

「笑いません！」

　咄とつ嗟さに放ったその言葉は強く、まるで叫さけぶように放たれていた。

「お二人は……いえ、４０００人の精せい鋭えいたちは立派に戦われました。戦った人間を悪く言う人間こそ私は笑います。血と汗あせを流した人間を蔑さげすむ人間こそ笑い飛ばしてやります」

　それは紛まぎれもなくフィフニスの本心であった。だがルービルはきつく奥おく歯ばを噛みしめ床ゆかを殴る。

「……だがな……俺達は負けたんだ……」

「負けた兵は悪ですか!?　違ちがいます！　あなた方は誰に恥はじることない立派な戦士です！　恥じるべきは、そんなあなた方を切り捨て、平気でいられる者達です！」

　フィフニスは敬礼し二人に向き合った。

「たとえ敵味方に分かれていたとしても、命を賭として戦ったあなた方に私は敬意を持っています！」

　言い切ったフィフニスに、ダグラスもルービルも目を見開き口をポカンと開けるばかりだった。そんな二人に気が付き、フィフニスは我に返る。

　すると急に何やら恥ずかしいような気持ちになった。それは自分程てい度どの成人もしていない者が、随ずい分ぶんな大口をたたいてしまったような気がして、いたたまれなくなったからだ。だからと言って突然部屋を飛び出して行くわけにもいかず、元の位置に引き返し監視任務に戻る。

　そんな恥ずかしさで小刻みに身を震わせるフィフニスに、ルービルが、

「………天使だ」

　と呟つぶやいたことは、彼かの女じよの耳にはもちろん届いていなかった。




　ちょうど同じ時刻、宿舎の別の場所でクロムは、待ち合わせた文官たちにリジア宗旨国家との会談の結果を報告した。その報告はすぐさま皇都シオニアへと届けられることになる。

　それら一通りの事を終えたクロムは、簡かん易いなパンとスープを用意する。

「リュリュ、食事は？」

「たべる！」

　そうしてリュリュがむしゃらむしゃらと食事を摂とる姿を見ながら、今後すべきことを頭の中に思い浮かべた。するとそんなクロムの下へ、ユースティナがやってくる。

「クロム、いるか？」

「はい、どうしました？」

「……うむ、その……この後の会議についてだが……」

「ちょうどその事を考えていました」

　この後の会議――それはダカット皇子を中心に、今後のグラウスタンディアの動向を、今のうちに話し合う事だった。開戦は決定され、既すでにリジアは準備を整えたバハマの強行軍がいる。もし手を打つのなら、今から行動に移さねばならない。

「どうぞお入りください」

　入ってきたユースティナに椅い子すを勧すすめる。彼女はしばらく困ったような顔をしながら、言葉を探しているようだった。

「クロムは……これからどうするのだ？」

「これからですか？」

「うむ、リジアとの戦争が始まる。私は皇都に戻らねばならない。クロムは……」

「僕ぼくはちょっとバハマに戻る必要があるかもしれませんね」

　そう言うとユースティナは少し顔を俯うつむかせる。

「……そうか」

「いくつかやらねばならないことがありますからね」

「やらねばならぬこと？」

「はい。こちらに来るときにガジェルを連れてきたでしょ」

「ああ、そうだったな。しかしガジェルをいったいどうするのだ？」

「僕と一いつ緒しよにラング千人長の隊に同行させます」

　グラウスタンディア皇国内にて最強の騎兵隊と呼ばれるラング隊。

　千人長ラング・クランツが指揮する隊である。

「そういえば皇都でもラング隊をフルクロに置くと言っていたな」

「はい。リジアの戦略は基本的に物量戦、人海戦術です。それを考えると海からゾラ港を経へて皇都に攻め込むリジア海軍。それからバハマ湖からの歩兵陸軍。この両面で皇都を一気に陥かん落らくさせることを考えているかと思われます」

　ユースティナは爪を噛かみ眉み間けんに皺しわを寄せる。

「バハマ湖からの歩兵のルートがフルクロ港に当たるという事か」

「そうです。なのでラングさんの騎き兵へい隊たいに働いてもらおうと思ってるんです」

「しかしクロムよ。ラングは千人長だ。そんな数では……」

「勿もち論ろん作戦はあります……まあ、こちらは任せておいて下さい。それよりも皇都に戻るユースティナ様の方です」

「私の方か？」

「はい、連れん絡らく役やくにファウラを同行させます。何かあった時は彼女を頼たよってください。それから相談役にカウフマンさんを」

「そうだな。しかしカウフマンは身体の方が心配だ。この間会った時には随ずい分ぶんと痩やせてしまっていた」

「……ええ、本人は元気だと言っていましたが、もしかしたら何か病やまいを患わずらっているのかもしれません」

「やはりクロムにもそう見えたか」

「はい……しかし皇都を守るためにはカウフマンさんの力は必要です」

「うむ、わかった」

　気き張ばった表情で頷うなずくユースティナ。思わずクロムはヘラヘラと表情を崩し肩の力を抜く。

「いいですか、ユースティナ様。そんな風に力りきまないで、あなたはあなたに出来る事をしてください。残りはちゃんと僕がやりますから」

　するとユースティナは自分を省かえりみるように視線を泳がせたかと思うと、気を取り直したのか口をへの字にして腕を組んだ。

「わ、わかっておる。心配し過ぎだ、クロムは」

　そうしてクロムは今後の事をユースティナと打ち合わせ、ダカットたちとの会議に出向いた。広間に行くと既すでにダカット、ガジェルそして千人長のラングが顔を揃そろえていた。

「よう、久しぶりじゃないかクロム」

　目つきの鋭するどさは昔のままだな、と思いながらクロムはラングに挨あい拶さつをする。

「お久しぶりです。老ふけましたね。すっかりおじさんだ」

「うるせえ、まだ34だ。……しかし、てめぇは随分と腐った目になったな。あの頃の刃は物ものみたいな眼光はどこに行ったんだ？」

　そんなラングにクロムは笑いながら返す。

「怖こわい顔なんかしたって何も解決しないって事がよくわかった……ってとこですかね」

「ふん、口先ばかりはいっちょまえになりやがったな」

「ええ、カウフマン氏にいろいろ教わりましたから」

「将軍か……いらんことを」

　そんなラングとクロムの間にダカットが入ってくる。

「昔話はそれくらいにして貰もらおう。事態は急を要している」

　その言葉にラングは無言で答え、クロムはコクリと頷うなずいただけだった。一同は席に着くとすぐに会議を始める。最初に口火を切ったのはダカットだった。

「クロム、おまえに頼たのんであった件はどうだ？」

「ああ、バハマ湖の事ですね」

　リジア十二貴族との会談の後、周りに兵たちもいることからクロムはダカットに対し報告をしていなかった。

「僕の見立てですと、バハマ湖に待機している兵の数は15万と言ったところでしょうか」

　その数の多さにユースティナは険しい顔になる。

「それほどの数を集めているのか？」

「はい、しかも士気もかなり高かったように見受けられます」

　するとダカットが冷静に観察するような視線を向ける。

「よくあの短期間でそこまでわかったものだな」

　鋭するどい所を突いてくるな、とクロムは内心苦笑いをするような気持ちになった。

「無む茶ちやな事を命令したのはダカット皇子じゃないですか。行って帰るだけでもギリギリなのに、その上敵の数まで数えて来いって言うんですから」

「どうやったんだ？」

　少なからずダカットは、リュリュとクロムに何かがあると察している節ふしがある。あの無茶な命令こそが何よりの証しよう拠こだ。だがリュリュの力を借りたことは口が裂さけても言えない。

　なのでクロムは冗じよう談だんめかした口調で、

「それは、まあ、秘密ってことで」

「……ふっ、俺の目が節ふし穴あなだとでも思っているのか？」

「節穴じゃないから困ってるんですよ。それはそれとして、優先すべきは別にあると思いますが？」

「……まあいい。そういう事にしておこう」

　余よ裕ゆうの笑えみを漏もらすダカットにクロムは内心「こんにゃろう」と思いながら話を続ける。

「まあざっくり言うとバハマ湖南の駐屯地に張ってあるテントの数から換かん算さんしたものですが、正確だと思いますよ。しかも装備に関してはリジアの強行軍装備を用意していました」

　リジアが誇る強行軍。

　これは通常の歩兵が進める速さの数倍のスピードを擁ようする軍隊の事である。そもそも一いつ般ぱんの歩兵部隊は一日当たり２里（約６km）ほどしか進軍できない。

　理由は兵へい站たん線せん――つまり食糧補給線と食事にある。輜し重ちよう隊たいと呼ばれる食糧を運ぶ部隊が、進軍に於おいてかなりの時間を取るのだ。そしてもう一点は食事を摂とる際に進軍が一度止まってしまうという事。人数が多ければ多い程ほど、再び動き出すのに時間が掛かかる。

　ところがリジアの強行軍はこの輜し重ちよう隊たいが運ぶ兵糧を極端に減らすことで、進軍速度を上げることが出来る。最初の時点でそれぞれの兵が配給された一週間分の小麦を焼いた食料を持ち、進軍中は歩きながら食事を摂とる。まっとうに座すわって食事が出来るのは夕食の時だけ。そうして手持ちの食糧がなくなると、輜し重ちよう隊たいからまた配給が為なされる。この繰り返しで、他に類をみない進軍速度を達成するに至った。

　その速度は一日あたり10里（約30km）。

　これは歩兵のみの軍隊で考えると大陸最さい高こう峰ほうの速度なのである。

　状じよう況きようを頭に描えがいたであろうダカットは眉み間けんに皺しわを寄せる。

「強行軍か……すると、リジア陸軍の狙ねらいは……」

「直接的な皇都シオニア攻こう略りやくでしょう。おそらくフルクロ港の奪だつ回かいは考えていないものと思います」

「かなりの大軍勢になるな」

「ええ、ですが相手が大軍勢だからと言って悪い事ばかりでもない。相手は人数が多すぎるので、大きな街かい道どうしか通れないんです。自おのずと彼らの進軍ルートはまるわかりです」

　するとそれまで黙だまっていたラングが口を開く。

「そこを俺にどうにかして来いと、そう言うわけか？」

　クロムはそれに鷹おう揚ように頷うなずき返かえす。

「その通り。リジア陸軍15万の足止めですよ、ラング千人長」

「ふん……まさかあの時のガキに命令される時代が来るとはな」

　するとユースティナが神しん妙みような表情でラングに向かった。

「私からもお願いする。これが出来るのはラングしかおらん」

　さすがに悪あく辣らつなラングも、皇女に言われてしまっては毒を吐はくことが出来なかったのか、頭を掻かきながら、「はい」と殊しゆ勝しように答えた。その代わりとでも言うように、ラングはクロムにその矛ほこ先さきを向ける。

「んで、どうしろってんだ？　普ふ通つうに考えりゃわかることだが、１０００の騎兵隊と、15万の歩兵隊。ぶつかりゃ、ひとたまりもない」

「その点に関しては作戦があります。要するに、１０００の騎兵隊で15万の歩兵を倒せ、というわけではありません。足止めをすればいいんです。それに伴ともない、ラング千人長の隊に、僕と……このガジェルを同行させてください」

「おまえはわかるが、ガジェルって……まさかガジェル・プリアモスか？」

「はい、そうです」

　長い戦せん役えきの中で、ラングもその名は聞いたことがあるようだ。そうはいっても傭よう兵へいであるガジェルが、騎兵隊のラングと顔を合わせることはなかっただろう。

　ラングはガジェルに向かって鋭い視線を向ける。

「ほう、こいつがな……」

「何この人、怖い！」

　包つつみ隠かくさないガジェルの態度に、ラングは悪あく辣らつな笑みを返した。

「ではリジア陸軍15万の足止め作戦を説明します………」

　そんなクロムの言葉を切っ掛けに、その夜は遅おそくまで作戦の会議が続いた。




　夜が明けると同時に、クロムはラング騎き兵へい隊たいと共にバハマ強行軍侵攻阻止の作戦へ参加すべく、ガジェルと共に馬の確かく認にんをしていた。

「うひゃあ、馬だ馬だ！」

　普ふ段だんからあまり馬に乗る事のないガジェルは、騎き馬ばでの移動に無む駄だにはしゃいでいる。

　出立前の点てん呼こは昼前となっていた。それまでもう少し時間がある。

（今のうちに一目会いに行っておこう）

　そう思い立ち、クロムは飴あめ細ざい工くを舐なめているリュリュとモモを連れ一度宿舎へ戻る。巨きよ大だいな山犬を連れて歩くクロムとリュリュに、兵士たちはまだおっかなびっくりな反応を示す。だが未いまだに文句を言われないのは、ユースティナの口くち添ぞえのおかげだろう。

　そんな二人と一匹は、宿舎の入り口でファウラに出くわした。

「ファウラ……君はどうしてここにいるんだ？」

「んあ？　いや、特に用事はないから、またゾラ港へ戻ろうかなって」

「皇都に行って連絡役をしてくれって言ったはずだが……」

「…………………………おぉっと、聞いた気がする」

　こうしてファウラを連れ船着き場へと足を向けた。船着き場は多くの人間が犇ひしめいていた。普段から人でにぎわっているのは勿もち論ろんだが、今日はいつもと違う。それというのも、国司船が出港の準備をしているからに他ほかならない。

　巨大な国司船が出港するところを一目見ようと見物客で賑にぎわっているのだ。そのお目当ては他でもなくグラウスタンディア皇国の若きダカット皇子とユースティナ皇女だろう。

「リュリュ、ちょっとここで待っていてくれるかい」

「うん」

「変な人についていっちゃダメだよ」

「うん。でもいざとなったらモモがいるから」

　モモが必要になるような、いざという時はおそらく来ない気はする。この大きな山犬を前に変な気を起こす輩やからもいないだろう、と思いながらクロムはファウラを連れ歩き出す。

　見物客の波を掻かき分わけ、前へ前へと進み出る。すると最前列まで進んだところで、護衛兵たちがクロムを止めた。

「おい、おまえ。見物ならもう少し後ろでしてろ。ここから先は通すわけには行かん」

「あ、いえ、僕は……」

　と自分の身分を明かそうかと思ったものの、よく考えれば身分証のようなものは持ち合わせていない。どう言ったものかと考えていると、船に乗り込もうとするフィフニスが通りがかった。

「あれ、クロムじゃないですか」

　護衛兵たちもフィフニスの知り合いだと解ると快こころよく道を開けてくれた。

「どうしたんですか？」

「うん、ちょっとこの娘こも皇都に連れてって欲ほしいんだ」

「あれ……もしかして？」

　するとファウラは満面の笑みで手を挙げる。

「ファウラだよ！」

「えっ!?　もしかして皇国七聖の一人、ファウラさんですか!?」

　キラリと光るフィフニスの瞳ひとみ。このままいくといつものフィフニスの妄もう想そう大だい爆ばく発はつが始まりかねないと察したクロムは、即そく座ざに間に入る。

「そうだ。この娘こを皇都に連れてってユースティナ様の近くに置いておいて欲しい」

「そうなんですか？」

「うん、彼女の大おお鷲わしは連絡役としてかなり有能だからね」

　するとファウラはＶサインを作って胸を張る。

「へっへー、そうなんです。お役に立つんです」

「それからファウラ」

「なーに？」

「しれっと僕の財さい布ふを持っていかないよう」

「うへぇバレたか……さすがだね」

「そんなとこ褒ほめられても………」

　と話していると、後方がドッと騒めき立った。皆みなが注目する方向に目をやると、ダカット皇子とユースティナ皇女が近衛このえ兵へいに守られながらやってきたのだった。

　二人の登場に歓かん声せいが巻き起こる。文化も宗教も違うフルクロの街で人気が高いというのはよい事だ、とクロムは思う。接せつ収しゆうして５年。他民族の所領になった当時は、フルクロ港は不安に満みち溢あふれていた。現在は宗教の自由と奴ど隷れい制せいの廃はい止しにより、フルクロに住む民はグラウスタンディアに対しかなり好意的であることを、肌はだで感じ取ることが出来る。

　ダカットは凛り々りしい顔つきで民に向かい手を振り、ユースティナは物静かで淑しとやかな笑え顔がおを向ける。すると民衆の歓声はより大きくなった。

　二人は厳おごそかに船に向かっていく。その途中、ユースティナがこちらに気づいたのかチラリと視線を送る。少し驚いているようだ。

（ほらほら、取り乱さない）

　と思ったことが顔に出ていたのか、クロムを見たユースティナはちょっと剥むくれた顔をする。

　そしてそのままプイッと橋はし桁げたを渡って行ってしまった。

　すると隣となりでそれを見ていたフィフニスがジトッとした視線を送ってきた。

「ほら、クロムがそんな顔をするからですよ」

「そんな顔ってどんな顔してた？」

「子供が心配でならない親の様な顔です」

　それは確かに剥むくれるかもなあ、と思いながらクロムは頬ほおを掻かいた。




　ユースティナは出港した国司船の船せん尾びから、フルクロ港の方角に目を向けた。潮風に乱される髪かみを手で梳すきながら目を細める。

　いつまでそうしているつもりかと自じ嘲ちよう気ぎ味みに思いながら、ユースティナは船室へと戻ろうと踵きびすを返す。するとそこへちょうどフィフニスがやってきた。

「ユースティナ様、こちらにおられたのですか」

「うむ。ちょっと……な……」

　ユースティナが俯うつむき加減でそう言うと、フィフニスは何やら「はは～ん」と言う顔をする。

　訝いぶかしげに思いながらユースティナはフィフニスに問いかけた。

「む、どうしたのだ？」

「あ、いえ……何でもないです……」

　言葉とは裏うら腹はらにフィフニスはモジモジしながら視線を逸そらした。

「なんだ？　構わんぞ。気にせず申してみよ」

「……いえ、だってクロムがいなくなっちゃいましたから……ねえ」

　思いもよらぬところからクロムの名前が出てきて、ユースティナは内心焦あせった。だが、それを表に出さぬように努めて平静なふりを決め込む。

「ク……クロムがいなくなったからどうしたというのだ？」

「あ、いえ、失礼しました。なんでもないです」

　隠されると気になるのが人の性さがだ。

「構わんぞ、申してみよ」

「え……………言っちゃっていいんですか？」

　むしろフィフニスは言いたそうにウズウズしているように見て取れる。

「……………構わん」

「……………怒りませんか？」

「……………怒る理由などないはずだ」

　すると困惑気な顔をしながらもフィフニスはおずおずと口を割った。

「ほら、ユースティナ様はクロムと一緒じゃないと寂さびしいかな……なんて」

「な、な、な、な………っ！」

　何な故ぜか顔が真っ赤になっていくのを感じて慌あわてるユースティナ。

　それを見て飛とび退のくフィフニス。

「も、申し訳ありません！　別に変な意味じゃないんです！」

「へ、へんな意味とはどういうことだ!?」

「ええ！　言っていいんですか!?」

「そ、そんな言うに戸と惑まどう事を考えていたのか？」

「あ、いえ、そういうわけでは」

「言え！　この際、全部言ってしまえ！　これは命令だ！」

「は、はい！　ユースティナ様とクロムは周りには言えないけれども恋こい仲なかで、お互たがいがお互いの気持ちを解っていながら身分の壁かべに阻はばまれて本当の気持ちは言えないのだけれど、夜な夜な忍しのんでいくクロムはついに抑おさえきれなくなった衝しよう動どうに駆られ、ユースティナ様の唇くちびるを奪うばい………」

　一息ですべて言い切ったフィフニスの言葉を、ユースティナは頭の中で反はん芻すうする。

　その内容をしっかり吟ぎん味みし、整理し、理解したうえで、

「うああああああぁぁぁぁぁっ！」

　恥ずかしくなって、思わず逃げ出してしまった。

　船室に戻り扉とびらをバタンと閉めると、荒あらい呼吸のまま自らを落ち着けようとする。

（何を言っているのだ……私とクロムがそんな関係のわけが……そもそもクロムだって、そういう気持ちがあるわけ……そういう……気持ち……）

　落ち着けようとした所が余計に恥ずかしくなり、両手で顔を覆おおってその場に蹲うずくまる。

（ひゃぁぁぁぁ……恥ずかしすぎて……消えたい）

　と思いながら必死で深呼吸。それでも胸の動どう悸きは中々収まらず、ユースティナは無心になろうと心こころ掛がけた。

　そうしてどれ程ほど時間が経たった頃ころか、船室の外から扉をノックする音が聞こえた。ビクッとしながらもユースティナは姿勢を正し返答すると、ダカット皇子の声が聞こえてきた。

「ユースティナ、少し話がしたいんだが」

　思わず身を強こわ張ばらせながらも、兄であるダカットを船室に招き入れ、ユースティナは平素の体ていで対応する。

「いかがいたしましたか兄様」

「ああ。ユースティナに少し相談があってね」

「………相談？」

　そんなダカットの表情からはいったい何を考えているのか読み取ることが出来ない。ユースティナは椅い子すに座り、兄の言葉に耳を傾かたむけた。

「率そつ直ちよくに言おう。クロム・ジャレットを俺おれに譲ゆずってくれ」

　ダカットの口から飛び出した内容の意味に、ユースティナは絶句した。

　するとダカットは畳掛けるように言葉を重ねる。

「これからのこの国に、クロムは絶対的に必要な存在だ。貧弱な国力の我わが国くにが、大国に勝つには奴やつの存在が鍵かぎになる。おまえの所で飼い殺しにするのはあまりに惜おしい」

「なにを仰おつしやるのです！」

　どうにかそれだけを口にした。しかしそんなユースティナに、ダカットは余裕の笑みを湛たたえながら足を組みかえた。

「ユースティナ、おまえではこの国の舵かじは取れない。根本的に重要なこの世界の理ことわりを知らないからだ」

「この世界の……理……？」

「そうだ。我がグラウスタンディア皇国が戦争をせねばならない理由をおまえは解っていない。国土の殆ほとんどが山で、鉱物も取れないこの国が戦争をする理由だ」

　それはユースティナにとっても積せき年ねんの疑問だった。グラウスタンディア皇国のような資源に恵めぐまれず、人口も多くないこの国が、どうして積極的に戦争に踏み切ろうとするのか。リジア宗旨国家やラトルグ国のような大国が言うのならわかる。しかしこの国は戦えば必ず不利である事が端はなからわかっている。

　ダカット皇子、そしてジルバ皇――この二人は国を統すべる者として、臣民国民、そしてユースティナすら知らぬ何かを抱かかえているというのだろうか？

　そう思いながらも、それは別、と切り捨てユースティナははっきりと自らの意思を告げる。

「たとえ兄様の願いでもそれだけは聞き入れられません。クロムは私と共にあります」

　するとダカットは、ユースティナがそう答えると解っていたかのように鼻で笑った。

「まあ、今すぐにとは言わないさ。だが何い時つまでも幽霊プネブマとおままごとをしているようでは、この国にとって邪じや魔まになるだけだからな」

　そう言うとダカットは何も言い返せないユースティナを一いち瞥べつし、部屋を出ていった。




　ラング騎き兵へい隊たいがフルクロ港を出て数日後の事。追つい従じゆうしているクロムは、巨大な岩石が方々に点在する荒こう涼りようとした丘おかの上に立つ。眼下に見える街道には、長ちよう蛇だの行軍の列――バハマ強行軍が目に入った。

（こりゃまたえらい行列だ……）

　バハマ湖を出立した強行軍は街道を南下し、一路クコノスの谷を目指しているようだ。まだバハマ湖を出て間もないせいか、進軍速度はそれほど速くはない。身体が慣なれ始めると、進軍速度が格段に上がっていく。その前に何とかするべきだ、とクロムは考えながらラング騎兵隊に指示を送った。

　現在ラング騎兵隊は、２５０騎きの二隊に分けて行動をしている。隊員の数が少なく馬によって移動をするため、こちらの機動力は圧あつ倒とう的てきに高い。また人数が少ない故ゆえに、今クロムが立っているような街道を外れた場所も移動が可能となる。

　クロムからの合図を受けたラングが、作戦通り２５０騎の隊を進軍させる。そして、わざとこちらの姿を見せつけるように小高い丘の上に整列させた。

　するとすぐさま、リジア側の遠目役がそれに気付きバハマ強行軍の進軍が止まった。

　そんなリジア側が戦せん闘とうの準備を整えるよりも先に、ラング騎兵隊は既すでに弓を番つがえていた。

「しぼれ！　狙ねらい定め！　撃てーっ！」

　一いつ斉せいに矢がバハマ強行軍の先頭集団に向かって放たれる。矢は無む作さく為いに兵たちを襲おそった。

　15万の兵に与あたえるダメージとしては、無いに等しい微び々びたるものである。しかしこれで十分だろう。すぐさま、あちらの騎馬兵、数十騎が追つい撃げきをしてきた。その背後では攻撃準備を整えた歩兵隊が陣じん形けいを組み、こちらの出方を窺うかがう。

　それを確認したクロムは、ラングに向かい撤てつ退たいの指示を出す。すると２５０騎のラング隊は踵きびすを返し全速力で戦せん域いきを離り脱だつした。

　リジア軍は元より馬の数が極きよく端たんに少ない。馬に乗る事ができるのはリジア十二貴族や、将軍を始めとした士官たちか、または斥せつ候こうや伝令と言った戦闘を不ふ得え手てとする者ばかりだ。たとえ追いつかれたとしても、簡単に倒たおすことは可能だ。

　そもそも名馬の産地であるグラウスタンディアの馬の脚あしには、そうそう付いてこられるものではない。ラング騎兵隊は敵を撒まくと、控ひかえていたもう一つの隊２５０人に時を見計らい、出動の命令を下す。少し時間を置いて、同じことをするのだ。

　そしてラング騎兵隊２５０人は、他の兵たちとの合流地点へと赴おもむく。

　そこには残りの兵５００人が馬を用意し、待ち構えていた。彼かれらはそれぞれ馬を二頭連れて待っている。ラングたちはすぐさま、馬を乗り換えた。

　馬の脚を休ませるためだ。バハマ強行軍からの追撃から逃のがれるためには、馬を全力で疾しつ駆くさせねばならない。必然的に馬は疲ひ弊へいする。それをここで控ひかえた兵たちが世話をしている馬と交こう換かんし、再び出しゆつ陣じんするのだ。

　これがクロムの考えたバハマ強行軍15万を足止めさせる為ための作戦であった。

　敵兵が目の前に現れれば、おのずと進軍を止め、迎げい撃げき態たい勢せいを取らねばならない。しかし迎撃態勢を整え終わる頃にはラング騎兵隊は逃とう走そうしている。すると再びバハマ強行軍は迎撃態勢を解き進軍態勢に戻もどす。

　ラング騎兵隊は二日間に分け、この作戦を時間を置いて実行してきた。

　そうしてクロムがバハマ強行軍の進軍の度合いを地図上で確認し、今後の予定を確認していた時の事である。不ふ機き嫌げんそうな顔をしたラングがやってきた。気が付いたクロムは、わざと対照的に気さくに挨あい拶さつをする。

「やあ、ラング隊長。ずいぶんとご機き嫌げんじゃないですか」

　そんなクロムの言葉にラングはその場に唾つばを吐はく。

「うるせえ」

「なんです？　僕の思惑通りに事が進んでて面おも白しろくない、って顔してますよ」

「ああ、まさにその通りだよ。なんだありゃ」

　明あけ透すけな事を言うラング。クロムは地図に目を戻しながら、

「大軍って言うのは得えてしてああいうものなんです。人数が多くなれば多くなるほど、この作戦は功こうを奏そうする」

「まあそうだな。15万もいる人間が一度足を止めて、また動き出すだけでもかなりの時間が掛かるからな……」

「その上、戦闘準備を整えまたそれを解除する、という工こう程ていはかなりの負担をかけます。結果バハマ強行軍は莫ばく大だいな時間と食糧、労力を費ついやすことになる。さらに言えば兵たちの精神的な重圧も大きい」

「そりゃそうだ。予定通り列は進まねえし、敵がいつ出てくるか判わからねえとなると緊きん張ちようしっぱなしになるからな」

「戦争に於おいて進軍はかなりの負担の大きな箇か所しよです。その進軍の最中に、四六時中そんな思いに晒さらされていれば、兵士たちの心身も疲ひ弊へいします」

「それにしても効き目がありすぎじゃないか？　よくもまあ、騙だまされてくれるもんだ、こんな張はり子この虎とらの様な人数の部隊に」

「ああ……それは先日僕が斥せつ候こうとしてバハマに行った時にちょっと細工をしたら、思いの外ほか効果があったみたいで……」

「何をしたんだ？」

「グラウスタンディア騎兵隊が数万埋まい伏ふくしているという誤情報を流しました」

　するとラングはいよいよ呆あきれたような顔をして溜ため息いきを吐ついた。

「んで？　バハマ強行軍はこの二日間でどれくらい進軍したんだ？」

「えっとですね………」

　そう言いながらクロムは地図上の経路を計りで計算して行く。

「２里半（約７・５km）ってとこですかね」

　するとラングは悪あく辣らつな顔でクックッと笑った。

「日に10里（約30km）進軍するというあのリジア強行軍がね」

「ええ、今のところは計画通りと言ったところでしょう」

「そりゃ結構だが、うまく行き過ぎなのが引っかかるな。いずれあいつらも、こちらの出方に馴なれてくるだろう。そうしたら………」

「当然こちらを無視して進軍速度を上げるでしょうね」

「だろうな……いつまでも効きく手じゃねえ。その後の作戦も考えてあるんだろうな」

「ええ、それは勿もち論ろんですけど……」

　と話しかけたクロムの下へ、今度はガジェルがやってきた。

「お～いクロム、暇ひまなんだけど………」

　弛し緩かんしきった顔のガジェルは、まるで今起きてきたばかりの様ように欠伸あくびをしながらぼんやりとしている。

「あのさあ、俺、ちょっとリジアの兵隊倒たおしに行ってきてもいい？」

　そんな作戦もヘチマもない発言にクロムは苦い顔をする。

「そうだね、そろそろガジェルにも活かつ躍やくしてもらおうか」

　それを聞いたガジェルはパッと顔を明るくして飛び上がらんばかりに歓かん喜きした。

「おしっ！　行こう！　今行こう！」

「……あのね、これも作戦の裡うちなんだから、ガジェル一人が行っても仕方ないんだ」

「いいじゃん、早く行こうぜ。ってか、先に行っててもいい？」

「ダメに決まってるだろう。一応、傭兵とはいえ仮にも軍の中にいるんだから、規き律りつある行動を願うよ」

　とクロムが言うと、隣で聞いていたラングが再びクックッと笑う。

「なんです？」

「いや、まさかクロムの口から規き律りつなんて言葉を聞くとはな」

「おや、僕だってそれなりに弁わきまえているつもりですが……」

「何言いやがる。おめぇは軍隊向きじゃねえよ」

　吐はき捨すてながらラングは悪辣な笑みを浮うかべパイプ煙草たばこに火をつけた。




　皇都シオニアへと帰き還かんしたユースティナは、ダカット皇子と共にジルバ皇へ帰還の挨拶と事後の詳くわしい報告に向かった。既すでに開戦報告を受けていた皇の間は緊張に包まれている。しかしダカットの口から、会議の内容の詳しよう細さいが語られていくと、全員が全員安あん堵どの息を漏らした。

　この度たびのジルバ皇の要求にラトルグ国とスクルタビア連合国が介かい入にゆうすることを懸け念ねんしていたからだろう。奇くしくもそれはリジア十二貴族ベルゲン・アディクの成果によって訪おとずれたわけではあるが。

　続いてダカットはクロムから得たバハマ強行軍についての報告をしていく。

「バハマ湖に駐ちゆう留りゆうをしているリジア陸軍を調査してきまして、数は単純計算15万人。装備は強行軍装備。どんなに遅くとも四週間後には皇都シオニアを急きゆう襲しゆうするものと思われます」

　そこまで言うと場内が騒めく。ダカットは更さらにそれに言葉を重ねた。

「斥せつ候こうに出たクロム・ジャレットは南のゾラ港に対しても目を光らせていたとの事。そちらも現在海軍が動きを見せている様子」

　これはファウラからの報告だ。

　恰あたかもクロムの成果であるかのように話し、そしてそれが自分の指示で行われたと思わせる印象操作。皇おう宮きゆうの中の人間にクロムが自分の物であることを刷すり込こもうとしている意図が見て取れる。そんなダカット皇子の行動に、ユースティナは苛いら立だちを覚えながらもグッとそれを飲み込んだ。

　全すべてを聞き終えたジルバ皇に落らく胆たんや焦あせりの色はない。相手が物量作戦に打って出る事は明白だ。それに輪をかけて特とく殊しゆな策を弄ろうしてくるであろうことも想像に難かたくない。しかし現段階の情報量では、それが一体どんなものかまでは推測できない。今はただ、相手の今後の動きに目を光らせる事しかできないのだ。それが防衛戦なのである。

　報告が終わり、長い会議を経へてユースティナは漸ようやく自分の部屋へと帰ってくる。

　侍じ女じよが用意した部屋着に召めし替かえた。

　そして漸ようやく落ち着いて一息吐ついた時、部屋のドアをノックする音が響ひびいた。誰だれかと思いユースティナが返事をすると、

「フィフニス・マカオンであります」

　という声が返ってきた。自分がフィフニスを呼び出していた事にここに来てようやく気が付いた。彼かの女じよからいろいろ聞きたいと思っていたのだ。

「入ってくれ」

「はっ」

　彼女はやや緊張気味で、ユースティナの部屋へと入ってくる。船での一件をまだ気にしているのだろうか。クロムと一いつ緒しよにいる時はまだいくぶん落ち着いているのに、一人になるとこうも違ちがうのか、とも思った。

「そんなに緊張する必要はない」

「は、はい……ですが」

「船でのことは気にするな」

「は、はい。申し訳ありません……」

　やはり気にしていたようだ。ユースティナは気を取り直しオホンと咳せきばらいをした。

「少し聞きたいことがあってな。そこに掛かけてくれ」

　そう言って椅い子すを勧すすめると、フィフニスはやはり緊張した態度を崩くずさず、カチコチになりながら椅子に腰こしかける。

「聞きたいことというのは他でもない。カウフマンの事だ」

「……祖父……ですか？」

「うむ、今回の皇都防衛に関し、無理は承しよう知ちでカウフマンに意見を求めたい。そこで孫のフィフニスに聞いておきたい。今カウフマンの下もとを訪ね、考えを乞こう事は出来るだろうか？」

「はい、それは勿もち論ろんです。それに……」

「それに？」

「祖父は遠えん征せいが出来なくなっただけで、まだ現げん役えきだと気張っております」

　そうは言うもののフィフニスの表情には幾いく分ぶん祖父を案ずる様子が見て取れる。カウフマンの様子に気がかりなところがあるのだろうか？

　ユースティナはそう思いながら、フィフニスに気を遣つかい笑いかける。

「出来る限りカウフマンには無理をさせぬように取り計らおう。私から明日出向いて、直接皇都防衛について聞くつもりだ」

「そんな、ユースティナ様のお足を煩わずらわせるような事は……」

「なんのこれしき、どれ程ほど煩わずらうものか。寧むしろ教えを乞こいに行く身だ。自みずからが行ってあたりまえであろう」

「……お気き遣づかい、痛み入ります」

　深々と頭を下げるフィフニスにユースティナはやさしく微ほほ笑えみかけた。

　そうして日が明けてユースティナは従じゆう者しやを連れ、カウフマンの屋や敷しきへとやってくる。

「どうもユースティナ様」

　そう言って彼女を出で迎むかえたのは地質学者ロブ・フォッグ。そしてロブの兄である気象学者ヨシュア・フォッグであった。弟のロブは皇国七聖に数えられているが、本人はその事をひた隠しにしている。それは学者として肩かたを並べる兄に気を遣つかっているからなのだろう。

　実際兄のヨシュアも学者としてロブに引けを取らない。ただ第一次リジア戦せん役えきの時に、地質学が要求され彼が出兵したというに過すぎない。それをロブは自覚しているからこそ、自分の武ぶ功こうを吹ふい聴ちようしないのだろう。

「ヨシュアとロブも来てくれたか」

「ええ、少しでもお力になれるのなら」

「文官では非力ではございますが」

　ロブとヨシュアは恭うやうやしくユースティナに礼をし、屋敷の中に招き入れる。一階の奥おくにある部屋に通されると、そこには肘ひじ置おきのついた椅子に深々と腰を掛けるカウフマンが出迎えた。

「よういらっしゃられましたな、ユースティナ様。このような格好で申し訳ありませぬ」

「いや構わん。カウフマン、身体は恙つつが無ないか？」

「ええどうにか息そく災さいです。しかし無理は出来なくなりましたな。寄よる年とし波なみには勝てません」

「そうか……身体の方、労いたわってくれ」

「ほっほっほっ……皇女様から労ねぎらいの言葉を戴いただけるとは、歳としを取るのも悪くありませんな。とはいえ、このような老人にもまだ出来ることはございます。どうぞ、おかけください」

　椅子を勧すすめられ、ユースティナが腰を掛ける。するとヨシュアとロブが大きな皇都シオニアの地図を持ってきて机の上に広げた。

　ユースティナは現状持ちうる情報をカウフマンに伝えていく。軍備が進んでいるゾラ港の事。そして15万のバハマ強行軍と、その足止めに向かったクロムたちラング騎兵隊。

　一連の内容を聞いたカウフマンは首しゆ肯こうしながら髭ひげを撫なでる。

「ふむふむ……なるほど進軍を遅おくらせておるわけか……問題はその後じゃな」

「と、言うと？」

「進軍が遅れてもいずれバハマ強行軍はシオニアまでやってきます。それではリジア宗旨国家の作戦内であることに変わりはない、という事です。もしやるのなら、バハマ強行軍を引き返させないといけない」

「………その通りだな。しかしどうすれば……」

　するとカウフマンはコロコロと笑った。

「なーに、それはクロムに任まかせておけばいいのです。我々が考えるべきはもう一つ」

「うむ、そうだな。ゾラ港からやってくるリジア海軍だな」

「その通り」

　すると横に控ひかえていた地質学者ロブが眼鏡をクイッと上げ自信ありげな顔をする。

「その点に関してはシオニアの守りは鉄てつ壁ぺきです。遠とお浅あさの近海に大型船は入れません。自おのずと小型船に乗り換える必要が出てくる」

　更さらに隣に立つ気象学者ヨシュアが、これまた自信ありげに腕うでを組む。

「しかもこの時期、皇都付近の天候は曇くもりか又または小こ雨さめの日が多い。なのでリジアは夜の進行がし辛づらくなる。こちらの地形に明るくないリジア海軍に夜や襲しゆうをかけることもできます」

　そう言った二人に対し、カウフマンはまた朗ほがらかに笑った。

「ふむふむ、今までのリジアなら、それでよかったかもしれんの」

　ユースティナは真しん剣けんな顔をカウフマンに向ける。

「……では、今までの様な出方はしないと」

「十分に考えられますな。リジアは５年前にフルクロ地区を譲じよう渡とし、戦争を終わらせました。あれは間ま違ちがいなく、次の戦争の為ための国力を付けるため。何より過去に国交があった頃に海かい浜ひん地区の地形を知っている者もおります。ですから幾いく度ども皇都シオニアはリジアから襲しゆう撃げきされている。つまりあちらは過去の失敗と蓄ちく積せきされた情報を駆く使しして攻めて来るでしょう」

　すると遺い憾かんな顔でロブは首を捻ひねった。

「しかし過去の襲撃はすべて撃げき退たいしました。殊こと、海浜地区の守りは崩くずし難がたい」

「その通りじゃ。しかしそれは１万程ほどの兵数で皇都に攻め込んできた時ばかりだ。その程てい度どの人数で落とせるほど、シオニアの守りは甘あまくない」

「３万近くで攻められたこともあります。それでも守り切りました」

「しかしあの時は殆ほとんどがリジア海軍兵であった。上陸後はこちらに分がある」

　するとユースティナがそれに続く。

「つまり陸軍と海軍の混こん成せい部ぶ隊たいを率ひきいた大船団がやって来れば、皇都の守りも心もとないと？」

「その通りですな。因ちなみにユースティナ様。クロムはリジア海軍についてなんと言っていましたかな？」

　そう問われユースティナは、会議をしたフルクロ港でのクロムの言葉を思い出す。

「うむ、５万以上、10万以下の海軍が来る可能性があると」

「ふむふむ、悪くない予測ですな。海軍総本部から大型帆はん船せんをだし、ゾラ港に控ひかえるリジア海軍を積み込むことを考えると、それくらいになるでしょう」

「では、やはり総力戦が予想されるのだな。しかし皇都12万の勢力で太た刀ち打うちするのは難しい。一番近いラヴァダ領に対しては救きゆう援えんを要よう請せいしている。またシェルシュ・ニカノール将軍が率ひきいる師団２万も帰還の途とについている」

「それでも単純にぶつかれば、こちらは一たまりもありませんな」

　あっさりとそう言ってのけるカウフマン。ユースティナにも苦しい戦いになることが容易に想像が出来た。それでも決して絶望はしない。必ずどこかに打開の糸口があると、思し索さくを繰くり返かえす。

　するとカウフマンは話を変えるように顔を上げ、ユースティナに真剣な表情を向ける。

「時にユースティナ様」

「なんだ？」

「差さし迫せまる皇都の危機以外に、もう一つ、ユースティナ様のお耳にどうしても入れておいて欲しいことがございます」

　顔の皺しわを深くするカウフマンに、ユースティナはいつもとは違う何かを感じ取った。

「構わぬ、どうか聞かせてくれ」

　するとカウフマンは考えを纏まとめるように俯うつむきそして再び顔を上げる。

「現在グラウスタンディアとリジアの間に於おいて開戦が決定した事は一つの指し標ひようでありましょうな………ワシの見立てではおそらくラトルグ国、スクルタビア連合国の中でも戦争の危険性を孕はらんだ動きがあるように思います」

「それはまことか？　いったいどんな事が……」

　問いかけるユースティナに、カウフマンはただ首を横に振ふる。

「これといった事象があるから、ではございません。これは勘かんの様なものでございます。長く国という巨きよ大だいな生き物を見てきたワシの勘です。各国が戦いくさの前に見せる小さな鳴めい動どうの様ようなものを感じるのです」

　ユースティナはそう語る彼の言葉に得心するように頷うなずいた。

「よいですかな、ユースティナ様。この話は……世界の国々が国くに盗とりに動き出したその時に大切になる事かもしれません。または全く役に立たないやも……ただ、とりあえずこの爺じじの話をお耳に入れておいてもらえれば結構」

「……うむ」

　そう言うとカウフマンはヨシュアとロブに目め配くばせをする。すると二人は幾いくつかの書類を用意しユースティナに差し出した。

「これをご覧になってください」

　そう言われて、ユースティナはその内容に目を落とす。フルクロ地区についての調査書類であった。

「……降水量の調査書か……それにこちらはフルクロ周辺地図だな……これが？」

「はい、それについては専門の二人から」

　カウフマンがそう言うと、まず気象学者のヨシュアが前に出る。

「ユースティナ様が見ての通り、先の書類は10年前のフルクロ地区の降水率。そして次のページにはグラウスタンディア領になってからの降水率を年ごとに記しるしました」

　そう言われユースティナはそこに記された数字を年代ごとに目で追って行き驚おどろきを露あらわにした。

「増えている……５年前から降水量が年々増えているではないか？」

「はい、そうなんです。少しずつではありますが、右みぎ肩かた上がりに雨がふる回数そのものが増えているんです。これは過去のフルクロの歴史を紐ひも解とき、調べて行ってもなかったことです」

　すると今度は地質学者のロブが前に出る。

「そしてもう一つ奇き異いな点がございます」

「なんだ？」

「こちらはフルクロ地区周辺の拡大された地図になります。右は40年前の周辺地図の写本、左はこの間、僕ぼくが測量に行き制作した地図です」

　それをよく見比べてユースティナはある事に気が付いた。

「山が増えているではないか？」

「その通りなんです。測量の結果としては、まだ山と呼べるほど大きなものではありません。丘に近い物です。ですがこの丘は確実に成長を続けています。40年前にその丘があった場所は、平らな岩石砂漠でした。また近年で火山の活動や大きな地じ震しんなどは起こってはおりません。しかし地形に大きな影えい響きようが出始めている事は確かなんです」

「これはどういうことなのだ？　何な故ぜこんなことが？」

　するとカウフマンは髭ひげを撫なでつけながら首を横に振った。

「わかりません。何もわからないのです。しかし変化はこのフルクロ地区がグラウスタンディアの領地になってから。それだけは確かです」

　ユースティナは混乱した。こんなことが起こり得うるのかと。もしこんなことが出来るのなら、それは神々の力に拠よる事であるとしか思えなかった。

「ユースティナ様、不思議ではありませんかな？」

「何がだ？」

「この世界はあまりに小さい……にも拘かかわらず、これだけの相そう違いある民族が存在し、全く違う文化を形成している。そして各文化は混じりあうことなく存続している。この状じよう況きようが不可思議でならない、そう思うのです」

「その答えをカウフマンは手に入れたのか？」

　その問いにカウフマンは笑えみを湛たたえながら、残念そうに首を横に振った。

「いいえ……しかし託たくす事は出来そうです。ここにいるヨシュアとロブ……それにクロムもおります。もしユースティナ様の行く手を何かが阻はばむ時――それは人知を越こえた大いなる力である可能性もあるかもしれません。その時はどうか彼らを頼たよってください」

　まるで遺ゆい言ごんでも言い渡すかのようなカウフマンに、ユースティナは労いたわるように言う。

「そんな気弱な事は言わないでくれ、カウフマン。其方そなたはまだまだではないか」

　そんなユースティナの言葉にも、カウフマンはただコロコロと笑うだけであった。




　皇都シオニアの騎士団総連本部には新古さまざまな騎士団の面々が顔を連ねていた。

　その中にフィフニス・マカオンも参列していた。

　これよりの開戦に先さき駆がけ、それぞれが持つ部隊の配分が行われていたのだ。

「おお、マカオンの孫か？」

　そう言って声を掛かけてきたのは、先日の海かい賊ぞく船せん騒さわぎの際に指揮を執とったシド・レオナントス将軍であった。

「はっ、フィフニス・マカオンであります！」

　気き張ばってそう答えるフィフニスに、シドは相そう好ごうを崩くずした。

「そう硬かたくなるでない。共に戦場を駆かけた仲ではないか」

　50の齢よわいを数えるシドの言葉に、フィフニスも少なからず緊張が和やわらいだ。彼の『共に』という言葉に嬉うれしくなったからだ。

「シド将軍は、今回は軍の編成ですか？」

「うむ、そうなるの。今回はシオニア軍12万を総動員する。シェルシュと共に半分ずつの指揮に当たることになりそうだ」

　守りのシェルシュ・ニカノール将軍、攻めのシド・レオナントス将軍。

　この二人は第一次リジア戦役に於おいて多くの武功を立てた二大巨頭であった。

「シェルシュ将軍が帰ってこられるのですね」

「うむ、あいつとは腐くされ縁えんだが、こういう事態だ。また一緒に戦場を駆けることになるな」

　シェルシュ・ニカノール将軍は、グラウスタンディア皇国軍で初めて女性で将軍にまで上のぼり詰つめた人間である。気の強さで昔からシドとはよくぶつかっているものの、その守りの統とう率そつ力りよくは右に出る者がいないとまで言われた人物だ。

「確かシェルシュ将軍は西へ遠征をおこなっている最中だったとか」

「うむ、貴族が反乱を企くわだておったからな。まあ、早々にそちらは片付いたが、ついでに自分の軍の調練も兼かねて遠回りをしておる。既すでに皇都の危機は伝令が伝えているだろうから、すぐに引き返してくるとは思うがな」

「そうですか、会ってみたいです」

「いやな女だ。なにかというとすぐに口出しをしてくる」

　シドがあからさまに皮肉な事を言う姿はあまり見たことがなかった。とはいえ、騎き士し団だんに入ったころからの付き合いであることを考こう慮りよに入れれば、気心の知れた相手、という事なのだろうか。

　そんな話をしていると、遠くから点てん呼この声が上がる。フィフニスは急いでシドに敬礼し、呼ばれた方へと走った。上官は資料を見ながら、フィフニスに向かう。

「皇都１０２分隊フィフニス・マカオン！」

「はいっ！」

「貴様は皇都軍１０２分隊の千人長を任ずる！　配属される兵は追って報告が行く。開戦までよく調練に励はげむよう！」

「はいっ！」

　フィフニスは心が奮ふるい立った。これが初めて持つことになる部下たちだからだ。騎き士しの称しよう号ごうを得えれば自おのずと地位は千人長と同じになる。だからと言ってすぐに千人の部下を与えられるわけではない。殊こと、フィフニスのように皇おう宮きゆうでの仕事が多い者は尚なお更さら。

　なので今回の配置換えはフィフニスにとっても、大きな躍やく進しんに違いなかった。

　胸を高鳴らせながら、フィフニスは騎士団総連本部を後にし、皇宮へとやってくる。

　元からの業務の引き継ぎにやってきたのだ。そんな折、廊ろう下かの向こう側からやってきた人物にフィフニスは思わず目を逸そらした。

　文官の一人イノック・ヒシアス。

　代々文官の家系であるヒシアス家の長男であり、今年31の齢を数える男だった。

　彼はフィフニスを見つけるとにたりとした笑みを浮かべ近づいてくる。

「やあフィフニス。そういえば今日は騎士団の配置分けをやってるんだったな」

「………はい」

　返答したものの、フィフニスはイノックの目を見ようとしない。それはフィフニスにとって看かん過かできない事があったからだ。

　クロムを召集するためフルクロ地区へ行く際に同行した山の民。

　その人事を行ったのがこのイノック・ヒシアスであったのだ。

　イノックはニヤニヤとしながらフィフニスに顔を近づける。

「なあ、フィフニス。君は先日の話を考えてくれたのかい？」

「………それはもう既すでにお断りさせてもらいました」

「何な故ぜ？　何が不満なんだ？　どうして僕の所に嫁よめに来るのが嫌いやなんだ？」

　フィフニスは顔を顰しかめそうになるのを堪こらえ、奥おく歯ばを噛かみしめる。

　本当にこの男が嫌きらいだと思った。自分の思い通りにならないと、殺しても構わないとすら平気で考える人間。その相手の根本的なプライドまでズタズタにしようとする人間。

　こんな人と解わかりあうことなど、決してできないとフィフニスは思った。

「なあフィフニス。君は勘かん違ちがいしているようだが、僕は君を許す、と言っているんだ」

「……なんですか、許すって？」

　イノックの言い分がフィフニスにはわからなかった。被ひ害がいを受けた自分が、いつの間にか断罪される側として扱あつかわれている事に不快感とそれ以上の疑念が過よぎる。

　するとイノックは笑いを浮かべてこう言った。

「君が僕の求愛を断ったことをだよ」

　あまりの事にフィフニスは言葉も出なかった。そして次し第だいに腹の底から怒いかりが湧わいてくる。が、それをぐっとこらえ、静かに口を開く。

「私はまだ未成年です。結けつ婚こんを論じる立場にはありません」

「あっはっはっ、そんな建前がなんだっていうんだ？　未成年でもみんな結婚してるじゃないか」

「それは……町民や農民の話です。それに私には私の考えがあります！」

　はっきりとフィフニスが断ずると、イノックは不機嫌そうにこれ見よがしな溜ため息いきを吐つく。

「なら君はいったいどんな男なら納なつ得とくするというのかね？」

「私は……」

　そう言いかけたフィフニスの脳のう裏りに、一いつ瞬しゆんクロムの顔が浮かぶ。こんな時に何を考えているのだと、首を横に振り頭を切きり替かえ、フィフニスはハッキリと言い返す。

「私は、知性に溢あふれ、どのような場にも臆おくせず、どのような窮きゆう地ちでも決してあきらめず、いつもやさしく見守ってくれる、そんな人が……」

　するとイノックは何を思ったか急に笑いをクックッと漏もらす。

「それならまさに僕の事じゃないか。やはり君は……」

　そう言ってこちらの髪かみに手を伸のばそうとしたイノックを、フィフニスは払はらいのける。

「ここは宮きゆう殿でんです。場所を慎つつしんでください」

「ほう、なら宮殿でなければ……という返答かね？」

「違います！　失礼！」

　フィフニスは耐たえきれず、イノックに背を向け歩み出す。するとそんなフィフニスの背にイノックが辛しん辣らつに言葉を投げた。

「君は重要な事を忘れているようだから、これだけは言わせてもらうよ。僕は軍務会計士官だ。軍の予算を左右する立場にある」

　フィフニスは振り返りもせずに聞き返す。

「それがどうしたっていうんですか？」

「単純な話さ。僕は騎士団への発言権があるってことだよ」

　彼の言っている事の意味をフィフニスが突つき付つけられたのは数日後の事である。

　フィフニスの下に届いた騎士団からの命令書。

　そこにはフィフニスの下に配属される兵の一覧が記しるしてあった。

　そしてその文頭には、ダグラス・バイオンの名があったのだ。

　フィフニスに宛あてがわれたのは、現在捕ほ虜りよとなっているリジア海軍の兵士たちだったのだ。この命令書を見れば、自分に求められることがすべて透すけて見えた。

　つまり、何もするな、と暗に命じられたのである。

　フィフニスは血が出そうな程ほどに奥歯を噛かみしめ、強く石壁を殴なぐった。

　憤いきどおりを噛み殺しながらも、年若いフィフニスには何一つ出来る事などない。

（もしするべきことがあるのなら………）

　そう思ったフィフニスはその日の裡うちに行動を開始した。それは他でもなく、ダグラスたちへの説得である。

　捕虜を宛あてがってくる、という事は交こう渉しようが成立すれば自分の部下として良いという事。猫ねこの手でも借りたい程ほど人員は逼ひつ迫ぱくしている。それならちゃんと交渉して仲間になってもらうしかない。フィフニスは当て付けられた逆境に心が折れる程ほど弱くはなかったのである。

　毎日捕虜収容所へと足を運び、千人長であるダグラスに面会を申し込む。

　しかし当のダグラスは、フィフニスと口を利きこうともしてくれなかった。

　肩かた透すかしを食らい続ける毎日。日増しに皇都の危機は近づいてきている。他の騎士たちは調ちよう練れんに励はげみ、戦の準備に余よ念ねんがない。次第にフィフニスの心にも焦あせりが浮かんできた。

　自分はいったい何をしているのか。そんな思いに駆られ、やり場のない憤いきどおりに身を焦こがした。そんなある日の事である。

「お、フィフニスちゃん」

　城の近くで突とつ然ぜん声を掛けられ、ふと振り返るとファウラの姿があった。

「あ、ファウラさん。ユースティナ様の所じゃなかったんですか？」

「いやいや、お城ん中は居い辛づらくってね。なんか文官とか目が厭いやらしいじゃん。あたしの熟うれた肉体にエロい視線を投げかけてくるから逃げて来たのさ」

　小さな自らの身体を抱だきしめながら身を捩よじるファウラ。フィフニスはどう反応していいのか解らず、

「あはは……」

　と思わず乾かわいた笑いを返してしまう。しかしファウラはそれを気にした様子もない。

「ところでどしたん？　なんか元気ないよ？」

　同性であるが故ゆえか、それとも誰にでもわかる程ほどはっきりと気落ちしていたのか、ファウラはフィフニスの顔をまじまじと覗のぞき込こんできた。

「………いえ、別に元気がないなんてことは……」

「へぇ、そうなんだ。この前、フルクロでクロムと話してた時は元気いっぱいだったのにね。なんでだろうね、イヒヒ……」

　ジト目で笑うファウラにフィフニスは必死で言い訳をした。

「べ、別にそんなことないです！　ただ……ちょっとどうしていいのか解んないことがあって……」

「えー、そうなん？　じゃあ、あれだ。お姉さんに相談してごらんよ。何しろフィフニスちゃんより長く生きているからね。その辺、人生の先せん輩ぱいとして相談に乗ったげるよ」

　そう言われてフィフニスは嬉しくなると同時に僅わずかに緊張した。何しろ皇国七聖に相談を受けてもらえるのだ。そうでなくとも聞きたいことは山ほどある。祖父の話に出てくるファウラは、それは勇ゆう敢かんに敵地に乗り込み、隠おん密みつ行こう動どうを熟こなし、伝令としても活躍をした一人だ。

「で、では、聞いてもらえますか？」

「うむうむ、よきにはからえ」

　フィフニスは今自分が置かれている状況を克こく明めいに語っていった。腕を組み難しい顔をして聞いていたファウラは最後まで聞き終えると、真剣な顔をフィフニスに向ける。

「………フィフニスちゃん」

「は、はい」

「すごい解決方法があるよ」

「本当ですか!?」

「……うん。いい？　まずそのイノックって男がいるでしょ」

「はい」

「おっぱい見せてあげなさ……」

「やですっ！」

　即そく断だんした。皇国七聖に相談に乗ってもらっておいて申し訳ない気持ちもあったが、それを凌りよう駕がする感情が先に口をついていた。するとファウラは焦あせりながらフィフニスにせっつく。

「ちょ、フィフニスちゃん、最後まで聞きなさい」

「な、何考えてんですか！　どんな解決方法ですか！」

「だいたいそれで片が付くはずなのよ！　ゾラの飲み屋のママがそう言ってたから！」

「死んでもやですっ！　あんな……あんな男に……」

　生理的に無理、という事もある。フィフニスにとってイノックはそういう存在だった。勿もち論ろんされた仕打ちを顧かえりみてもやはり到とう底てい看かん過かできない。

　するとファウラはジトッと横目で見ながら呟つぶやく。

「え～、でもさぁ、相手がクロムなら出来るでしょ」

「な、何を言ってるんですか！　できません！　クロムに……クロムに、私の……はぁぁ！」

　考えただけでも顔が熱くなる。そんな事できるわけがないのだ。

「でもクロムは喜ぶよきっと、ムッツリだし」

「話が本題からズレてますよ。クロムに……そういう事をする話じゃないです」

「う～～そうかぁ、じゃあ………」

　困った顔をしたファウラは、指笛をピーッと鳴らした。すると上空を飛んでいた大きな鷲わしがバサバサと羽音を立てて降り立ち彼女の肩に留まる。

「直接クロムに相談してみる？」

「え、どうやってですか？」

「あたし連れん絡らく役やくにこっちに送られたからさ、この子使って」

「え、でも……」

「だいじょぶ、だいじょぶ。ティコはね、一刻（約二時間）八十里（約２４０km）は行けるから」

　それを聞いてフィフニスは驚きよう愕がくした。

　つまり半刻四十里（約時速１２０km）の速さで飛ぶのだ。クロムが向かっているバハマの方角まで遮さえぎるものなしに休みなく飛んでいけば一日と掛からずに到とう着ちやくしてしまう。

「すごいですね！」

「すごいっしょ、褒ほめて褒めて。あたしじゃないけどさ。……でもクロムの答えもあたしと同じだと思うけ……」

「違うと思います」

「何その自信に満ち満ちた顔は？　まあいいけど。ほら、手紙書いちゃいなよ。あんまりいっぱいはダメだかんね。重いのは苦手なのでティコは」

「は、はい」

　フィフニスは携帯用の書箱を取り出すと、急いでクロムに宛あてた文言を書きつけていった。







断章　繁華の影







　コウソンはレイリン、リャンナと宮きゆう廷ていの兵へい舎しやにて別れ、兵士長リセイと共に夜の街へと下くだった。早さつ急きゆうにレイリンの無実を証明する為ための証しよう拠こを集めねばならない。

　そう思いながらコウソンは、下町へと向かい馬を駆けさせる。

　下町の繁はん華か街がいはまだ人々の往おう来らいがあり、店には明かりが灯ともっている。

　馬を走らせながら、兵士長リセイは不思議そうな顔をしてコウソンに話しかけてきた。

「コウソン。これから証拠を集めると言っても、いったい何を調べるのだ？」

「薬です」

「薬？　何の薬が必要なんだ？　証拠となる物なのか？」

「ええ、今回の第二姫、第三姫が突とつ然ぜん発はつ狂きようし斬きり合あいを始めた件は、おそらく巫ふ蠱この呪のろいではありません」

「なに？　しかし道士官があれは呪いであると……」

「いいえ、違います。その道士官はおそらく摂せつ政しようのシュウバイの息が掛かった人間に違いありません」

　リセイは目を白黒とさせた。

「そ、そうなのか」

「ええ、おそらくは。そして巫ふ蠱この術が使われたという検視結果を出し、その術者探しをさせる。これが彼かれらの筋書きなんです」

　あまりに赤せき裸ら々らに摂せつ政しようシュウバイを犯人扱いするコウソンに、リセイは声を潜める。

「おい、コウソン。いくらなんでも言っていいことと悪いことが……」

「事実ですよ。それに呪いなんて便利なものはありません」

「な、なんだって？」

「だって巫ふ蠱こみたいな便利な呪いがあるのなら、さっさとグラウスタンディアの皇や、リジアの国王に使ったらいいんですよ」

　そう言うとリセイは、言葉を濁にごしながらも理解を示す。

「ま、まあ確かにそうだな。それは解らんでもないが……」

「呪いというのは、ごく狭せまい世界の中で行われる共通観念、共通文化の隙すきを突いて言こと霊だまを差し込み、相手の心を縛しばるものなんです。だから万ばん能のうではありません」

「おまえの言っている事は時々わからん」

「わからなくて結構です。しかし今回二人の姫を殺害したのは呪いではなく薬です」

　断言するコウソンに、リセイは釈しやく然ぜんとしない様子で眉まゆをひそめた。

「それが判わからんのだ。もし薬だとして、あんな状態になるような物があるのか？」

「はい。あれは精神を掻かき乱みだし、頭を錯さく乱らんさせる作用のある薬なんです」

「どうしてそんなことがわかる？」

「二人の屍しかばねを見て不ふ審しんな点があったんです。死後すぐとはいえ、二人の顔は真っ赤になっていました。まるで酒でも飲んでいるかのような」

「それのどこがおかしいのだ？」

「リセイさんは戦場の経験は？」

　するとリセイは首を横に振る。

「いや、まだない。私の家は代々宮廷を守護することに努めてきたからな」

「そうですか……現在では殆ほとんど使用されることはありませんが、戦場で敗北が確定した兵が時折使う薬で、狂きよう身しん蕩とうと呼ばれるものがあるんです。これを飲むとどんなに相手に斬られても痛みを感じない。それどころか、敵の動きが遅おそく見え、気持ちは昂たかぶり、無む尽じん蔵ぞうに力が湧わいてくるという代しろ物ものです」

　初めて聞いた薬の名と効用にリセイは驚きを浮うかべた。

「そんなすごいものがあるのか？」

「はい。しかしこの薬には短所もあります」

「それはなんだ？」

「敵も味方も判断できなくなるんです。心が高ぶりすぎて、その判断がつかなくなる。更さらには狂きよう身しん蕩とうを呑のんでしまったが最後、精神が蝕むしばまれ話す言葉に障害が出たり、まっとうな人間らしい思考が出来なくなる」

「それはまた……随ずい分ぶんと危険が高い薬だな」

　そう言葉を濁にごすリセイに、コウソンは頷うなずき返す。

「だからこれは最終手段として用もちいられることが多い。どうせ負けるなら敵を一人でも多く倒したい、という時の最終手段です」

「しかしそんなものを、街の中で売っているのか？」

「国では禁じられていますが、裏の流通経路では手に入らないことはない」

「……しかしよくそんな物を知っていたな？」

　そう聞かれたコウソンは僅わずかに言いい淀よどみ、再び続ける。

「………今でもまだそんな国の禁を破って戦場で狂きよう身しん蕩とうを使う輩やからがいるんです。無敵の薬だと思ってね。私はたまたまそれを見たことがある、というだけです」

「……たまたまか」

　そんな話をしているうちに、コウソンとリセイは薄暗い路地の突き当たりへと到着していた。そこには人影もなく、遠くから街の喧けん騒そうが聞こえてくるばかり。

　コウソンは馬を降り、民家の扉とびらを叩く。するとしばらくして男が扉の隙すき間まからこちらを覗のぞき込んだ。

「だれだ？」

　出てきたのは老人のような皺しわだらけの顔と、それにそぐわない程ほどにギラギラとした眼光を持つ小こ柄がらな男だった。そんな男にコウソンは平然と受け答えをする。

「コウソンです」

　その言葉に男は一いつ瞬しゆん驚おどろきを浮かべる。しかしすぐに元のギラギラとした光を目に宿しコウソンの背後に立つリセイに目をやった。

「……………そっちのは………役人だろう」

「だがおまえを捕らえに来たわけではない」

　しばしの睨にらみ合あいの末すえ、男は招き入れるように扉を開いた。そしてコウソンは男の後に続き、リセイがその後を追う。中に通されると、テーブルがあり、椅い子すを出された。

「ふん、コウソンがいつの間にやら役人になっているとはな。いなくなったと思ったら出世していたとは……」

「まあ、いろいろあったんだ」

　すると隣となりにいたリセイが小声で質問をしてくる。

「……コウソン、この人は？」

「この人は街の情報屋のシュウイです。城勤めをする前に一時期世話になっていました」

　リセイはシュウイを訝いぶかしげに見つめながら、それ以上の質問を飲み込んだ。

　そして情報屋シュウイは椅子にどっかり座すわるとコウソンに目を向ける。

「で、何の情報が欲ほしい？」

「話が早くて助かる。狂きよう身しん蕩とうの売買についてだ」

　するとシュウイは目を眇すがめ、口を噤つぐんだ。

「シュウイ、さっきも言ったろう。別にあんたを捕らえに来たわけじゃない」

「………だったらどうして兵士がいる？　やばい橋なんだろ？」

「ああ、確実にやばい橋を渡わたっている。しかも制限時間つきだ」

「いつまでだ？」

「明日の昼まで」

　その答えにシュウイはドンッと机を叩いた。

「無む茶ちやを言うな！　なにより狂きよう身しん蕩とうの扱いは国で禁止されている。あれは危なすぎるんだ。見つかったら即刻首を刎はねられる。そんなもの扱ってるところはねえよ」

　怒りを露あらわにするシュウイ。しかしコウソンは一寸も動どう揺ようを見せず厳しい眼光を向ける。

「いいや、あるはずだ。しかもごく最近売買された可能性がある」

　確信めいたコウソンの態度に、シュウイは怒りを鞘さやに納おさめ静かに睨にらみ返した。

「………てめえ、どこまで知っている？」

「ほぼすべて知っている。買った相手の素性も……知らないのは、誰だれが売ったのかだ」

　場が静まり返った。緊張感が部屋を満たしていく。

「コウソン、おまえはそいつを見つけてどうする？」

「捕らえるつもりだ」

「……捕らえられる相手じゃねえぞ」

「それを判断するのは私じゃない」

　再び沈ちん黙もくが垂たれ込める。真しん剣けんな顔を崩くずさぬコウソンに、シュウイは溜ため息いきを吐つき頭かぶりを振った。

「…………いいだろう。教えてやる。オウインって知っているか？」

　するとそれまで黙だまっていたリセイが声を上げた。

「オウインって宮殿に出入りしているオウインか？」

「知っているんですか？」

「知ってるも何も、宮廷の食しよく糧りようの３割を納品しているのがオウインの所の者だ。あいつはラトルグ中に流通経路を持っているから、珍めずらしい食材なんかを宮廷に上げてるんだ」

　ほう、と思いながらもコウソンはリセイに質問を重ねた。

「リセイさんはオウインに会った事は？」

「幾いく度どかある。何しろ宮廷に卸おろすのは食糧だけじゃなく、薬や小物、献上物、なんでも取り扱っている。そのせいか、下手な宮廷官なんかよりよっぽどでかい顔してるよ」

「でかい顔とは？」

「新人の宮廷官や俺おれみたいな兵士長なんかには、威い張ばり散らしてるんだ。宮廷官の上の方の役人と親交が深いせいだろう。下級士官などはオウインのいう事に否いなと言えない」

「へえ……なるほどね……」

　すると不ふ機き嫌げんそうなシュウイが再び口を開く。

「そういう事だ。奴やつは本来的に手に入るはずもねえ物まで、言われれば揃そろえることが出来る流通経路を持っている。狂きよう身しん蕩とうを手に入れることも可能だ」

「……しかし断定するには弱い。他にもそれくらいの流通経路を持った商人はいる」

　そう言うと、シュウイは僅わずかに前のめりになり声を潜そばめた。

「それならもう一つ情報がある。最近、２人の死体が上がった。一つはボロ雑ぞう巾きんみたいにズタズタにされた死体。もう片方は身体中が茹ゆで蛸だこみたいになっちまって発はつ狂きようしたまま死んだ死体だ」

「つまり狂身蕩を呑んだ……？」

「実験だろうな。どれ程ほど効力がある物なのか、誰かに見せたんだろう。因ちなみに死んだ二人はオウインの所で飼われていた人間だ。どちらも売り上げの一部をくすねていた手て癖くせの悪い輩やからだった」

「なるほど、よくわかった。さて、報ほう酬しゆうだが……」

　コウソンがそう言うと、シュウイは立ち上がり部屋の奥おくへと歩き出す。

「いらねえよ」

「しかし……」

　言いかけるコウソンに、シュウイは足を止め鋭するどい目線で牽けん制せいする。

「いらねえっつってんだろ。もし報酬ってんならオウインを確実に捕ほ縛ばくして首と胴を斬きり離はなしてやってくれ。あいつの最近の勢いは目に余あまる。俺のような仕事には目障りでな」

　そう言ったシュウイにコウソンは小さく頷うなずき返した。

「それから……もう二度と俺の前に現れるな。それ以上の報酬は望んでねえ」

　そう言うとシュウイは部屋の奥へ消えていった。数時間後には、この家はもぬけの殻からになっているだろう。それ程ほどの情報を聞き出した。

　コウソンはリセイと共にシュウイの家を出ると、繋つないであった馬の手た綱づなを取る。

　するとリセイが難しそうな顔でコウソンに近づいてきた。

「で、どうするんだ？」

「………オウインを今捕らえるのは論外ですからね……」

「だろうな。今捕らえたりしちまえば……」

「宮廷へオウインが捕らえられたことがばれます。それではあちらが警けい戒かいしてしまい、せっかく掴つかんだ尻尾しつぽを切り捨てられてしまいかねない」

「つまり、あちらが白を切るって事か？」

「最悪の場合、オウインの引き渡しを要求してくるでしょう。もし、捕らえるのなら、宮廷官たちの目の前で捕らえ、その場で白状させるべきです。狂身蕩を売ったという事実を」

「どうする？」

「一度オウインの下に行きます」

　コウソンはリセイにそう言うと馬に鞭むちを入れた。







第三章　夜襲







　クロムとガジェルの乗った馬が夜や陰いんを駆かける。その後ろを巨きよ大だいな山犬モモに乗ったリュリュが追走する。三人は東側からの迂う回かいルートで、バハマ強行軍の先頭の部隊が駐ちゆう留りゆうする箇か所しよに回り込んだ。

　星々が煌きらめき月の光が落ちるリジアの地は、深夜のこの時間に於おいても見通しがかなりいい。とはいえ、はっきりと向こうの行動が見えるという程ほどの物ではない。

　見えるのは篝かがり火びや焚たき火び。そしてその周辺にいる人の影くらいのものだ。

　するとガジェルがニヤニヤしながら小声で呟いた。

「みんな寝てるなぁ」

　時間的に考えても、就寝しているに違ちがいない。見張りが交替で起きては周りを散策しているのが見て取れる。

（さて、それじゃあ、他の皆みなさんが来るのを待ちますか）

　そう思いながら岩陰で息を潜ひそめていると、対面の西側から無数の馬の蹄ひづめの音が木こ魂だましてくる。ラング騎き兵へい隊たいの一部が到着したのだ。バハマ強行軍の見張りは、蹄ひづめの音を聞きつけ、すぐに緊急事態の笛を吹ふき鳴らした。

　寝起きの兵たちは昼の行軍の疲れに、度たび重かさなる襲しゆう撃げきの心労もあってか動きに若干の緩かん慢まんさがあった。それでも命に関かかわる事態に、彼らは剣けんを取り蹄ひづめの聞こえてくる方向に注意を向ける。

「よし、行こう」

　そう言うと同時にクロムとガジェルは馬に飛び乗り、敵陣へと突進していく。その後をリュリュがモモに乗っかりついてきた。

「リュリュは何もしなくていいからな」

「むぅ、そうなのか？」

「怪我をしないように少し離れているんだ」

「うん、わかった」

　リュリュが首しゆ肯こうしたのを確かく認にんすると、クロムは腰こしに差した二本の山やま刀かたなを抜き放つ。ガジェルも背にある大剣を引き抜くと臨戦態勢を整えた。

　リジア兵たちはラング騎き兵へい隊たいの方向に気を取られている。あちらが引き付け役となり、リジアの注意を逸そらすのである。

　そこへ反対側からやってきたクロムとガジェルが襲撃を掛かけるのだ。それは兵数を削けずる程ほどの激しい物でなくて構わない。

　重要なのは『グラウスタンディアは脅おどしだけでなく攻こう撃げきもしてくる』と思い込ませることだ。今までは進軍を足止めする為ために、姿を現しては消えるという事を繰くり返かえしてきた。しかしいずれリジア側がそれに慣なれてしまえば、意味がなくなる。だから夜襲という形を取って、相手に脅きよ威ういを与あたえる必要があった。

　クロムとガジェルは、気もそぞろな兵を次々に斬きりつけていく。

「うひゃひゃひゃひゃ！」

「ガジェル、深入りをするな！」

　このまま敵の懐ふところの奥まで突進していってしまいそうなガジェルを牽けん制せいしながらクロムも応戦する。敵数は圧あつ倒とう的てきに多いが、こちらは突破力に長たけた馬がある。

　取り囲もうとして来るリジア兵を薙なぎ倒しては、囲い込みの輪から逃れた。このごく少数での夜襲には意味がある。それは人数が増えると若干機動力が落ちる事だ。そしてその若干が命取りになる。何しろ人数では勝るリジアにほんの少しでも判断が遅れると、囲い込まれ死につながる。その点でいくとガジェルなどはこの作戦にはお誂あつらえ向きであった。

　圧倒的な個体としての強さと、個人の判断で切り抜ける感性は誰にも負けない。

　さらに相手に与える恐怖も大きい。そう言った意味でガジェルはこの特とく殊しゆな作戦に於おいて、かなりの力を発揮し、クロムの想像通りリジア兵たちを蹴散らし恐怖を与えた。

　と、その時、巨馬の影がクロムたちの行く手を塞ふさいだ。

「姑こ息そくなり、グラウスタンディア！」

　長ちよう大だいな曲刀を持ったその男は、クロムの前に立ち塞ふさがると同時に大だい上じよ段うだんに曲刀を構える。

「我はリジア陸軍大将ガラム・オルクラッド！　尋じん常じように勝負せいっ！」

　曲刀はクロムを馬ごと叩き斬る勢いで振り下ろされる。クロムは咄とつ嗟さに絶妙な手た綱づな捌さばきでそれを回かい避ひするが、すぐに二の手、三の手が繰り出された。

　すんでの所でクロムの山刀がそれを受け流す。すると後方のガジェルがそれに気が付き、嬉しそうな顔をした。

「おい、俺も行こうかっ!?」

「おまえは来るな！　そっちを頼たのむ！」

「えー、でもよぉ」

　羨うらやましそうな顔で余よ所そ見みをしながらリジア兵を次々に斬きり伏ふせているガジェル。すると今度は離れた場所からリュリュが負けじとばかりに声を放つ。

「じゃあ、リュリュが行く！」

「リュリュもいい！　自分の身を守ってろ！」

　どうもこの二人は参戦したがりでいけない。とはいえ、こんな先頭の兵団の中に将軍格の人間が潜ひそんでいるとは、とクロムは苦い顔をした。

　すると大将のガラムは、不敵な笑いを浮かべた。

「フフ、我がいて驚おどろいている様子だな。どうせ貴様らグラウスタンディアの人間は、こういう姑こ息そくな手段しか使えぬ臆病者。必ず夜襲をかけてくると踏ふんでいたわっ！」

　剣けん戟げきの一刀一刀が重い。それどころか剣速も驚くほど速い。

（ありゃあ、かなりの使い手が出てきてしまった）

　内心そう思いながらクロムはそれをやり過ごす。幸いというべきか、斬り結ぶクロムとガラムの間に兵たちは入ってこようとはしない。あまりに激しい打ち合いに、間合いに入れば斬り刻まれるからだ。

　それでもリジア兵たちは、クロムとガラムが火花を散らす周りに大きな輪を作り取り囲んでいく。たとえガラムを倒しても、これでは後がない。取り囲まれた兵たちに、袋叩きになり殺されてしまうだろう。

（こりゃ、どうにか逃げる策を練らねば……）

　と思いながら、クロムは僅わずかに剣を握る手を弛し緩かんさせた。

　そんなクロムの行動に気が付いたのかガラムは苛いら立だちを露あらわにする。

「貴様、この俺の目を誤ご魔ま化かせるとでも思っていたかっ！　そんな手を抜いたような剣で俺を倒たおせると思うな！」

「あれ、バレました？」

「舐なめるな小僧！」

　より激しくなる剣けん戟げきをクロムはギリギリのところで躱かわしていく。しかし正せい鵠こく、かつ激しく打ち込まれるガラムの剣けん技ぎに完全な回避は難しい。身体の方々に小さな傷が蓄ちく積せきされているのがわかる。

「ちょこまかと逃げおってからに！」

「はいはい、じゃあちょっと本気出しちゃいましょうか??」

　わざと煽あおるようなクロムの言葉に、ガラムはいきり立ち全力で曲刀を振り切る。感情的になった分、その太た刀ち筋すじは大おお雑ざつ把ぱになる。クロムはそれを紙かみ一ひと重えの所で避よけきると、ガラムの懐ふところに入り山刀で一いつ閃せん。「がはっ」とガラムが息を漏もらすと同時に、わき腹から血が噴き出る。

（……だが浅い）

　クロムは相手に与えたダメージを確認しながら、ガラムの間合いから距きよ離りを取った。

（どうやら思ったより頭に血が上りやすい……それじゃ……）

　クロムは相手を見定めながら、山刀を構える。するとガラムはこちらに向き直り、わき腹の流血も気に留めず笑いを漏らす。

「くく……見事なり。さあ、決着を付けようではないか！」

「え、やです」

　わざとサラリとした口調で相手を煽あおる。

「な………なんだとぉっ！　貴様、戦いくさを愚ぐ弄ろうする気かっ！」

「えぇ……どっちでもいいかなぁ、そういうの」

　頭を掻かきながら面倒臭そうな態度で目線を逸そらす。するとクロムの予想通りガラムは更さらにいきり立ち曲刀を振りかぶると突進を掛かけて来る。その鬼き気き迫せまる勢いに、取り囲む兵たちから「ひっ！」と恐怖にも似た声が上がるほどだった。

　そして風を切る激しい音を立て、曲刀が振りぬかれる。しかしそこに先ほどの正せい鵠こくさはない。クロムは巧たくみに後退し、相手の攻撃を躱かわし続ける。そしてガラムが押し迫り肉にく薄はくすれば、曲芸のような柔軟な動きでそれを避よける。その間、一いつ切さい曲刀と山刀は火花を散らさない。その事が余計にガラムの闘とう争そう心しんに火をつけた。

「戦い方まで卑怯な逃げごしか!?」

　明らかに怒いかりに満ち満ちた顔をするガラムを煽あおる様に、クロムはヘラヘラッと笑う。

「卑怯結構、負けなければどうという事はありませんよ」

　するとガラムは額ひたいに血管を浮かべ、水平に渾こん身しんの斬ざん撃げきを放った。

　と思った時にはクロムの乗る馬の頭が飛んでいた。

「次は貴様だ！」

　返す刃やいばでクロム目がけ曲刀が風を切る。

「リュリュ！」

　叫さけぶと同時にクロムは馬の背を蹴けり後方へ飛ぶ――間かん一いつ髪ぱつのところでガラムの曲刀が空を斬る。飛んだクロムは宙を舞まう。

　そこへリュリュを乗せたモモが高く跳ちよう躍やくし、落ちてくるクロムを背でキャッチした。

「助かった」

「うん」

　するとガラムは尚なおもクロムに追つい撃げきをかけようと馬に鞭むちを入れた。

「逃げられると思うなよ、この包囲網をっ！　さあ俺と戦えっ！」

「逃げられますよ、あなたのおかげでね」

　そうクロムに言われたガラムはハッとした顔になった。どうやら周りの状じよう況きように気が付いたようだ。クロムが逃げ回ることで激しい追撃を繰り返したガラム。彼のおかげで、周りを取り囲んでいた兵たちの陣じん形けいが乱れ、囲いの輪が散ってしまい手薄になっていたのだった。

「まてっ貴様っ」

　とガラムが口にした時には、モモの巨きよ体たいが高々と跳ちよう躍やくし取り囲んだ兵の輪を飛び越えていた。一いつ瞬しゆんの出来事に放心した顔をしていたガラムはすぐさま怒ど声せいを放つ。

「逃げるかっ小僧っ！」

「はい、逃げます。別に今あなたを倒す理由はありませんので」

　捨すて台詞ぜりふを残すと、クロムとリュリュを乗せたモモは一気に駆け出し、ガジェルに合流する。

「お、いいなあ、乗れる犬の二人乗り」

「ガジェルが乗ったら、モモに齧かじられるよ」

「うはは、つよそうだもんな、その犬。戦ってもいい？」

「ダメに決まっている」

　そんな無駄話をそこそこに、ガジェルは次の行動について問いかける。

「んで、どうすんの？」

「戦域を離り脱だつする。切り開いてくれ」

「わーった」

　返答すると同時にガジェルの表情は獣けもののように豹ひよう変へんする。そしてガジェルは馬に鞭を入れ、先行して走り出すと、行く手を阻はばむ兵を次々に斬り捨てていった。

　敵の追手を完全に撒まいたところで、漸ようやくガジェルが口を開いた。

「んで、なんで敵の将軍倒さなかったの？」

　なんだかんだと言ってもよく見ていたようである。一人であれだけの数を相手にしながら、よく他人の戦いまで見ていたものだ。

「今倒すと逆効果だからね」

「ん？　よくわからんけど」

「バハマ強行軍を率ひきいているのがあの将軍だけなら倒した方がいいけど、リジア十二貴族を始め、他にも何人かトップがいる」

「ふーん、で？」

「もしここであのガラムって将軍を倒したら弔とむらい合戦になるだろ。そしたらバハマ強行軍の士気が上がってしまう。何があっても引き返そうって流れにはならない。僕ぼくらの目的は、彼らにバハマ湖へ帰ってもらう事なんだから」

「はー……そうなのか」

　わかっているのか、わかっていないのか微妙な返答を返すガジェル。彼にわかってもらう必要はないので、それ以上の言葉を重ねる気はクロムにはなかった。

「リュリュもありがとう。助かったよ」

「ん。役に立ったか？」

「ああ、君に命を救ってもらった」

「当然だ、クロムの命はリュリュの命でも……むぅ」

　咄とつ嗟さにクロムはリュリュの頭を押おさえてそれ以上しゃべるのを止める。チラリと今の話をガジェルが聞いていたか確認すると、彼はぼんやりとしている。基本的に戦闘以外では周りの事に興味がない様子である。その事に少し安心しながら先を急いだ。

　途と中ちゆうの合流地点で、ラング騎兵隊と合流する。あちらはリジア軍の近くで高らかに蹄ひづめの音を立て鳴らしただけなので、被ひ害がいはゼロの様子だ。追手もうまく撒まいたらしい。

　グラウスタンディア最強とまで謳うたわれるラング騎兵隊に限っては、その辺の心配はしていなかった。仮に追いつかれても、撃破していただろう。

　そうして騎兵隊の陣じん地ちへ直ひた走はしっていると、リュリュがうつらうつらしだした。

「どうした？　眠いのか？」

「……うん、なんか……すごく……ねむ……」

　言いながらリュリュは幾度も意識が落ちかけている。

「遅くまで悪かったな。寝ててもいいぞ」

「……………うん」

　答えながらリュリュはモモの背に身を預けて眠りに落ちてしまった。クロムはやれやれと溜息を吐つきながらモモに話しかける。

「そういうわけだから、頼むぞ」

　モモはチラリとクロムを見ただけで、返答もせずに走り続けた。陣に戻もどると、すぐにリュリュを横にし風邪をひかぬように掛け物をする。あまりいい夢を見ていないのだろうか、リュリュは寝苦しそうな顔をしていた。

（ウツロも夢を見るのだろうか？）

　そんな事を思っていると、モモがやって来てリュリュの顔をペロリと一ひと舐なめし、彼かの女じよを守る様に丸くなった。そして数秒もしないうちにスースーとモモは寝息をたてはじめる。

　それを確認し、クロムも就寝しようかと思ったところで、ふと何かに見られているような感じがした。周まわりに目を移すと焚たき火びの方ではラングたちが酒を飲んでいる。ガジェルの方は木の根元で丸くなって眠りに落ちている。さてなんだろうか、と思いながら首を傾げたクロムの目に、一羽の大おお鷲わしが映り込んだ。大鷲は木の枝に止まりジッとこちらを凝ぎよう視ししている。よく見るとその足には木と繊せん維いで作った筒つつのようなものが取り付けてあった。

（ファウラか……それにしても……………やはり鳥は苦手だ……）

　そう思いながらクロムは恐る恐る大鷲に近づき、小さな筒の中にある紙を取り出す。その間、大鷲は身じろぎもせずジッとクロムを見ていた。




　果てのない暗い闇やみの底。

　リュリュはぼんやりと闇の底から空を見上げる。そんなリュリュの後ろには彼女を守る様にモモがぴったりとくっついていた。

「……モモ、来てくれたの？」

　やさしくモモを撫なでながらリュリュは周りに目を向ける。

　いったいここはどこだろう？

　過よぎる疑問の答えは視線の先にあった。

　目を凝らすと暗くら闇やみの中には太く錆さびついた鉄格子が幾いく重えにも取り囲んでいた。

　その向こうに何かの気配を感じる。

「ぐぅぅぅ………」

　モモが威い嚇かくするような唸うなり声ごえを上げる。鉄格子の先に、何かがいる。

　巨大で恐ろしい何かが。

　それは異い形ぎようの生物であった。鉄格子はどこまでも続いている。

　その生物はリュリュを見つけると、こちらに向かって歩いてくる。見上げるほど巨大なそれは、空洞のように真っ暗な瞳ひとみをリュリュに向けた。動物の骸がい骨こつを思わせるような顔。毛に覆おおわれた太く短い脚あし。背中に張り付いた無数の顔は助けを求めるように鳴き声をあげている。浮いたあばら骨、不ぶ恰かつ好こうなまでに長い四本の腕うで。

　リュリュはこの生き物を見たことがある。

　皇の間にいたあの生き物。

　――精霊神シオン。

　皇に憑とりつくかのようにして寄り添う異形の『神』の名を持つ者。

　精霊神はリュリュを見とめると低く唸るような声を上げた。

「……ウツロよ、おまえはまたこうして、この世界にやってきたのか？」

　その問いにリュリュは答えない。

「何な故ぜだウツロ。何故おまえたちは、我々が動こうとするとこの世界に降り立つ？」

　するとモモが激しく精霊神に吠えたてた。リュリュはそんなモモを撫なでながらいなす。

「モモ、いいの」

　そして再び精霊神にその目を向ける。

「私はただ降り立っただけ。それだけ。それ以上でもそれ以下でもない」

　そう答えると、精霊神はただ沈黙しリュリュをじっと見る。

　すると奥から幾いくつもの声が響ひびいた。

「出て行けウツロ！」

「我々の戦に入って来るな！」

「帰れ！　自らの場所に帰れ！」

　それは精霊神のように異形の姿をした者たちであった。長い身体をうねらせる者、炎ほのおの髪を逆立てる者、幾つもの目をギョロギョロと四方へ向ける者――幾いく重えの異形の者が、リュリュに向かい感情をぶつけてくる。

　リュリュはモモを少し撫なでると踵きびすを返した。

　その声はいつまでもいつまでもリュリュの背に降り注いでいた。




　フルクロ港から南東、バハマ湖からは南に位置するゾラ港。

　ラトルグ国、スクルタビア連合国などからの貿易船が立ち寄るリジア宗旨国家の貿易の窓口でもある港だ。しかしグラウスタンディア皇国との開戦の緊張が高まった時期から、船の数は疎まばらとなっていた。高い城壁を有し、守りのゾラ、とまで呼ばれたこの交易都市はリジアでも有数の大都市である。

　そんなゾラ港にあるリジア軍総司令部。

　そこには先日グラウスタンディア皇国との会談を終えたリジア十二貴族の半数が終結していた。クコノスの谷から、馬に乗り砂さ漠ばくを越えてきたのである。

　その中にナターシア・リブレリアの姿もあった。

　ナターシアを始めとしたリジア十二貴族の六名はこのゾラ港より、皇都シオニアへの大型帆はん船せんによる急きゆう襲しゆう攻こう撃げきを決行することになっていたのだ。

　決議の場には六人のリジア貴族が席を列している。

「これより法王陛下よりご下命された作戦を伝える。バハマ湖より強行軍15万が既すでに出発をした。予定では出発より四週間後には皇都シオニアに到とう着ちやくする。我々はそれに合わせ、ここゾラより海軍７万を以もつてシオニアに上陸。陸海両面からの総攻撃により、皇都を陥かん落らくさせ、皇ジルバ・クセルクセスを捕縛する事を目的とする。何か質問はあるか？」

　それに対しナターシアが席を立った。

「一つ疑問があります」

「………リブレリアか。なんだ？」

「海上からの皇都攻撃ですが、これは危険であると私は考えます」

　四十の齢よわいを越えた者ばかりが目立つ貴族たちは、取り分け若いナターシアの発言に一様に怪け訝げんな顔をする。

「どういうことだ？」

「はい。９年間の戦せん役えきの間に、皇都シオニアに対し、７回の襲撃がされております。全すべてが海軍による、海上からの上陸作戦です。しかしそのどれもが失敗に終わっている」

　するとリジア十二貴族の一人が、ふんっと鼻息を鳴らしそれに答える。

「あれは人数が少なかったのだ。うち６回は８０００人の二師団での海上戦。最後の一回は３万。こんな数で攻こう略りやくが出来るわけがない」

「本当にそうでしょうか？」

「なんだと？」

「人数の問題だけかと言っているのです」

「ふん、戦は兵の数がすべてを左右する。兵の数こそが国の力であろう！」

　兵数優位の考え方はリジアだけでなく軍隊を持つ国ならばどこも一いつ緒しよである。リジアに限った事ではない。それでもナターシアは噛かみつくように言葉を放つ。

「……もしそれを本気で言っているのなら、何な故ぜ５年前、あそこまでグラウスタンディアに苦戦を強いられたのです？」

　ナターシアの問いかけに男は答えられず視線を逸そらすだけだった。

「もっと根本的な原因があるとお考えください。まず皇都シオニアの海かい浜ひん地区の構造を見てください。遠とお浅あさの海を埋うめ立て、交通手段はすべて狭せまい水路で行われております。この水路には大型帆船、中型船は入っていくことが出来ません。入れるのは小型の手漕ぎ葉型船のみ。しかもそれでも大きすぎると言っていい」

「なんだ？　今からもっと小型のものを用意しろとでもいうのか？」

「いいえ、そんな必要はありません。そもそもシオニア海浜地区は全てが小さな島の集合で形成されている。そこへ上陸できたとしても、そこから先は迷めい路ろのように入り組み、我々が得意とする巨大な陣形を組んだ人海戦術を成すことが出来ない」

「では、どうしろというのだ？」

「我々の目的はただ国皇ジルバ・クセルクセスを捕らえ、法王陛下の下に連れていくという事。ならば退路さえ絶てばそれでいい。つまり………」

　するとそれまで話を聞くに徹てつしていたうちの一人、ベルゲン・アディクが口を開いた。

「ナターシア。君は賢いなあ。うん、すごくいい。よく分析されてるよぉ。でもさ、これぇ……どうなんだろうか？」

「どう……と申しますと？」

「君ってさ、この前の紅海での海賊偽装作戦の指揮をしていたよね？　そうだよね？」

　ベルゲンは爬は虫ちゆう類るいのような目つきでナターシアを嘗なめ回まわすように見る。

「あれ……………君は失敗してるでしょ？」

　ナターシアは目を逸そらさずベルゲンを見返す。

「………はい」

「だよね！　そーなんだよ。君は、失敗してるんだぁ。……いやぁ、だからさぁ、この前のグラウスタンディアの……なんて言ったっけ、あいつ？」

　するとリジア十二貴族の一人ライラ・スーサがそれに答える。

「クロム・ジャレットかしら？」

「ああ、そうそう。クーロ～ムぅ。あのクソガキ、腹立ったよね。どういうわけか知らないけどさ、海軍司令本部の書類まで盗まれてさぁ」

　言いながら投げ捨てるようにベルゲンは、例の司令官の一覧が書かれる書類を机の上に投げ出す。勿もち論ろんそれは、何者かによって差し替えられた偽造書類だ。

「これは気づかないよね。本物そっくりだもん。疑って見てないと気付かないよ。だぁれだよ、外部の侵入を許したバァカは？」

　誰もベルゲンの言葉に口を挟はさもうとはしなかった。リジア十二貴族の中でも最も勢力の強いアディク家の長子。ナターシアの次に年若い、35歳のベルゲンであったが、そんな家柄もあってか他の者は彼かれには決して楯たて突つこうとはしない。

「なー、あんなガキがちょろちょろ出てきて、余計な口出しできちゃうその原因って、何だろう？　やっぱり、アレかな？　紅海の作戦がうまく行かなかったからかなぁ？　おやおやぁ、それを率いていたのはどこのどなたさんでしたっけぇ？」

　ナターシアは何も言い返せなかった。あれは確かに自分の落ち度なのだ。最後まで付き添そうべきだった。いくら本部からの要よう請せいとはいえ、最優先事項は作戦の遂すい行こうであった筈はずだ。

　それでも自みずからが指揮した海軍の失敗であることに変わりはない。

「ナターシアはその責任を、どう感じ取っているのかな？　んん？」

「自分は……」

　言いかけるナターシアに、ベルゲンはわざと遮さえぎるような嘲ちよう笑しようを交まじえた。

「ハハッ。いいよ、言い訳なんて。だってあんな大失敗をした人間が、今いま更さら素晴らしい作戦があるなんてどの口が言えるぅ？　言えないだろ？　言えないよなぁ？」

　ナターシアは身じろぎもせず口を噤つぐむしかなかった。その場にいる貴族たちが、ベルゲンの言葉に乗っかるように安あん堵どの表情を浮うかべる。こんな小こ娘むすめに言い負かされず済んだ、というような卑ひ屈くつな笑い顔。

　ナターシアはそれを目にする度に虫むし唾ずが走るような思いを噛かみ殺ころした。

　こんな自分たちの事しか考えていない貴族の思考に腹が立って仕方がなかった。どうしてリジア宗旨国家という国の未来を見ようとしないのか。そんな罵ば声せいが喉のど元もとまでこみあげてくる。するとそんなナターシアを制するように、嗄しわがれた声が場を止めた。

「ベルゲン殿どの、それくらいになさいな」

　それはリジア十二貴族の一人であり最高齢のライラ・スーサだった。流石さすがのベルゲンも年長者の彼女には反発できず、興きようが醒さめたように目を細める。

「……ライラ殿、なーんです急に？」

「過ぎたことはいくら掘り返しても詮せんのないこと。それよりもこれから先の皇都攻めの為ための最終決議に話を戻したい」

「ええ、勿論そのつもりですよ。だからこそ……」

「だからこそ……一度休きゆう憩けいを入れませんか？」

「はあ？」

　ベルゲンは何を言われたのか解らなかったのか、ポカンとした顔をする。ライラは皺しわ深ぶかい顔を崩くずし、申し訳なさそうに笑った。

「いえ、先ほどから腰が……歳のせいか、すぐに腰に来てしまってね。申し訳ない。だがこの老婆に免めんじて、少しばかり憚はばかりの時間をいただきたいと」

　すると聞いていた貴族たちは一様に嘲ちよう笑しようにも似た苦笑いを漏もらした。ベルゲンだけが小さく舌打ちをして「ばばあが……」と聞こえるような小声でつぶやいた。しかしライラは聞こえているのか聞こえていないのか、空そら々ぞらしい顔をしたままであった。

　一度休憩となり、ナターシアは足早に会議室を出た。そして控ひか室えしつの椅い子すに腰かけ溜ため息いきを吐つく。たしかに一度失敗をした今のナターシアには発言する権利などない。

　しかし、今の皇都落としの作戦を実行すれば、必然的に大きな損害を被こうむることがわかっている。それなのに、どうすることもできない。

　現に今も、バハマ湖を出た強行軍が、グラウスタンディアから奇き襲しゆうを受け足止めを食くらっているという報告が来ている。15万の軍にどれ程ほどの軍勢で当たっているのかすら解っていないらしい。

　ただナターシアにはある程てい度ど予測がついている事がある。グラウスタンディアが馬を使っているにしても、バハマ強行軍との接触がかなり早い。だとすれば、少数で行動をしているに違いない。何か策を巡めぐらせ実行している事も容易に想像がつく。

　少数で多数を制する巧妙な策の数々。

　それはリジア宗旨国家の中に蔓延はびこる伝統的な人海戦術という概がい念ねんでは、グラウスタンディアと相あい対たいしたとき、いずれ大きな損害を被こうむるという事。

　このままでいいとは思ってはいない。

　だが変えることが出来ない事実に、どうしようもない憤いきどおりを感じる。

　拳こぶしを握りしめナターシアが遣やり切きれない気持ちになっていると、控ひか室えしつのドアがノックされた。更さらにナターシアが返事をするよりも早く、

「悪いわね、ライラよ」

　と先ほどのリジア十二貴族スーサ家の主、ライラの声が聞こえてきた。ナターシアが急いでドアを開けると、老人は柔やわらかな笑えみを浮かべた。

「ひどくやられたわね」

　ライラはリジア十二貴族の中でも古参幹部である。既すでに退官していてもおかしくはない齢よわいではあったが、彼女はそれを良しとはしなかった。それは、ライラもまたナターシアと同じ志こころざしを持っていたからである。

　ライラは真っ白になった頭髪を撫なでつけながら苦笑いを漏もらす。

「リジア人はどうも短気な者が多くていけないわね」

　鷹おう揚ようにそう言うライラに、ナターシアは首を横に振った。

「仕方のないことだと思っています。岩石砂漠の中で放牧を主としてきた人々の民族性は我慢強いですが、その箍たがが外はずれると少しばかり情熱的に過ぎる、というところがあります」

「ふふ……うまい言い方じゃないの。悪く言えば、キレたら手が付けられない、というところかしら……何よりその我慢強さが十二貴族には足りない。それが一番の問題ね。グラウスタンディアの人間のような柔軟で時間をかけた黙もつ考こう作さぎ業ようはリジア人には向いていない」

　ナターシアの言いようが可お笑かしかったのか、ライラは皺しわを深くして笑った。

「そう考えるとナターシアは少しばかり、リジア人離れをしているのかしら？」

「いえ、自分もやはりリジア人の血を引いていると、時折実感することがあります」

「……とはいえ、あなたのように深い考察が出来る者はリジアの中では少ないと言えるわ。少なくともリジア十二貴族の中にはあなたの頭脳に付いていける者はベルゲンくらいしかいない」

「……ベルゲン殿は……」

　伏ふせ目めがちにナターシアは呟つぶやくように言った。確かにベルゲンの頭脳は明めい晰せきであることは認めている。性格に難がある彼とはそりが合わない事を差し引いても、ベルゲンはいずれリジアを背負って立つ人間であろう。先日のクコノス会談でも、完全に不利になったリジア側の嘘うそを封ふう殺さつし、明あけ透すけな開戦理由を申し立てて場を締しめてしまった。あそこでああ言わねば、ラトルグやスクルタビアがグラウスタンディアに肩入れをし、リジアが不利になる形で開戦していただろう。その事実をとっても、やはりベルゲンの人を見る力と頭脳は突とつ出しゆつしていると言わざるを得ない。

　それでもナターシアには、ベルゲンから言い知れぬ不気味なものを感じていた。

　それを察してかライラは小さく頷うなずき返かえした。

「そうね、ベルゲンはあの頭脳と共に大きな危険を孕はらんでいるようにも思えるわ」

「……それは？」

　しかしライラは首を横に振る。

「わからない。こればっかりは私にもわからないわ。ただ、ベルゲンはリジア十二貴族の誰だれもが考えていないような事を頭の中に描えがいている気がする。それが何なのかはわからない。でもね、もしベルゲンの思おも惑わくが、この国に害悪を成すかもしれない時、それを止められるのはあなたしかいないのよ」

「私なぞが出で張ばる前にライラ様がおります。ライラ様は歴戦の智ち将しよう。ベルゲン殿を差し置いても、リジアに於おいてカウフマンに対抗できる唯一の将軍です」

　そんなナターシアの言葉に、ライラは可お笑かしそうに笑った。

「残念ながら、世の中を正しく見れば、私の頭脳ではカウフマンには及ばない。私が優れていたのは、他のリジア人より客観視が出来たというだけに過ぎない。どうしてかわかる？」

「……ご出身がフルクロ地区であったからですか？」

　するとライラはまた可お笑かしそうに笑う。

「それもあるかしら。フルクロは古くからグラウスタンディア文化とリジア文化の中継地点だった。リジアよりの文化ではあったものの、グラウスタンディアという国の事もよくわかった。でもねそれだけではないの」

「どういうことです？」

「あたしは昔、父に付いてラトルグやグラウスタンディアへ遣けん使しとして滞たい在ざいしていたことがあったのよ」

　百年の大安と呼ばれていた頃ころの事だろう。小さな紛争や戦争は方々で行われてはいたが、それでも食しよく糧りようの需要と供給が安定し、大陸レベルで見れば安定していた頃の事だ。

「ライラ様が……そうだったんですか」

「ええ、しかもあの頃は私も若くって、その分思い上がりが強かった。人より賢いと思い込んでいたのね。だからあたしの十代は調子に乗って、鼻持ちならない小娘だった。でもね、シオニアに滞在したときに、真っ先にその自尊心をへし折られちゃったのよ」

「そんな、まさかライラ様の頭脳を上回る相手なんて……」

　するとライラがにっこり笑いかけてくる。それでナターシアは察した。

「それが……カウフマンですか？」

「そう。彼はあたしなんかよりもずっと賢かった。いえ物事を見る尺しやく度どが違っていた。彼は自分の国の事だけを考えていたわけじゃなかったの」

「カウフマンはその頃からライラ様の宿敵だったのですね？」

「宿敵？　……そうね。宿敵であり、大切な友達だったわ」

　その言葉の意味がナターシアにはいま一つ掴つかめなかった。敵は敵であり友は友だ。それが同じ地平に立つことは決してない。そう考えていた。だからライラの言う事の意味がどうしても理解できなかったのだ。

「ふふ、いいの。ナターシアにもきっとわかる時が来ると思う。だってあなたはあたしの若いころにそっくりだもの」

　ナターシアはそんな風に言われ思わず恐縮した。

「畏おそれ多いです。自分などがライラ様と似ているなど」

「きっと現れるわ。だって世界にはあなたと同等に話せる人間が沢山いるもの」

「私と……同等？」

「そうよ。あなたは賢い。そして素晴らしい感性を持っている。それをわかってくれる人間が必ずいる。そうして切せつ磋さ琢たく磨まし、お互たがいが躍やく進しんできるような友がきっと現れる」

　ライラの言葉に、ふとナターシアの頭に浮かんだのはクロム・ジャレットの姿だった。嘗かつてカウフマンに師事を仰あおいだというクロムという男。噂うわさには聞いていたが、この間のクコノス会談で初めてその姿を見た。切れ者であることは間ま違ちがいはない。だが、あの男と友になるなど今のナターシアには考えも及ばず、頭かぶりを振った。

　するとライラはなにを思ってかそんなナターシアに微ほほ笑えみかけ話を続けた。

「でも、今のリジア十二貴族ではダメね。権威と保身に走ったリジア十二貴族が主導の軍では、あなたの思っている通りいつかリジアは崩壊する。それではやはりいけない。見たでしょ、グラウスタンディアの若き皇子を……」

　ナターシアは小さく首を縦に振った。ライラの言う通り、あの皇子からはそれまでに見たこともないような野心を感じた。

「ダカット・クセルクセス………あの眼は危険でした。あの男が侵しん略りやくを繰り返せば、いずれリジアは、蹂じゆう躙りんされ悪夢のような事が現実になる……そう感じます」

　神しん妙みような顔つきでそう言ったナターシアに、ライラは同意するように頷うなずいた。

「あたしも同感ね。あの男は間違いなく危険。カウフマンのような抑え役がいてくれたのなら……もしくはとも思う。でもそれは望んでも現れる者ではない」

「それにグラウスタンディアの騎き兵へい隊たいです。あの国土は馬を繁はん殖しよくさせることに適している。歩兵の数より騎馬兵の数が多い」

「そう、あれはリジアにとっては脅きよう威いだわ。字じ面づらでは兵隊の数はこちらが多いけれど、あちらには馬がある。圧あつ倒とう的てきに機動力のある馬がね」

「その事を念頭におかねば……」

「十分にリジアが負ける可能性もある。――いい、あたし達は負けてはいけないの。どのような事があろうと。その為ために５年前にフルクロを譲じよう渡としたのだから。それも全てはグラウスタンディアを手中にするため」

「はい、存ぞんじております」

　第一次リジア戦役の終戦間際、急に力を増したかのような快進撃を見せたグラウスタンディア。このまま戦争を長引かせれば、リジアは修復できない程ほどの被害を受けることは明白であった。

　その時、休戦協定を提案し、フルクロ地区をグラウスタンディアに譲渡することを口にしたのは、このライラであった。勿もち論ろん、リジア十二貴族からは猛反発が出た。しかしライラは休戦協定をすることで国家としての力を溜ため、次の戦いに備えねばならない、と幾いく度ども説いた。そしてそれに同意したのは他でもなく、法王自身であった。

　ライラは髪かみを撫なでつけながら静かな口調で言った。

「どうしても、リジアの人間にとって、ああいったまどろっこしい作戦は受け入れ難がたい」

「……しかし、それではいずれこの国は他国からの侵略によって滅びます。たとえグラウスタンディアでなくとも、隣りん接せつするスクルタビア連合国、海の向こうのラトルグ国。どちらも強国です」

「そうよ。しかもリジアもこんな数の兵をいつまでも抱かかえておけるわけがない」

　そうなのだ。リジア宗旨国家が抱える１４０万という兵の数。この兵を維い持じするというだけで、既すでに国庫を圧あつ迫ぱくする大問題なのである。対するグラウスタンディアは高々40万。

　しかしその高々40万が脅きよう威いになる。

　それはリジア宗旨国家の戦闘に対する概がい念ねんに大きな問題があるからだ。

　それを変えねば、たとえグラウスタンディアに勝利できたとしても、他の大国と渡り合うことは出来ない。根本的な意識改革が必要なのだ。

「私は早々にグラウスタンディアとの戦争を終わらせるべきだと考えています。だから今回の作戦に異論はありませんでした」

「ああ……総力戦ね」

「はい。しかしリジア十二貴族は、どこかでグラウスタンディアを小国であると舐なめてかかっている。それは大変危険な事なんです」

「そうね。あたしもそれは同意するわ。とはいえ、いったいどうすることを考えているの？」

　ナターシアはライラの皺しわ深ぶかい顔を一いち瞥べつすると呟つぶやくように言った。

「皇都シオニアを北側からのバハマ強行軍と南側からのゾラ船団で挟きよう撃げきする作戦は、兵を多く死なせることになります。特に皇都の海浜地区の守りは固い。あの守りをリジア海軍が突破し、皇都中心地へ攻め込むには、想像以上の犠ぎ牲せいを払う事になります」

　そのナターシアの予測にライラはただ頷うなずき返した。ナターシアは続ける。

「もし皇都を落とすのなら、もっと犠牲を少なくしなければなりません」

「あなたにはその策があると？」

「……はい。五月の皇都は気候が不安定になります。なので……」

　そこから語りだしたナターシアの策を、ライラは相あい槌づちも打たず、ただジッと聞き耳を立てていた。そしてナターシアが全てを語り終えるとライラは、

「………いいわ。ナターシア、あなたの作戦をあたしが上にあげましょう」

　と言って立ち上がった。

「ライラ様が？」

「ええ、婆さんに出来ることは最も早はやそれくらいしかないでしょう」

「そんな……ライラ様はまだまだ……」

　そう言いかけたナターシアに、ライラは静かに語りかける。

「おそらくこの戦があたしの最後の仕事になるかもしれない」

「……それは」

「歳だからね。戦場にいつまでも老人が居残っては、若い者の行く手を阻はばんでしまう。何より、もう身体が追いつかなくなってきた。だからこれを最後と思い定め、身を粉ふん砕さいする覚かく悟ごで当たろうと考えてる。でもね……次の世代の者たちに、ちゃんと道だけは作っておかないと。………ね、ナターシア」

　笑みを向けるライラに、ナターシアは言葉もなかった。

「あなたの頭脳が今のリジアには必要なのよ。古い因いん習しゆうに囚われ、無む為いな戦死者を出すことに何の疑問も持たぬリジアを変えねばならない。その為ために少しでも道を作っておきたいの」

　このリジア十二貴族の中で唯ゆい一いつの理解者であるライラ。

　その彼女の最後の戦いくさに、自みずからの策を挙あげてくれると、言ってくれている。

　それだけでナターシアは胸がいっぱいになった。




　フィフニスは皇おう宮きゆうに隣接する調練所への逗とう留りゆうの日々が続いていた。

　依い然ぜんとしてダグラスとの交こう渉しようは全く進展を見せていない。騎き士しや兵たちが調練に励はげむ中、何もできない事にフィフニスは、やるせない気持ちになった。

　文官であるイノックの策略に、憤いきどおりも感じた。

　昔から武官と文官は、決して相あい容いれることの出来ない職務と言われている。武官は戦いをすることを職務とし、文官は戦いによる経費を如何いかに抑おさえるかという事を職務としている。両者の考えのベクトルは真逆である。しかしそうでなくては、国家は破は綻たんしてしまう。戦わねば侵略により国は亡び、戦い過ぎれば国庫が底を尽つき破綻する。

　両官僚の鬩せめぎあいによって、国家は形成されている。

　それでも、とフィフニスは苦々しく思う。守るべき国家が亡くなってしまえば、金などあっても仕方がない。だからこそ守らねばならない。

　フィフニスはそんな気持ちを抱えながら、調練所を出て今日も捕虜収容所へ足を向ける。皇宮の周りを迂う回かいしながら歩いていると、視線の先にファウラの姿を見つけた。彼女はフィフニスを待っていてくれたのか、こちらを見つけると手をぶんぶんと振ふった。

「おっ、いたいた。フィフニスちゃん、手紙返って来たよ！」

「え、手紙って……」

「クロムから」

「え、もう帰ってきたんですか？」

　先日彼女から話を聞いて、確かに大おお鷲わしの翼は早いだろうとは思っていた。だがしかし、もう帰って来るとは思ってもみなかったのだ。

「まあ、ティコはだいぶお疲れの様子なので、しばらく休ませておくけどね。これでユースティナ様から緊急で飛ばしてくれって言われたら、きっとティコは死ぬね、うん、残念」

「すいません、なんか大切な大鷲を私用に使ってしまって」

　するとファウラは笑いながら手をパタパタふる。

「いいのいいの、私用ってわけでもないじゃん。そのダグラス君が仲間になってくれないとやばいんでしょ」

「まあ、勿論そうなんですが……」

「はい、じゃあこれクロムからの手紙。ではでは、あたしは二度寝しに帰りますので、頑張って！」

　そう言ってフィフニスに手紙を渡すとファウラはそのまま去って行ってしまった。フィフニスはそんなファウラの後ろ姿に礼をし、手渡された手紙を開く。そこには小さな紙切れに細かい文字が書き認したためられていた。

『フィフニスへ。先まずユースティナ様からフルクロ地区の運用について聞くこと。その上で誠実に彼ら全員と話すこと。その誠実さこそが君の一番の長所であり、僕ぼくには決してまねのできない事だ。交渉の成功を祈いのる』

　この短い手紙を読んでいるだけで、フィフニスは何な故ぜか心の奥底から勇気が湧わいてきた。あれ程ほどあった憤いきどおりもやるせない気持ちも、一いつ瞬しゆんで消え去ってしまった。この手紙一つで心も身体も羽のように軽くなったように感じる。

　フィフニスはクロムから届いた短い手紙を胸に抱だきしめ、彼に語り掛けるように、

「………クロムだってちゃんと誠実ですよ」

　と小さく呟つぶやいた。そして急いで引き返すように皇宮へと足を向けた。それは彼の手紙にある、ユースティナ皇女から聞かねばならないことがあったからだ。

（こんな時間にいきなり行って、お会いになってくれるだろうか……）

　そう心配になる気持ちもあったが、どうしてか身体の方が先に動き出していた。




　捕虜であるダグラスたちの収容所の朝は早い。日が昇るよりも前に管理官が起き床しようのラッパを鳴らし、点てん呼こが行われる。その後、中庭で早はや駈がけ、組手などの運動をし汗あせを流す。一通りの事が終わると、再び点呼をし牢ろうへと戻され休憩時間となる。それから食事を摂とり、なんと労働をさせられた。しかしそれも鞭むち打つ管理官に従じゆう順じゆんに従うようなものではない。荷物の運び込みや、その確かく認にんをし、欠けつ陥かんがあればそれを修繕するといった作業だった。更に驚おどろいた事には、その労働に対し賃金が払はらわれることだった。管理官に頼めば物品を買い求める事もできる。勿もち論ろん脱獄などの理由から、なんでも買えるわけではない。

　しかしこの待たい遇ぐうにはダグラスを始め全員が目を丸くするばかりだった。一日中、日の当たらぬ地下牢に閉じ込められるか、人里離れた山中で強制労働を強しいられるものだとばかり思っていたからだ。

　その日ダグラスは、少し遅めの朝食を摂とっていた。そんなダグラスに声を掛けてきたのは、千人長補佐であったルービル・レザンであった。

「よっ、ダグラス」

　呼ばれたダグラスは言葉少なに「なんだ？」と答える。と、ルービルは隣の席にドカッと座すわりヘラヘラとした笑い顔をする。ダグラスは内心、先日の大泣きは何だったんだ、と思いながら無言で返した。するとルービルは食事を摂とりながら軽快にしゃべりだした。

「これからどうするよ？　生き残った千人長は俺おれとおまえだけだ」

　正しくはルービルは千人長補佐だ。千人長ではない、とダグラスは思ったが敢あえて指し摘てきする気にもなれず口を噤つぐんでいた。

　この前の海賊偽装作戦に於おいて、千人長であるダグラスと兄のイジャが徴ちよう集しゆうされた。そして緊急の極秘作戦であったため、千人長補佐二名が急きゆう遽きよ用立てられた。兄はクロムの手に掛かり戦死。そしてもう一人の千人長補佐も奴やつの作戦で戦死していた。

　結果生き残ったのはダグラスとルービルだけなのである。

「しかし全くついていないよな。あの作戦がうまく行っていりゃ、俺は正式に千人長に昇格してたってのによ……」

「ツキで負けたんじゃない」

「かーっ、言うねえ。じゃあなんだい？　俺たちが弱かったっていうことか？」

　あれは完全に自分が相手の策に負けたのだ。ダグラスはそう思ったが、やはり口に出そうとは思わなかった。ルービルに言っても解わからない、そう思ったからだ。

　ルービルはここぞという時に限って、運を天に任せるところがある。一介の兵であるならそれでもいい。いや、兵とはそういうものだ。幾千もの人間が犇ひしめき合う戦場を前にすれば、人間の頭の中は真っ白になる。その時、調練で叩き込まれた命令を純粋にこなすことが出来れば、それは兵としては合格点と言える。

　しかし指揮官がそうなってはいけない。指揮官は状じよう況きようを見極め、判断し、命令を下さねばならない。運を天に任せるなどもっての外ほかだ。そういうところで、ダグラスはルービルとは相いれない感情を抱いていた。

　と、そこへ捕虜収容所の管理官がやってくる。

「ダグラス！　面会だ！　来い！」

　するとルービルはパッと顔を明るくしてダグラスの袖そでを握にぎり込んだ。

「おい、ダグラス！」

「なんだ？」

「もしかして、またフィフニスちゃんか？　そうなんだな？　おい、頼たのむ俺も連れていけ！」

「何な故ぜおまえも連れて行かねばならん？」

「決まってんだろうが、フィフニスちゃんは俺たちの天使だろうが！」

　握りこぶしで力説するルービルを押しのけダグラスは立ち上がった。

　先日のフルクロ港でフィフニスに言われた事が相当心に響いたらしい。あれから寝ても覚めてもルービルは「フィフニス、フィフニス」と口にする。部下たちには幾度もその様子を語って聞かせていた。男所帯の捕虜収容所の中で、見たこともないフィフニスという少女の話は非常に受けが良かったのだ。ダグラスは、ルービルがてっきり彼かの女じよに惚ほれてしまったのかと思ったが、どうやらそうではないらしい。ルービルにとってフィフニスは先ほど口にしていた通り『天使』らしいのだ。その辺はダグラスには理解しがたい。

　そんなルービルを無視しながらダグラスは呼ばれた方に足を向けようとした。するとちょうどそこへ管理官の後から、例の少女――フィフニスがやってきた。

「ひょおおー―――！」

　テンションが上がるルービルに続いて、全く女性を目にしていなかった兵たちもそれに続いた。ダグラスは溜ため息いきを投げかけながら、

（やれやれ、天使様が直じき々じきにいらっしゃられたか……）

　と皮肉な感想を内心で漏らす。すると入ってきたフィフニスは管理官に向かいはきはきとした口調で話し出す。

「大だい丈じよう夫ぶです、ここで話させてください」

「いや、しかしこやつらは……」

「いいんです、ここで話したいのです」

　名はフィフニス・マカオンと言っていた。だとすれば、あのカウフマン・マカオンの親族であるかもしれない。しかし今のダグラスにとって、それはどうでもいいことだった。

　彼女は８００人の兵たちの中に堂々と入ってくる。そしてダグラスの前までやってくると、礼儀正しく頭を下げた。

「おはようございます」

　そんな彼女の挨あい拶さつにダグラスは無言で返した。

（いいとこのお嬢さんなんだな）

　ダグラスはいつも彼女の折り目正しい挨拶を前にそう思っていた。そして今日も変わらず、その挨拶を無視する。しかしフィフニスは気にしていないのか、そのまま話を続けた。

「今日はダグラスさんだけでなく、皆みなさんにも話があって来ました」

　いつもとは違ちがう話の流れに、ダグラスは思わず顔を上げ目線だけ彼女に向ける。

「現在のリジア宗旨国家の状況は、私よりも皆さんの方が詳くわしい事と思います。一般市民……特に農耕や放牧を主として職業としている人々は、重税により食べるのに事こと欠かく日々を送っております。では重税によって搾さく取しゆされたものは一体どこへ行くのか？　それはリジア宗旨国家が抱える、１４０万の陸海軍に投入されているのです」

　彼女の言葉にリジア海兵たちは一様に驚きの表情を浮かべた。無理もない。学もなく、ただ食うためだけに軍に入ってきた一兵卒たちに、国の金の流れなどわかるはずがない。誰に聞いたか、軍なら飯が食える、という言葉だけを頼たよりに村から飛び出してくるのだ。

「きっと皆さんの中にも、重税に苦しんで反乱を起こした村を目の当たりにしたことがある人もいるでしょう。しかしその反乱はどうなりましたか？」

　誰も答えようとはしなかった。重税に苦しんだ最下層の民の末路は、とても悲惨な結末しか待っていなかったからだ。

「反乱は民の声です。それが聞き入れられず、国が舵かじ取とりを間違えれば、多くの民が飢うえに苦しむことに………」

「やめろっ!!」

　ダグラスの声は堂内に響き渡った。耐たえきれなかった。

「おまえに……おまえに何がわかる！　おまえのような小娘に、俺たちが苦しんできた何がわかるっていうんだっ！」

　そう言い放ったダグラスを、フィフニスの瞳ひとみがまっすぐに射い抜ぬいた。

「わかりません」

「………なっ!?」

「私には皆さんがどれほど苦しんで軍に入ったのか何一つ知りません！」

「ならば余計な事を口にするなっ！」

「でも………そのリジアを救う方法は知っています！」

　彼女の言葉に皆がどよめいた。飢うえに晒さらされるリジアを救う方法……そんなものがあるはずがない、そう思ったダグラスはさらに大声を発していた。

「嘘を吐つくな！」

　強く放たれた声にもフィフニスは動じなかった。

「おい、調子のいいことを言うな。何が飢えのないリジアだ？　戦争というものは、相手の国を蹂じゆう躙りんする事だ！　文化も宗教も全部破壊し尽つくされる、それが戦争だろう！」

　リジア宗旨国家の年代記に残る何百年も昔には、現在のリジア領土内には幾いくつもの民族と、幾いくつもの宗教が犇ひしめいていた。しかし今現在、それらの宗教や文化は一いつ切さい残っていない。全すべてを破壊し尽つくし、現在のリジェル教の色に染め上げ改宗させていった結果が今の国家体制。それをわかっておいて、彼女の言うことなど信じられるはずもなかった。

　しかし彼女は決然とした態度でダグラスに向かう。

「そのような戦争はしません！」

「なにぃ？」

「我々はリジア宗旨国家の文化も宗教も残します。その上で協和した社会を作ります」

「不可能だ！　どうやってそれを証明する！」

「証明ならできています」

「……なんだと？」

「フルクロ地区です。我々はフルクロ地区に於おいて宗教文化を壊さずに両者が共生できるかを５年間見続けました。現在、反乱や反発はありません。また宗教が自由であることを理由に近年難民が次々にフルクロ地区に流入しています。その事実はご存知ですね？」

　確かに難民がリジアからフルクロへ流出している事は聞いたことがある。陸軍が国境線に警備隊を配備する程ほどであったという報告も聞いていた。

「我々はフルクロ地区のような統治をすることで、リジア宗旨国家の体制を変えようと考えているのです」

　そこでダグラスは徐おもむろに立ち上がった。

「おい、その話……おまえさんの言葉じゃないな？」

　そう言うとフィフニスは少しシュンとしたように目を伏ふせる。

　当然だ。嘘か真か定かではないが、こんな子供が考えた言葉とは到とう底てい思えない。少なくともここ数日、彼女と向き合ったダグラスにとって、彼女の変わりようは別人かと思うほどだった。

「誰からの入れ知恵だ？」

　するとフィフニスは、再びダグラスに顔を向け、

「グラウスタンディアを救う人たちです」

　と言った。その彼女の瞳は、自信に満みち溢あふれていた。疑いを持たぬ者だけが見せる表情。

　そして何よりも驚いたことに、彼女の言葉に心を揺ゆさぶられたのか兵たちが皆、動どう揺ようしていたのだ。

　その事実に思わずいきり立つダグラスに、ルービルが割って入る。

「な、なあダグラス、そんな熱くなるなよ」

「黙だまっていろルービル！　貴様らもだ！　おい、小娘！　リジア海兵を舐なめるな！　我々はそんな口先だけの交渉に騙だまされるほど馬ば鹿かではない！　とっとと帰れ！」

　しかしフィフニスは一いつ切さい臆おくするような素振りも見せず、しゃんとした姿勢で皆に聞こえるように言った。

「どうかもう一度お考えください。それでは失礼いたします」

　それだけ言うと彼女は捕虜収容所の食堂を出ていった。それと同時に、全員が騒めき始める。他でもない、今の彼女の話について、全員が口々に言い合っているのだ。

　ダグラスはその声を聴きながら頭を抱えた。

　自分がどうなろうと構わない。多くの兵を失い、作戦に失敗した自分が責任を取るのは、当たり前のことだ。死し刑けいにでも拷ごう問もんにでもかけたらいい。兄の仇かた討きうちにも失敗した自分には何も残されてなどいない。いや、残されているのだとしたら、それはただ一つ――他でもなく部下たちの事である。

　彼かれらの解放――それこそがダグラスの最後の仕事とも言える。しかしそれは限りなく不可能なことであった。国家間の交渉材料になるどころか切り捨てられた自分たちに使い道などはない。だからあの少女の申し入れは願ってもない事なのだ。

　しかし反はん駁ばくする感情がそれを押し留め、あろうことか怒鳴り散らしてしまった。それも年とし端はもいかない娘むすめに対して。自分の器うつわの小ささを思い知るようだった。

　兵たちの安否を考えるなら、今の条件を飲むべきなのに。

　それに一兵卒の兵たちの気持ちはダグラスには痛いほどわかる。

　専業の軍人として千人長を任されるまでになったとはいえ、元を正せばダグラスは農村の出であった。多くの兄弟が食うに困って、兄イジャと共に口減らしのために家を出された。そういった人間の行きつく先は、リジアには軍しかなかった。

　今ここにいる部下たちも、同じような理由で軍人になったことをダグラスは知っている。

　それがわかっているのに、どうして彼女の要求を飲めないのか。そんな物思いに耽ふけっているダグラスの下へ、ルービルが声を掛けてきた。

「なあダグラス」

「……なんだ？」

「……おまえ、もしかしてつまらねえ事に引っかかってねえか？」

「なんだ、つまらん事とは？」

「いや………おまえが首を縦たてに振れねえ理由はフィフニスちゃんじゃねえよ」

「なに？」

「おまえがあの娘この申し入れを受け入れらんねえ理由は、おまえ自身だよ」

　ルービルの言っている事の意味が解らなかった。自分自身に理由がある、とは一体どういうことか？　全く見当もつかず呆けたような顔をすると、ルービルはクックッとわらった。

「わかんねえよな、悩んでる本人には。俺はわかってるぞ。でも、まあ……自分で導き出せや。その方がいいって事も知ってる」

　ダグラスは答えられなかった。どう言っていいのかすら解らない。

「いいじゃねえか、飢えないリジア！　ここにいるみんながそれを願ってるよ。だからおまえが最後に決めろ。誰についていくべきか。ま、俺たちの天使フィフニスちゃんの為ためだ、さっさと答えだせよ」

　ヘラヘラと笑うルービルは、そう言うと食堂の椅い子すに腰こしを掛けて雑談を始めてしまった。

　そんなルービルたちから目を背そむけ一人物思いに耽ふけっていると、街の方から流れてくる音楽が耳に入ってくる。

（……またか）

　皇都シオニアは音楽に溢あふれる街だった。常に街のそこかしこで楽器の音ね色いろが響いている。そんな演奏される音楽の中に、時折リジア民謡が交じっていた。それはリジア宗旨国家の人間なら身分や階級に拘かかわらず、誰しもが耳にし口ずさんだ事のある曲。『星の唄』だ。

　星座の名前を親が子に教える時に歌う子守唄。どんなに旅人が道に迷おうとも、空を見上げれば星が道を繋つないでくれる、そんな歌詞だった。

　幼い日に母親の背に負ぶわれて見上げた夜空が目に浮うかんだ。一点の曇くもりもない美しいリジアの夜空。瞬またたくこともない程ほどに美しい星々。その澄すみ切った空気の中に、流れるように響く母の歌声。

　リジア兵の誰かがそれを呟つぶやくように歌い出した。つられたように一人、また一人と星の唄を口ずさむ。誰の目にも薄うつすらと涙なみだが浮かんでいた。

　飢えさえなければ、今も自分は父や母、そして兄弟たちと共に暮らしていたのだろうか。

　そんな思いがダグラスの胸中を過よぎった。ありもしない夢想。叶えられるはずもない願い。ただどんなに押しとどめようとしても、その想像は尽つきる事無くダグラスの胸の中に渦巻いていたのだった。

「……………飢えぬリジアか……」

　あの少女、フィフニス・マカオンの語った言葉が妙に耳の中に残った。




　バハマ強行軍への夜や襲しゆうから一週間後の事。度たび重かさなる計略によりバハマ強行軍はかなりの後れを取りながらの行軍を続けているようだ。

　その日もラング騎兵隊はいつもと同じようにバハマ強行軍の前に姿を現す。

　が、どうした事だろう。バハマ強行軍は進軍の足を止めない。どうやらあちらは、こちらが本気で戦やりあう気はない、という事に察しが付いたのだろう。先日、夜襲を仕掛けた後は、あちら側の緊きん張ちようが高まり、少しでも姿を見せるとすぐさま反応を見せた。更さらに常に臨戦態勢を整えながらの進軍に切きり替かえ、速度は低下し、兵たちには疲労の色が見えた。しかしそういう状態も数日間だけの事だった。その後はクロムの言う通り、一度も夜襲も何もせずにいたら、あちらは馴なれたのだろうか、こうしてこちらを無視するようになったのだ。

（これもクロムの予想通りか……面おも白しろくねえ）

　内心毒づきながら、ラングは命令を発する。

「第二段階に移行する。一いつ旦たん引くぞ」

　２５０騎きのラング隊は後から来る別働隊の２５０騎と合流した。そこにはクロムとガジェルの姿もある。後ろで巨きよ大だいな山犬に乗ってちょろちょろしながら何か食べているのはクロムの連つれだろう。

　ラングはクロムに近づき、今見てきたことを話す。

「――つーわけだ。予定通り、次の作戦に移るぞ」

「了りよう解かいしました。おそらく目標は列の１里半（約４・５km）程ほど行った所くらいでしょう。あまり離れた場所にあっても仕方がないでしょうから」

「クロムはどうするんだ？」

「回り込みます。１００騎ほど貸してもらえると助かりますね」

「助けてもらうのはこっちだ。わかった、第二班から１００人、連れていけ。残りは俺の班と合流だ」

「ありがとうございます。とりあえず、僕らの経路は迂う回かいする関係上ラングさんたちより遅おそくなります。どうかそれまでは耐たえ忍しのんでくださいね」

「わかっている。それ程ほどラング騎兵隊は弱くない」

「そう信じています」

　そうしてクロムが連れた１００騎は再びバハマ強行軍の前に姿を見せる。勿もち論ろんバハマ強行軍は全く取り合おうとはしない。攻せめてこない騎き兵へい隊たいに恐怖など抱いだく必要がないからだ。

「では、ラングさん、後のちほど」

　というと、クロムの騎兵隊はバハマ強行軍の目の前を横切り東側に向かって疾しつ駆くしていった。ラングは４００騎を連れ西側の山道へと入り、岩石ばかりの山道を駆かけた。

　途と中ちゆう幾いく度どかリジア側の斥せつ候こうに遭そう遇ぐうしたが、有う無むを言わさず斬り伏せた。

　敵の目を掻かい潜くぐりラング騎兵隊は長ちよう蛇だの強行軍の列の中腹までやって来る。脇わきにいた遠とお目め役やくがラングへと小声で耳打ちをした。

「目標物発見」

　頷うなずき返かえしたラングは、辺あたりをぐるっと見渡す。この辺りはクコノスの谷に近くなるせいか、街かい道どうを中心にして緩やかな傾けい斜しやになっている。馬で駆け下りればあっという間にバハマ強行軍に衝突することになるだろう。その間、遮さえぎるものがないのが問題ではあった。それは相手に発見されるのが早いことを意味する。

（さて……反対側のクロムの方はどうだろうな……）

　そう思いながらもあまりクロムが来るのを待ってもいられない。それというのも、先ほどリジアの斥せつ候こうを倒しているからだ。何い時つまでも戻もどってこない斥候に、リジア側の緊張が高まり、戦闘態勢を取られてはならない。あくまで、グラウスタンディアはこけおどししかしない、と油断していてもらわねばならないのだ。

　ギリギリの塩あん梅ばいでラングは作戦の決行を決意する。

「これより第二段階、突とつ貫かん作戦を行う」

　そう告つげると騎馬兵たちは徐おもむろに頷うなずき返した。その顔には緊張と同時に、溢あふれんばかりの恐怖が見て取れた。どの兵も手足が小刻みに震えている。

　無理からぬことだ。たった４００人の騎馬隊が、15万の強行軍にぶつかるという事。その事実だけでも恐ろしい。そして目の前には長蛇の行軍の列。最前列も最後方も見えない程ほどの人の波。軍ぐん靴かが掻かき鳴ならす無数の足音は、地獄の底から響く唸うなり声ごえにも聞こえてくる。

　恐怖に呑のまれない方がおかしい。それでもラングは隊員たちに睨にらむような視線を向ける。

「貴様ら、本当に生きて帰りたいと思うのなら、人間であることを忘れろ。おまえたちは一個の歯車であることを忘れるな。俺たちは全員で一つの機関しかけ。そしておまえたちは誰だれに恥はじることのない立派な歯車だ。誰だれ一人ひとり欠けてもこの機関は機能しない。しっかりと回れ」

「「「はい！」」」

　騎馬兵たちの顔つきが変わった。人間味を削そぎ落とした鋭するどい刃は物もののような眼光。彼らは感情を凍結させることで皇国最強の騎兵隊と呼ばれるほどの力を持ったのだ。

「……よし、行くぞ。前衛、戦闘用意！」

「前衛、戦闘用意よーし！」

「後部隊、火矢用意」

「後部隊、火矢用意よーし！」

「よし、ラング騎兵隊！　突撃っ！」

　先頭に立つラングの号令で一いつ斉せいに馬が疾しつ駆くした。前衛たちが剣けんを抜き放ちラングの後を追う。突とつ然ぜん山間の岩山から現れ突進してくる少数の部隊に、リジア強行軍もさすがに行軍が止まった。

　しかもこんな中腹に突然切り込んできたことに、驚きを隠かくせない様子だ。

　そんなリジア陸軍の長い列の横っ腹目がけ、先頭を走るラングが突撃をかける。

「死にたくない者は道をあけろおおぉぉ！　グラウスタンディア皇国騎き兵へい隊たい、ラング・クランツが押し通おおおおぉぉぉっる!!」

　その名を聞いたリジア兵たちの顔が一いち様ように青ざめた。騎兵隊の中でも、最強と言われるラング騎兵隊。その前に出れば首と胴が必ず離はなれる、と言われるほどの強さは、リジアの新兵であろうと耳にしたことはある筈はずだ。

　馬上から帯たい剣けんを振り回し、目の前に槍を突きだそうとした者の首を連続で刎はねていく。更にその後ろから４００もの騎兵隊が突進していく。

　バハマ強行軍は前方ばかり狙われていたせいか、中腹の兵たちには緊張感がない。そのせいでリジア陸軍は一歩出遅れた。狼ろう狽ばいを露あらわにし、武器を番つがえようと兵たちの隊列は乱れる。

　状況を知らぬ後方は、変わらず前進を進めるため、人と人が折り重なりあい、その乱れ方は尋じん常じようなものではなくなった。

　さらに突破力では馬の力は凄すさまじい。飛び込んでくるリジア兵を次々に撥はね飛とばし、先せん鋭えいたちの剣がリジア兵を襲う。ラングの部下たちは完璧に息を合わせてリジアの隊列を崩していく。一人が突きだされた槍を受け、そのすぐ後ろの兵が敵に剣を突きだす。調練で叩き込まれた寸分たがわぬ連携を見せるラング騎き兵へい隊たい４００騎は、まるで一個の巨大な生物であるかのように、リジア軍バハマ強行軍を蹂じゆう躙りんする。

　するとリジア強行軍の指揮官の声が木こ魂だました。

「隊列を整えろ！　敵を囲めっ！　相手は少数だ！」

　緩ゆるい傾けい斜しやであるとはいえ障害物がないこの辺りで、広範囲に展開され隊列を組まれるのは危険だ。数では圧あつ倒とう的てきに勝るリジアに、ラング隊は一たまりもなく潰つぶされるだろう。

　あちらの指揮官の判断の速さにラングは一度舌打ちをすると、こちらも命令を放つ。

「列を突破しろっ！　囲まれる前にだっ！」

　全員が一枚の岩のように固まり、囲みを掛けてくるリジア兵を切り裂く。

　そしてラングは目標物を確認し大声を放つ。

「輜し重ちよう車しや、左前方！」

　ラングの狙ねらった物は大量の食しよく糧りようを積み込んだ輜重車の列だった。火矢の飛ひ距きよ離り圏けん内ないに入り、隊列を輜重車の列と平行に展開する。

「火矢、放てぇ――っ！」

　ラングの命令で、後方に控ひかえていた弓兵が、一斉に火矢を放った。

　火矢は兵たちが引いていた輜し重ちよう車しやに燃え移る。大量の食糧が積み込まれた輜重車に炎ほのおは容た易やすく燃え移り、ごうごうと音を立てて炎上しだす。

　元より少ない食糧で強行軍をするリジア軍。僅わずかな食糧の一部を焼かれれば、相当な痛手となることは確実なのだ。これが当初より目的としていた敵食糧の焼き討ちである。だがこれには高い危険が伴ともなう。それは他でもなく、15万のリジア兵たちからの戦せん線せん離り脱だつだ。

　街道を進むために10列で行軍するリジア軍。なので一斉に15万を相手にするわけではない。だからと言って、すぐさま応戦できる兵だけでも２０００以上はいる。ラングたちの５倍の数だ。

　そのリジア兵たちは上官の指示に従い、すぐさま隊列を整え、ラング騎き兵へい隊たいを囲みこもうとして来る。たとえ突破力がある馬を用もちいても、数の暴力にはかなわない。

　馬の歩が止まれば死に直結する。

「絶対に止まるな！　走れ！　走れ！」

　剣を構え槍を突きだすリジア兵を次々に斬り伏せるラング。だが包囲の手は次し第だいに厚くなる。退路は狭せばめられ、疾しつ駆くする馬の速度が落ち始める。

「ラングの首を取れっ！」

　リジア指揮官の気き勢せいにリジア兵たちも勢いづいた。隊列が整い、幾いく重えにもラングたちを取り囲む包囲網が完成する。

　そしてその包囲の輪が狭せまくなり始めると、馬の速度が次第に低下していった。このまま歩みを止めれば、すぐに槍の餌え食じきになる。必死で馬に鞭を入れ剣を振るった。しかしリジアの隊列は的確にラングたちを包囲の中心へと誘い込み、逃げ道を封ふうじていった。

　その時、戦場にけたたましい獣けもののような声が響き渡った。

「きょぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ!!」

　思わずラングだけでなく、その場にいた者全てが声に引き寄せられた。

　ちょうどラングたちを取り囲む隊列の反対側から奇き声せいを上げて突進してくる影かげ。

　なんとガジェル・プリアモスが大剣を振り回し列へと突進してきたのだ。

　そしてそのすぐ後にはクロムと騎兵隊１００騎が追走する。

「敵兵を分散させます！　全員ラングさんの部隊の反対へ進行！」

　クロムの指示に合わせ、１００騎はラング隊から距離を置いて応戦。自おのずとリジア軍は二分され、ラングたちの包囲網も手が薄くなる。

「よし、突破する！　続けっ！」

　ラングは命令を下すと同時に馬に鞭むちを入れた。そして反対側で応戦するクロムたちを一いち瞥べつした。

　先頭を駆けるガジェルは大剣を振り回し、リジア兵を薙なぎ倒していく。その凄すさまじさは尋じん常じようではない。人が両手でなければ持ち上がらない程ほどの大剣を片手で振り回し、その一いち撃げきで10人でも20人でも薙なぎ払う。

　更に後方のクロムの指示が的確であった。次々に取り囲んでくる兵たちの包ほう囲い網もうの一番薄い所を的確に見抜き、そこに向けて突進を掛かける。その指示も、

「はい、ちょい右………思いっきり左！　はい、反転！」

　かなりの細かな指示を次々に出だしていく。その間、クロムに追つい従じゆうする兵は何も考えず、ただクロムの後に続き、降りかかる火の粉を薙なぎ払うのみ。しかしそれだけに没ぼつ頭とうしている兵は強い。一点の事のみに集中した人間の強さをクロムはよく理解していた。それはラング騎兵隊が今までそうできるように調練してきたからに他ほかならない。

（あいつ……使いこなしてやがるな……うちの騎兵隊を）

　そう思いながら、ラングはすぐさま自みずからの兵たちへ指示を出し、包囲網を突破した。

　ちょうどそこへ、バハマ強行軍の前方からクロムたちに向かい馬に鞭を入れる影が見えた。ラングはその姿に、少なからず見覚えがあった。リジア陸軍大将の一人だ。

「我はガラム・オルクラッド！　いざっ尋常に勝負せい！」

　土つち煙けむりを上げながら抜ばつ刀とうしたガラムは、勢いそのままに斬りかからんと、更さらに加速する。

　ラングの知るガラムは途と轍てつもない剣豪だ。まっとうに斬り合えば一たまりもない。一瞬クロム側に加勢に行くべきか悩みが生じる。しかし一ひと纏まとまりになれば敵の思うつぼだ。

　分散したこの作戦の意味がない。するとクロムは向かってくるガラムを一いち瞥べつすると嫌いやそうな顔を浮かべた。

「うわっ、また出たよ、あの人」

　するとガラムの方もクロムに気が付いたのか好戦的な笑えみを浮かべた。

「むっ!?　貴様は先日の小僧！　さあ、いざ尋じん常じように勝負っ！」

　巨大な曲刀を振り回すガラムに、クロムがすぐさま隊の進路を転ずる。

「はい、全員りだーつ！」

　追走しようとするガラムを無視し、クロムたちは戦線を離脱する態勢に入った。

「はい、右側の人たちは敵を殺さないで！　受け流すだけにしてね！　ガジェルもだ！　聞こえてる？　……聞こえてないなぁ」

　ガジェルが目の前の人間を次々に斬り割き突破口を開ける。そしてクロムの指示通り、右側に展開する兵たちは敵を殺さず受け流すに留とどまり、的確にリジア軍を脇わきに避よけていく。

　そして避よけられたリジア兵たちが人の壁かべとなり、ガラムの行く手を阻はばんだ。

「おまえら、道を開けろっ!!」

　と怒ど声せいが頭の上から降り注ぐと、リジア兵は咄とつ嗟さに道を開ける。しかしその頃ころにはもう遅い。クロムたちの隊は、ガラムとの距離をどんどん開けていく。

　がその時、敵将ガラムはラングなど到底考えつかない行動に出た。

「待てぇぇぇぇ小僧ぉぉぉぉぉっ！」

　言うと同時に目の前のリジア兵を曲刀で薙なぎ払い、馬が踏ふみ潰つぶし血道を切り開いたのだ。いくらリジア宗旨国家が兵を駒こまとしか考えないとはいえ、これはあまりに異常ともいえる行動。考え方、文化の違いをまざまざと見せつけられた思いだった。

　そんな凶きよう行こうに打って出るガラムにリジア兵たちは隊列を乱みだし逃げ惑まどい、あっと言う間にクロムたちに通じる道が開かれた。追走するガラム。クロムは一いち瞥べつし、顔を顰しかめる。すると、脇にいたガジェルが笑いながら彼に声を掛けた。

「クロム、戦っていい？」

「ダメだ」

　クロムが即答するが、既すでにその前にガジェルは動いていた。

　騎兵隊の後方へ下がると、手にした大剣をガラムに向ける。

「おーい、俺が相手になるから！」

「何をっ!?　貴様なんぞにこのワシの相手がつとまるかっ！」

　言うと同時にガラムの曲刀と、ガジェルの大剣が交わり反動で両者が弾かれた。馬上でバランスが崩れるもすぐに体勢を立て直し、斬きり合あいが始まった。

　どちらも膂りよ力りよくが拮きつ抗こうしている。ガラムは心底嬉うれしそうな顔で曲刀を繰り出す。

「ほほう、貴様もやるではないかっ！」

　変幻自在に突き出される曲刀はガジェルの腕うでを、頬ほおを、腿ももを斬りつけていく。だが、どれも決定打にはならない。絶妙な間合いでガジェルが躱かわし続けているのだ。

　一見ガラムの方が優勢に見えた。狂戦士とまで言われたガジェル・プリアモスは圧おされているかのように映うつったのだ。実際ガジェルはどこか上の空のような顔で、ガラムの剣を受けている。

「小僧っ！　戦場を舐なめるなっ！　そんな虚うつろな覚かく悟ごで、戦いくさを愚ぐ弄ろうする気かっ！」

　聖域を汚されたかのように怒いかりを漲みなぎらせ、ガラムは曲刀をガジェルの首目がけ振ふりかぶった。

　ガギィィッ！　鉄と鉄がぶつかり激しく火花が散った。

「あ、思い出した」

　パッと顔を明るくしたガジェルは満面の笑みを浮かべながら、ガラムの曲刀を跳はね返かえす。

「そっか、曲刀って曲がってるから距離が取りづらいんだ。そっか、そっか」

　直剣と比べ、曲刀はその湾曲した形から突きなどを放たれると、距離を目もく測そくするのが困難な武器である。ほんの僅わずかに目測を誤あやまったが為ために、致命傷を負うのは戦場の必定だ。

　ガジェルが言っているのはその事であろう。だから今の今まで、それを思い出すために、ぼんやりとガラムの剣を受けながら思い出そうとしていたのだ。

「うははは、わかった！　だからこうだ！」

　言うと同時に放たれたガジェルの大剣は、曲刀を捉とらえると的確に弾きガラムが仰のけ反ぞった。

「なにっ！　まさか……！」

　形勢が逆転したかのようにガジェルが好戦に打って出る。

　次々に繰り出す剣けん戟げきがガラムを追い詰めていく。

「楽しかった。じゃあ、死んでくれ」

　小間使いにでも頼むかのような口調でガジェルは大剣を上段に構え、真まつ直すぐぐに振り下ろそうとした。

「やめろ、ガジェル！」

　が、そんなガジェル目がけ石の礫つぶてが飛んでくる。

　石の礫つぶてを放ったのはなんとクロムだった。

　豪速で飛来する礫をガジェルは体勢を捻ひねり片手で叩たたき落おとす。

　が、その隙すきをガラムが見み逃のがす筈はずもなかった。すぐさまその間かん隙げきを狙い、曲刀を水平に繰くり出す――かに見えた瞬しゆん間かんガラムの体勢が崩れた。

「ぬおっ！」

　なんと乗っていた馬が身を崩くずし、ガラムごとその場に崩れ落ちる。

　いったい何が起こったのか解らないような顔でガラムは土つち埃ぼこりに塗まみれた。

　それはなんと馬の前足をクロムの山刀がすっぱりと切り落としたからだった。

　ガラムの注意をガジェルに向けさせ、クロムが間合いに入り、斬り込んでいたのだ。

　そんなクロムは馬の片側に重心を据すえ、落ちてもおかしくない程ほどに傾けい斜しやさせた体勢を取っていた。そして片かた腕うでで振り落とされないように手た綱づなを握り、もう片方の手にした山刀でこの馬の足を斬ったのだ。

　そんなクロムはすぐさま体勢を立て直し馬の鞍くらに戻ると、ガジェルを軽く小突く。

「殺すなって言ったろ」

「えーでもおもしろそうだったし」

「将軍なんか倒してしまったら、敵の士気が上がってしまうって前に言ったじゃないか」

「そうだっけ？」

　と話しながら退却の列へと戻っていった。

　そんなクロムたちが注意を余計に引いてくれたおかげで、ラングたちの隊も離脱する態勢が取れた。取り囲むリジア兵を弾き飛ばし山道へ向け疾しつ駆くする。

　するとラングを追うリジア士官はさらに追撃命令を放つ。

「絶対に逃にがすな！　殺せっ！」

　ラングたちを乗せた馬は全力で疾駆する。後方から矢が放たれるが、騎兵隊は易やす々やすとそれを帯剣で叩き落とした。そしてバハマ強行軍との距離をどんどん開けていく。

　追つい走そうしてくるリジアの馬が追いつく様子はない。そのまま距離を取り山道へと駆け込み、そして来た道を引き返した。どうにか合流地点までやってきたところで、クロムたちの隊が帰き還かんするのを待った。

　半刻もしないうちに迂う回かい路ろを回ってきたクロムたちの隊も帰還した。

「ご苦労だったな」

「まあ、それはお互たがいさまってことで」

　生意気な口を利きくようになったものだ。ラングは悪あく辣らつな笑みを浮かべながら、駐ちゆう屯とん地ちへと向かった。道々クロムと今後について話す。

「とりあえず輜し重ちようの一部は焼き払ったし、これで随ずい分ぶんあちらには痛手を負わせたんじゃないか？」

「そうですね。全部は無理でも、パッと見た感じではかなりの量でしたから」

「とはいえ、これで引き返してくれるほどあちらさんは甘かねえぞ」

「勿もち論ろんそうでしょうね」

「次の策は考えてあるのか？」

「はい。次はですね………」

　帰路の間にこれからラング隊がするべきことをクロムが詳しよう細さいに語った。いつも以上に細かな指示に、ラングは聊いささか慌あわてた。

「おいおい、まとめて一気に言われても覚えられねえよ。それにおまえがいるんだから、その都つ度ど指示をだしゃいいじゃねえか」

　するとクロムは首を横に振り笑った。

「いえ、僕ぼくが指示を出せるのはここまでなので」

　そう言ったクロムに、ラングは意味が解わからず口をあんぐり開けた。




　その日もダグラスの下もとには足あし繁しげくフィフニス・マカオンがやってきた。当のダグラスはあの日以来、ただ無言を貫つらぬいている。しかし彼かの女じよは諦あきらめる事無く、リジアをどのように繁はん栄えいさせるかを語っていった。誰かの受け売りなのか、たどたどしい口調ではあったが、しかし内容を違たがえるような事はなかった。それ故ゆえに、彼女が明確な絵を見て、ダグラスたちに語っている事は確かであった。

　気が付くと兵たちはフィフニスの話に必死で耳を傾かたむけるようになっていた。兵たちにとっては、国全体の事よりも故こき郷ようの事が大事なのだ。自分の故郷がフルクロ地区のように発展し、宗教の自由を認められ、文化を保ったままに存続し続けることが出来るのなら。誰もが心の中でそう思っているのが手に取るようにわかった。

　フィフニスの誠実な兵たちとの向き合い方は、彼らの心を動かしていたのだった。

　彼女の兵たちとの接し方はリジアとは完全に異ことなっている。

　リジア軍の考え方として、人海戦術を至し高こうの戦いと考える風潮がある。数の利で敵を圧倒するという事こそ、国の力の強さであると考える風潮。それは逆に言ってしまえば、兵をただの捨て駒としか見み做なさず、死ねば補充する道具と変わらぬ扱あつかい。

　いつしか自分もそう言う考え方に染まっていた。

　だからこそ兵たち一人一人に目を配るフィフニスの姿勢はダグラスにとって目が覚めるような思いだったのだ。自分も一兵卒の頃は、兵を大事にする士官であろうと心掛けていた。それでもいつの間にか自分もリジアの考え方にすっかり染まっていた。

　強い者しか生き残れない軍隊に於おいて、強くあろうとすることは当たり前の事。でなければ生き残ることなど決してできない。一兵卒の自分が千人長となる為ためには、リジアの色に染まることが必要だった。

　だが今こうしてフィフニスと毎日話すようになり、自分の初しよ心しんを思い出し心臓をつかまれるような思いに駆かられる。

　するとそこへルービル・レザンがやってきて声を潜ひそめた。

「おいダグラス。まだ意地を張ってんのか？」

　訳知り顔をするルービルを、ダグラスは無視して窓の外に目を移す。

　するとルービルは、やれやれと溜ため息いきを吐きながら笑った。

「想像以上におまえは鈍くて石頭だな」

「なんだと？」

「おまえだって食い物が無くて、悲惨な光景を幾いくつも見てきたんじゃねーの？」

　そう言われダグラスは言葉に詰まる。

　食べる物がなく、口減らしに殺される赤子の姿。泣きながら幼い子供の首に手を掛けねば、一家が全滅するような困こん窮きゆう。貧しい村にいれば、いやでも目にしてしまうものだった。あんな光景は二度と見たくなかった。

　するとルービルは腕を組みながら皮肉な笑みを浮かべる。

「正直フィフニスちゃんの言ってる事は甘あまい。フルクロでうまく行ってるからって、全部がうまくなんて行くわけねえ。何より、グラウスタンディアの兵力で、リジアを倒そうってのが、そもそもぶっ飛んだ話だ」

「………」

「だがよ、甘くってもいいじゃねえか。そんなリジアになってくれるかもしれねえってんなら、俺おれはついていきてぇな。たとえそれが嘘うそだったとしても構いやしねえ。あんなやさしい嘘に騙だまされるんなら本ほん望もうだ」

　そう語るルービルの目を見て、ダグラスは感じ入るものがあった。確かにそうなのだ、と思うのだ。ではいったい何が自分の中で引っかかっているのだろうか。そう考えると、また心の迷宮へと踏み込んでしまう。もしかしたらルービルの言う通り、考え過ぎて石頭になっているのかもしれない。行動に移してみた方がよっぽど解わかりがいいのかもしれない。

　そんな事を考えていると、件くだんのフィフニスが今日も足あし繁しげくやってくる。

　フィフニスはいつも通りダグラスの前までやってくると、礼儀正しい挨拶をする。

「おはようございます、ダグラスさん。えっと、その………」

　いつも通り彼女がたどたどしく話し始めようとした。そんな彼女にダグラスはふと質問を投げかけていた。どうしても聞いておく必要がある事があったのだ。

「お嬢さん、ひとつ聞いていいか？」

「え、……あ、はい、勿論です！」

　初めてのダグラスの反応にフィフニスは顔をパッと明るくした。

　ダグラスはジッとフィフニスを見ると、口を開いた。

「どうも方々の兵士たちの様子が騒がしい気がする」

「え……」

　その一言で、フィフニスの顔が曇った。それだけで十分に察しが付いたが、重ねて聞いてみる必要があった。

「リジアが、このシオニアに攻めて来るのか？」

　その問いかけに彼女は逡しゆん巡じゆんするような顔をした。だが真しん剣けんな顔で聞くダグラスに、何か思うところがあったのか、彼女は小さく肯こう定ていするように頷うなずいたのだった。

「………そうか」

　ダグラスは言葉短かにそういうと口に手を当てる。

「ここも戦場になるのだな………」

「……はい。現在バハマから陸軍が、またゾラ港からも大船団が皇都に向かって攻め込んできていると予想されています」

「………そうなれば、俺たちは皆殺しだな」

　ダグラスのその言葉に兵たちは一様に暗い顔をした。だがこれが現実だ。捕ほ虜りよになった自分たちを、リジアは見せしめに殺すだろう。

　するとフィフニスが慌てたような口調で、割って入ってきた。

「そ、それはわかりません。リジアの軍の人たちも、もしかしたら皆さんを助けようと……」

　何を気を遣つかっているのだ、とダグラスは思わず笑ってしまった。するとフィフニスは驚おどろいたように目をパチクリさせる。

「な、なんですか？」

「いや、俺たちに気を遣つかう必要はない。それにおまえさんはリジアに勝ってシオニアを守るつもりなのだろう？」

「は、はい勿論です！　……でも皆さんが……」

「リジアは我々を助けるつもりはない。あそこで軍人をやっていた俺にはわかる」

　するとそれを聞いたフィフニスは申し訳なさそうな顔をした。

「どうしてお前さんがそんな顔をする？」

「いえ、だって、みなさんは国の為ために必死になって作戦を熟こなしてきたのに……」

「失敗したらお払い箱なんてひどいって？」

　ダグラスがあっさりそう言うと、フィフニスは気き後おくれしたように目を丸くして、それからおずおずと返答した。

「………はい」

　本当に正直な娘むすめだと思った。

　そんな気を遣う彼女を見ていたら、ダグラスは何やらまた笑いがこみあげてきた。

「な、なんで笑うんですか？」

「いや、すまん。味方に切り捨てられ、敵に気を遣つかわれるとは、皮肉なものだと思ってな」

　するとフィフニスはどう反応していいのか解らなかったのか、困ったような顔をして笑った。そんな子供のような反応がダグラスにはおかしかった。もし自分もまっとうに結けつ婚こんしていれば、これくらいの娘がいてもおかしくはない。

　娘のような年とし端はもいかぬ子供の下に付く――ダグラスはそんなことを否定的にも肯定的にも思わず、ただ頭の中に思い描いてみた。

　するとそこへ何者かが入ってきた。衣服の様子を見れば、それがグラウスタンディアの文官の物であることが一目で分かる。しかしダグラスはこの男を見たのは初めてであった。

　入ってきた文官は真っ直ぐにフィフニスの下もとまでやってくると、歪いびつな笑みを浮かべる。

「……ほう、フィフニス。君は今何を口にしたのか解っているのか？」

「………イノック殿どの」

　イノックと呼ばれた文官は、鬼おにの首でも取ったかのように高笑いを挙あげた。

「君は今！　軍の機密情報を漏もらしたなっ！」

「違います！　彼かれらは………」

「彼らはまだ捕虜だ！　君の部下ではない！」

　その会話でダグラスは大まかなフィフニスの状じよう況きようを察した。

　彼女はこの文官に自分たちを宛あてがわれたのだ。決して靡なびくことはないであろう我々を宛あてがわれ、健けな気げにも毎日説得に来ていたのである。明らかに悪意を持った人事だ。それでも彼女は、実直に自分たちと交こう渉しようしていたのだろう。

　イノックは続きざまにこびり付くような声でフィフニスを罵ののしる。

「まったく、上からの命令もまともに熟こなせず、それどころか現段階での情報漏ろう洩えい。無能にもほどがある」

　するとフィフニスは気け色しきばんだようにイノックに言い放つ。

「情報を話したのは、彼らが応こたえてくれると信じているからです！」

「信じる!?　敵兵を？　……ほう、こいつらがおまえの部下になる確証がどこにある？」

「自分とこれから苦楽を共にしようとする者を信じず、自分のいう事だけを信じさせることなど出来ません！　私は彼らを信じてます！　たとえ独ひとりよがりだと言われようと、私は自分の仲間を信じないような卑怯者にはなりたいと思いません！」

　ダグラスは自分の手が震えている事に気が付いた。

　リジアの軍の中で忘れてしまったもの。遠い昔、リジア軍に入った自分が抱いだいていた大切なものを漸ようやく思い出したような気持ちになった。それはダグラスの心にずっと引っかかっていた閊つかえの正体でもあった。

　リジアの軍の中にいて、忘れ去ってしまっていた仲間を信しん頼らいするという事。信頼してもらえずとも、自分は信じるという事。

　――そう、原因は自分にあった。

　気が付くとダグラスの後ろには、多くの兵が歩み寄るように集まっていた。

　彼らは全すべての判断をダグラスに一任するように頷うなずきかけた。

　その時、イノックの勝かち誇ほこった声が堂内に響き渡る。

「卑怯者になる前におまえは犯罪者だ！　情報の漏ろう洩えいは軍ぐん紀き違い反はん！　どう責任を取る！　フィフニス・マカオン！　どうやって謝罪する!?　ああん!?」

　ダグラスはそんな狂きよう喜きするイノックを押しのける。

　するとイノックは額ひたいに青筋を浮うかべ憤ふん慨がいしたように金かな切きり声をあげた。

「なっ、何をする、捕ほ虜りよ風ふ情ぜいが！」

「捕虜ではないっ！」

　腹の底から唸うなるようにあげられたダグラスの声に、イノックは「ひっ」とうわずった声を上げ慄おののく。

　ダグラスはそのままフィフニスの前まで来ると、膝ひざを折り深々と頭こうべを垂たれた。

　すると後ろに連つらなる兵たちもそれに続く。

「我らはあなたにお仕つかえする海兵。誰に恥じる事無く、祖国に弓を引く覚悟を以もつて、あなたに付き従う意志をここに表します。すべては飢えぬリジアの為ため！　この命を以て、フィフニス様にお仕えしましょう！」

　フィフニスは瞠どう目もくし眼をぱちぱちとする。そして状況が認にん識しきできたからなのか、目に薄うつすら涙なみだを溜ためる。そしてグッとそれを引っ込めると、力強くしなやかに笑った。

「………ありがとうございます！」

　するとイノックの方は、信じられないとばかりに口をパクパクさせながら何か言おうとしている。それを遮さえぎるようにダグラスはイノックに向けて声を荒あららげた。

「まだ何か言う事はあるか！　我わが隊の長おさに文句があるのなら、まず自分に言え！　ただあらぬ言いがかりであるなら、たとえ皇おう宮きゆうの文官であろうと許すつもりはない！　リジア人は血の気が荒いのだからなっ！」

　脅おどすように言い放ったダグラスの言葉に、イノックはすくみ上り、及および腰ごしになりながら何も言わずに去って行った。

　そしてダグラスたちは再びフィフニスに向き直る。

「先ほどの言葉は嘘ではございません。あなたに一介の将の器うつわを見出しました。一兵一兵に対する振る舞い、自分には及びません、どうぞフィフニス様……」

「あ、あのっ！」

「はい？」

「そ、その……フィフニス様って言うのは……」

「は？」

「くすぐったいので、普ふ通つうに呼んでください。お願いします」

　と言ってぺこりと頭を下げる。そして小声で呟つぶやくように、

「……クロムの気持ちがわかったような気がしました……」

　と口の中でごにょごにょ言ったが、ダグラスには聞き取れなかった。







断章　判決の刻







　ラトルグ国、中原の都、宮廷内の瀟しよう洒しやな屋や敷しきの一角――

　公判まであと数時間と迫せまり、第一姫レイメイは自室で静かに湯を立てていた。

　心を落ち着け、これから始まる公判の結果に決意を固めていたのだ。

　自分と同じ血を分けた妹たちを手に掛けたという事。既すでに第二、三姫を手に掛け、そしてこれから第五姫であるレイリンにまで濡ぬれ衣ぎぬを着せる。心穏やかでいられよう筈はずもなかった。

　――罪悪感を感じてはならない。

　何度も自分にそう言い聞かせてきた。罪悪感を抱いだくくらいなら、最初からやらなければいいのだ。そんな弱い心で、ラトルグを治める事は決して出来ない。

　しかしそう思うたびに、腕につけた傷がズキズキと痛んだ。第二姫と第三姫が殺し合う最中に別室でわざと負った軽傷。包帯を巻かれたその腕の傷は浅い物であるのに、何な故ぜか未いまだに痛みを覚える。

　幾いく度ども固めた覚悟なのに、それでも人とは弱いものだと感じた。帝室の血を引く自分が、平民と変わらずこんな事に慄おののき心を咎とがめるなど、誰だれも知りようがなかった。

　するとレイメイの部屋の扉とびらを誰かが叩く。

「シュウバイか？」

「左様で」

　前女帝が崩ほう御ぎよした後、政治の頂点に居続けた男シュウバイである。この男が最初にレイメイに交渉を持ち掛けてきた時は耳を疑ったものだ。政まつりごとという世界に長くその身を浸ひたしてきたシュウバイの処しよ世せい術じゆつは秀しゆう逸いつであると同時に、人とは思えぬほどに汚いものであった。

　しかしその汚いものを利用せねば、女帝になることはおろか、その後も国を支えることは出来ない、という事も知った。

「構わぬ。入れ」

　するとシュウバイが部屋へと入室し恭うやうやしく頭こうべを垂たれた。

「ご機嫌麗うるわしゅう」

「挨拶などはよい。して、抜かりはないのであろうな？」

「はい、勿もち論ろんでございます。間もなく捕らえられた第五姫レイリンが兵舎から搬送され裁判が始まります。そうなれば言いい逃のがれはできません」

「……そうか」

　また胸の片かた隅すみが疼うずいた。それを振り払うように、レイメイは立ちあがる。

「ところでレイリンには、たしかコウソンという従じゆう者しやが付いていたな？　あの男は宮廷内でも相当頭が切れると聞いておる。なんでも九きゆう品ひん官かん人じん法ほうの試験を筆ひつ頭とうで通過したと言うではないか」

「はあ。外交の仕事にも就つかせたことがございます。確かにアレは切れる男ではあります。しかしあやつもすでに捕らえられているはず」

「確かく認にんはしたのか？」

「……いえ、兵舎は管かん轄かつが違うため、確認はできませんが……」

　レイメイは爪つめを噛かんだ。幾いく度どかコウソンとは顔を合わせたことがある。あの男はまだ年若いにも拘かかわらず、その心の機き微びを人に悟らせないような圧迫感があった。そして問答に対する答えはいつも正せい鵠こくを射いており、柔軟な発想を持っている。何な故ぜあの男が、官僚としての出世の道を選ばず、レイリンの従者になることを選んだのか今もって解らない。幾いく度どか本人に尋たずねたがのらりくらりと躱かわされてしまった。あの会話術を以もつてしても、やはり警けい戒かいすべき人物であることは間違いない。

「すぐに確認するのだ……それからオウインはどうしている？」

「あやつめなら、今日の昼過ぎに来る予定ですが……まさかコウソンが気が付いているとでもおっしゃるのですか？」

「コウソンの過去は以前洗った。しかし奴やつの事は殆ほとんどわからなかった。どこの家いえ柄がらなのか、どこの出身なのか。入庁するまでいったい何をしていたのか。そのどれもがわからなかった。そんなコウソンが、もし裏の世界に通じていたのならどうする？」

「………心に留とめておくべきですな。もしオウインの存在に行きついていて、今も放置しているのなら……」

　裁判は午後から。しかしその頃にちょうどオウインも品物を納品にやってくる。彼が捕らえられ白状させられる事になれば大事になる。勿もち論ろん言いい逃れの策は考えられている。それでも宮中の者にいらぬ疑心を抱かせることになるだろう。

「シュウバイよ、オウインに今日は来ぬように言いつけることは……」

「それこそ疑われましょう。奴は必ず週に三回この宮きゆう殿でんに物資を届けに来る。今まで一度たりとも欠かしたことなどございません。何より、伝令を走らせた事に気が付かれれば、それこそあちらの思う壺。なのでこうしてはいかがでしょう？」

「なんだ？」

「裁判の時間を早めるのでございます。午前中より開廷し、早々に判決を下せば、オウインが宮中にやってくる前に決着がつきます。オウインの存在さえバレなければ、狂きよう身しん蕩とうの存在も証明できませぬ」

「確かに、その通りだ」

　そう頭こうべを垂たれるシュウバイの顔に、苛いら立だちのようなものをレイメイは感じ取った。

　おまえは黙だまって俺の敷いた道の上を歩いていろ、という心の裡うちが透すけて見えるようだった。確かにシュウバイがいなければ出来なかった事ばかりだ。二人の妹に薬を盛った時もそうだった。薬を飲み物に混ぜたのは自分だが、その渡りをつけたのは間ま違ちがいなく、シュウバイなのだ。隠おん密みつ裏りにレイメイとオウインが合う場を用意し、狂身蕩の売買をさせた。

　それでも万全を期きして向かわねばならない。

　レイリンの裁判は一刻（二時間）早められ開廷することになった。

　政治の中心を司つかさどる華か楼ろう閣かくの大広間には第五姫レイリンとその侍じ女じよリャンナ、そして侍従であるコウソンが召し出されていた。帝の血を引くレイリンに縄なわは掛けられていない。流石さすがに判決が下る前に縄を掛けるのは憚はばかられたのであろう。

　この裁判を取り仕切るのは摂せつ政しようのシュウバイである。

　シュウバイは召し出されたレイリンに目を向け、ニヤリと笑った。

「これより巫ふ蠱この術を行った罪に問われている第五姫レイリン様の裁判をはじめる」

　文官たちが深々と辞じ儀ぎをし、着席する。そんな衆しゆう目もくに晒さらされた第五姫レイリンは静かな面おも持もちでその場に立っていた。

「巫ふ蠱この術は国を揺ゆるがす重罪に当たる。これを行った者は喩たとえ帝みかどの血を引く者であろうと、罪を免のがれることは出来ない。……ではまず第一に、道士官より、巫ふ蠱こが行われた形けい跡せきについて、陳ちん述じゆつしてもらおう」

　すると昨日検視に入った道士官が前へと出た。

「はい、症状とその後の行動から察するに、巫蠱により頭の中を掻かき乱みだされたものとお見受けします。術者が呪のろいの種類をそのように、仕組んだものかと思われます」

「うむ、次に宮廷兵士長より、昨夜の取り調べから押収されたものをこちらへ」

　すると兵士長リセイが前へと出た。

「こちらが昨日、レイリン様の館やかたから押収されたものになります。床下より発見されました」

　そう言ってリセイは箱を前に置き、ふたを開けて見せた。その中には太い針のようなもので突き刺され死んだ蛇の死し骸がいが入っていた。

　それを眇すがめ見みたシュウバイは道士官に顔を向ける。

「道士官、これは巫蠱で使われる物に間違いはないな？」

「はっ、これは間違いございません。百ひやつ蠱こを一ひと所ところにて共食いさせ、生き残った蠱こを贄にえとする呪じゆ術じゆつにございます。見たところ蛇へびを用いた蛇じや蠱こでございます。巫ふ蠱この儀ぎ式しきを行い、成立させたものに相そう違いありません」

「うむ、相あいわかった………これら物的証拠がある以上、遺い憾かんではあるが第五姫レイリン様が巫ふ蠱この呪術を用いたのは明白な事実！　ラトルグ国の法を以もつて、この事態を裁かねばなるまい！」

　シュウバイの口から判決が下され、全てが終わる。レイメイがそう思った瞬間だった。

「お待ちください！」

　堂内に男の声が響きわたった。レイメイはその方向に目をやる。声の主はレイリンの従者コウソンである。レイメイは僅わずかな焦あせりを覚えた。あの何を考えているのか解らない顔が、初めて恐ろしいと感じた。しかしそんな心の裡うちをおくびにも出ださず、静かに見守る。

　するとシュウバイが明らかに不快感を浮かべてコウソンを睥へい睨げいした。

「なんだ、コウソン？」

「いえ、随ずい分ぶんと一方的な判決が下りそうだったので、少し弁明をさせていただきたいと」

「無む駄だだ。巫ふ蠱こで二人の高貴なる血が流れた。そして第五姫の館からそれを示す証拠が出てきた。これ以上の言い訳など聞きたくはない！」

　するとコウソンは宮廷にいる文官たちを見回しながら挑戦的な笑えみを漏もらす。

「これが罠わなであるという可能性は考えられなかったのでしょうか？　もしそうだとしたら、この宮廷内の文官たちは無能としか言いようがない」

　コウソンの威圧的な態度にシュウバイは怒りをあらわにする。

「………ほう、貴様は宮廷を侮ぶ辱じよくするのか？」

「ええ、そんな一方的な判決しか下せないような宮廷文官に、このラトルグを治めることが出来るなど到とう底てい思えない」

「ならば貴様はこの第五姫レイリンは無罪だとでも言いたいのか？」

「勿もち論ろんです！」

　ここまで言い放ったコウソンに、何一つ弁明をさせずに判決を下すことは出来ない。何な故ぜなら弁明をさせないまま判決を言い渡せば、コウソンが言った『宮廷内の文官は無能』という言葉を肯こう定ていするようなものだからだ。彼ら文官は己おのが矜きよう持じを守るため、コウソンの弁明を完かん膚ぷなきまでに叩き伏せ、その上で判決を下さねば気が収まらない生き物。

　それ故ゆえにレイメイは焦あせった。コウソンという男が、宮廷の人間の気質を利用し操作しているように見えたからだ。

　するとシュウバイは、先ほどまでの怒りに満ちた顔を引っ込め、僅わずかに笑みを浮かべコウソンに向かう。

「……ククク、面白い。ならば貴様には証明できるとでも言うのか？　これ程ほどの証拠が揃そろっていても尚なお、そういうのか！」

「はい」

　コウソンとシュウバイの睨にらみ合あいが続いた。そしてシュウバイは自信を顔に漲みなぎらせ、コウソンに言い放った。

「申してみよ！　この動かぬ証拠を前に、貴様はどう言い逃れをする！」

　シュウバイの言葉に、コウソンは立ち上がりそして身を翻ひるがえす。

「いいでしょう！　まず、道士官に聞きます。巫ふ蠱こというのは術を使って、どれくらいで効いてくるものなのですか？」

「そ、それは術式が強力であるから……早ければ即刻……」

「遅おそくて？」

「お、遅くて？　……それでも一ひと月つきと掛からず相手を呪い殺してしまうだろう」

「そうですか。では、この箱の中をよく見て下さい。遅くても一ヵ月もあれば相手を呪い殺してしまうのにも拘かかわらず、箱の中の蛇の一部はすでに白骨化しかけている」

　その言葉を聞いた宮廷内が一いつ斉せいに騒めき始めた。

「まだ夜は寒く、昼は暖かいと言っても夏ではない。しかもこれがあったのは床下だ。ここまで腐ふ敗はいし白骨化するのにはどう考えても、二カ月以上は必要。しかしそんなに時間が経たっているにも拘かかわらず、巫ふ蠱この術が効きいたと言われているのは昨日の事。おかしいですね？　という事は、そもそもがこの箱の呪いで二人が死んだわけではないという事です」

　宮廷内にいる者たちが全員息を呑のむのがわかった。コウソンはそれを聞きながら悠ゆう々ゆうと全体を見回し語り掛けるように弁明を続ける。

「では第二、三姫はなにで死んだのか？　簡単です。あの症状は巫蠱の症状ではない。あれは狂きよう身しん蕩とうの症状だ！」

　明らかに宮廷内の空気が変わっていく様子に、シュウバイが咄とつ嗟さに口を挟はさんだ。

「な、何を言っている！　道士官が検視したのだぞ！　それを疑うか！」

「言っているでしょう！　そこにある巫蠱はとっくに期限切れです。姫たちを殺したのはその箱ではない。ただの蛇の死体が入っている箱です。つまりこの巫蠱の呪じゆ具ぐが呪い殺したわけではないと！」

「では、仮にそうだったとして、何な故ぜいきなり狂身蕩なのだ!?」

「それはこれから証明して見せます」

　自信のある顔で言うコウソン。レイメイは身の裡うちに広がる不安を押おし殺ころし、その成り行きを見守るしかなかった。するとシュウバイは怒いかりを露あらわにしコウソンに食って掛かる。

「ど、どうやってそれを証明する？　おまえがその証拠でも持っているというのか？」

「いいえ、私がその証拠を持っているわけではございません」

「証拠もなしに、どうしてそんな事が言える！」

「証拠はございませんが、証明は出来る――そう言っているのです」

　相手に対し敵意を漲みなぎらせたコウソンの視線がシュウバイを射抜く。

「間もなく、それを証明する者がやってきます」

　そんな筈はずはない、とレイメイは内心焦あせりながら息を呑のむ。狂きよう身しん蕩とうを宮廷に運び入れたオウインがやってくるのは午後なのだ。それが重ならないように、こうして時間を早めて開廷したのだ。

「な、何を言っている。そんな者が来るなど私は聞いていないぞ！　適当な事を言うな」

　シュウバイが狼狽うろたえながら問いかける。そんなシュウバイに見向きもせず、コウソンは扉の外に意識を向けているように見える。そして何を察したのか薄く笑った。

「漸ようやく来て下さったようだ」

　レイメイはふと扉の外から聞こえる足音と、何か台車を引くような音に気が付いた。そして気が付くと同時に、華か楼ろう閣かくの扉が開け放たれる。

「どうも大変お待たせいたしてございます。只ただ今いま、ご注文の品をお持ちしてございます」

「オウインっ!?」

　驚きよう愕がくに顔を青くするシュウバイ。それはレイメイも同じだった。オウインとの接触を避さけるためにも、裁判を早めたというのに、どうして彼がこんなにも早くやってきたのか。そしていつもなら納品をするだけなのに、どうして今日に限って華か楼ろう閣かくにまで顔を出したのか。

　大広間の中にいた官僚たちは誰もが一斉にポカンとしたように入ってきたオウインを見つめる。しかし当のオウインはむしろ、してやったり、という顔で中へと入ってくる。

「本日は大変めでたい儀ぎという事で、こちらの物をお持ちしてございます」

　オウインがそう言うと、檻おりに入れられた白はく鹿ろくが中へと通された。

　するとシュウバイが焦あせりを隠かくすように声を低くし問いかけた。

「おまえは商人のオウインであったな？」

「はあ、左さ様ようでございます……」

「そのおまえがどうして今ここにいる？」

「ですから、昨日発注を受けまして。その……宮廷内で大変めでたき事が……まあ、女帝の選出の儀であることは隠しようもございませんが。ですので、急きゆう遽きよ縁えん起ぎものである白鹿を宮中に運び入れてくれと……苦労いたしましたよ。が、このオウインにご用意できない物など存在いたしません。どうか皆々様、これからもよしなに」

　商売根性丸出しの売り文句を述のべるとオウインはニコニコと宮廷内の者たちに笑え顔がおを向ける。一方シュウバイは怒りを露あらわにしながらオウインに問いかけた。

「誰がそんなことを！」

「私でございます」

「っ!?」

　それは他でもなくコウソンであった。コウソンはその鋭するどい眼光をオウインに向ける。

「予定通り、早めに来て下さり感謝いたします」

「いえ、当然でございます。ラトルグ一の商人である、このオウインに任まかせて下されば、如い何かなるものも揃そろえられないものはございません」

「ほう、そうですか。……ならば狂きよう身しん蕩とうも手に入れられるのですね？」

　その狂身蕩という言葉に、オウインはハッとしたように表情をこわばらせた。

「………な、何をおっしゃっているのでしょうか？」

　明らかに目つきが変わり、コウソンに対し警戒の色が宿った。

「狂身蕩です。あなた程ほどの流通経路があれば手に入れられない事はないでしょう？」

「……狂きよう身しん蕩とうは国の御ご法はつ度と。そんな物に手を出すバカがどこにいましょう」

「ここにいる、と私は言っているのです」

　敵意を剥むき出しにしたコウソンの言い分に、オウインはそれまでの笑顔がスッと引き、一転怒りを露あらわにした。

「………くっ、小僧。さっきから言わせておけば、宮中の者であろうと、この大商人オウインをそこまで侮ぶ辱じよくするという事は、それ相応の確信を持って言っているのだろうな！」

　するとそれまで冷静だったコウソンが、一変し苛か烈れつに声を荒らげる。

「当たり前だ、この逆賊が！　おまえのしたことは国家を滅ぼす行こう為いだ！　この宮中に違法なる狂身蕩を運び入れただけでなく、その狂身蕩によって２人の姫が死んだのだ！」

　その言葉に、オウインは衝撃を受けた様にビクリとして目を剥むいた。そしてその目は一いつ瞬しゆん、レイメイの方を見た。

（こっちを見るな！）

　睨にらみ返すようにレイメイがオウインを眇すがめ見ると、彼は正気を取り戻したように、僅わずかに冷静さを装う。

「………そのような話は知らぬし、私には一いつ切さい関係のない事。何より私はまっとうな薬しか扱っていない。健康を保つための薬ならいざ知らず、そのような危険な薬を扱あつかうような事は決してない！」

　釈明をするオウインに、コウソンが嗜し虐ぎやく的てきな笑みを浮かべる。

「ほう……という事は、あなたは自分の所で扱っている薬は全て安全であると、そう言っているのですね？」

「当然だっ！」

「では………」

　そう言ってコウソンが懐ふところから取り出したのは、一いつ包ぽうの赤い包みである。

「これをあなたは飲めるというのか!?」

「そ、それは……!?」

「そうだ、おまえがレイメイ様に直接渡わたした薬だ！」

　何な故ぜコウソンは、自分がオウインから直接薬を渡されたことを知っているのだ。

　そして自分の所にあったはずの薬をどうして、コウソンが持っているのか。

　レイメイは只管ひたすらに焦あせり、自じ我がが崩壊しそうになった。すんでのところで必死に堪こらえながら、とにかく状況を見守る。

　するとシュウバイがコウソンに怒ど声せいを浴びせかける。

「貴様！　いうに事欠いて、第一姫レイメイ様までお疑いか！　口を慎め！」

「口を慎むのは、あなただっ！　黙って聞いていろっ！」

　コウソンの勢いにシュウバイはそれ以上の言葉を呑む。

「さあ、オウイン。おまえがレイメイ様に渡した薬だ！　健康を保つ薬やく膳ぜんしか扱っていないのなら、飲めるだろう！　どうなんだ！」

　そう言ってコウソンはその赤い包みに入った薬をオウインに差し出す。

　オウインは震えながら顔を真っ青にし下を向いた。泣き出しそうな程ほどに追い詰められ、オウインは一言も発することが出来ない。

　長い長い沈ちん黙もくが宮中を立ち込める。そしてその重圧に耐たえられなくなったオウインの身体が僅わずかに揺ゆれると、その場に膝ひざを折った。

　そんなオウインに対し、コウソンは打って変わってやさしい声こわ色いろで語り掛けた。

「オウイン、真実を話せ。そうすれば、少なくとも減刑される」

　そんな筈はずはない。起こった事実を省かえりみれば、すぐに解わかることだ。

　しかし追い詰められた今のオウインには、その判断が出来なくなっていたのだろう。減刑されるというコウソンの甘かん言げんに、救われたような安らいだ表情を浮かべる。

　弱った心に甘い言葉は鐘を打つように響ひびく。仮令たとえそれが嘘だと解っていたとしても。

「おまえは狂きよう身しん蕩とうを売ったな？」

「……はい」

「その相手は誰だ？」

「…………」

　オウインの腕うでが上がる。そしてその人差し指は真っ直ぐに第一姫レイメイに向かって指された。華か楼ろう閣かくの大広間が騒めきに満みち溢あふれる。

　状況は一変した。

　まさかの事実が突とつ如じよ開示され、ざわめきは最高潮に達する。

「黙れ！　まだ重要な事が明かされていない！」

　その大だい音おん声じようを挙あげたのは、シュウバイであった。

「おまえたち、本件とは全く関係のないことに、何を騒ぎ立てているっ！　よいか、これは第五姫レイリン様が巫ふ蠱こを行ったかどうかの詮せん議ぎであるぞ！」

　話をすり替えようとするシュウバイ。その言葉に対し、コウソンが踵きびすを返しシュウバイに向き直った。

「その通りですよ。あの巫ふ蠱こを誰が行ったのか。それが一番重要なのです」

「……ふ、ふふ、そうだ！　わかっているではないか！　よいか、おまえが証明しなければならないのは、誰が巫ふ蠱こを行ったかだ！　誰が狂きよう身しん蕩とうを宮中に運び入れたかではない！」

「勿もち論ろんその通り。だから敢あえて問いましょう。道士官、あなたに聞きます」

　急に話を振られた道士官は、自分には罪がないとばかりに怯おびえた顔で、ビクリとした。

「な、なんでしょう？」

「私は呪いについては詳くわしくはありませんが、呪いというのは掛けられた側も、また掛ける側にも作用するそうですね」

「そ、そうです。呪いは一方的に人を不幸に陥おとしいれる物ではない。呪いを成就させた張本人にもまた呪いは降りかかる、そういうものです」

「そうですか……」

　そう言うとコウソンはゆっくりとレイメイの方に向かって歩いてきた。

「と、いう事らしいです」

　レイメイは平静な顔を必死で造つくり、薄い笑みを浮かべながらコウソンを睨にらみ付つける。

「……どういうことなのかしら？」

「おや、聞いていなかったのですか？　呪いは掛けた術者もまた同じ呪いを受ける物なのです」

「それは私が気にすることなのかしら？」

「ええ、勿もち論ろん。レイリン様の館に仕掛けられた巫ふ蠱この術式は完成していました。少なくとも鑑定した道士官が正しい順路を追って出来上がっている事は証明されているそうです」

「ならば、遠からずそれを行った者に呪いが降り注ぐでしょうね」

　言葉が僅わずかに震ふるえた。レイメイの心が大きく揺ゆさぶられていた。

　どんなに言い逃れをしようとも、どうすることも出来ない恐怖が背後まで迫っているような気がした。

　それをまるで見み透すかしたかのようにコウソンは嗜し虐ぎやく的てきな笑みを浮かべる。

「ええ、その通りですよ。そしてその呪いの芽は既すでに出ている」

　レイメイはコウソンの威圧感に圧されないように耐たえた。

「呪いの芽？　そんな物がどこにあるのかしら？」

「あなたの胸の裡うちですよ」

　その瞬しゆん間かん、ズキンッと心臓が激しく鼓動し、それは痛みの波となって身体の中を駆け巡めぐった。

「妹たちを手に掛けた罪悪感、そして今レイリン様までもを罠に掛けようとしている罪悪感。それがあなたの裡うちでどんどん広がっている」

　そんなわけはない！　そんなわけはないのだ！

　自分にそう言い聞かそうとするたびに、今まで押し殺してきた気持ちが大きくなっていくことを感じた。

「それが巫ふ蠱こですよ。あなたの中にある罪悪感に巣食った蠱むしたちが、あなた自身を蝕むしばみ、いつか食い破って出てきます。人の心は、清せい廉れんなうちは頑がん健けんで気き丈じようにいられることが出来る。だが、後ろめたい今のあなたには決してそれは出来ない」

「……なにを言っているのかしら？」

　言い訳をするほどに――コウソンの言葉を突っぱねようとする度に、レイメイの心の中にいる蠱むしが騒めく。本当にコウソンの言う通り、今にも食い破られそうな感覚になる。

　身体中を真っ黒なシミが覆おおっていくかのような錯さつ覚かく。

　染み出てくる妹たちへの思い。

　眩暈めまいでも起こしたかのように視界は歪ゆがんでいく。

　それでも耐たえねばならない……自分が女帝にならねばならない。

　それだけを思い、それだけの為ために必死になってきた。

　そうどんな手段を使ってもいい。

　どんなことをしてもいい。

　――たとえどんなことをしても……。

「……罪悪感を感じてはならない」

　一瞬レイメイは耳を疑った。その言葉を自分が口にしたのかと思ったからだ。

　しかしそれは違った。その言葉は、今、目の前にいるコウソンの口が放ったのだ。

　――信じられない……信じられない……誰にも言ったことがない。誰にも話したことがない。

　自分の心の中だけで固く結んだその言葉。決して人には言わぬつもりでいた決意。

　腕の傷が痛む。

　ズキズキと、それまでになかった程ほどに深く強い痛みをレイメイに与あたえる。

　レイメイの歪ゆがむ視界に、冷れい徹てつな目をしたコウソンが見下すかのように立ちはだかった。

「あなたは、そのように思って、二人の妹に手を掛け、そしてレイリン様に罪を着せようとしている。そうですね？」

　決意の鎧よろいは引きちぎられるように剥はがされた。心の中が全て読まれているのだと感じた。

　その瞬間、その気の緩ゆるみに、蠱こ毒どくは身体中を蹂じゆう躙りんする。

　たった一瞬だけ箍たがが外れただけで、こんなにも人の心は弱く崩れ去っていくのか、と感じた。思わずレイメイは両腕で自らを抱くと、そのまま震えだし、その震えはいつまでたっても収まるどころか大きくなっていく。

　――痛いっ！　痛いっ痛いっ痛いっ痛いっ痛いっ痛いっ痛いっ痛いっ！

　腕の傷の痛みは、全身へと、そして心へと波は及きゆうし、更さらに激痛へと変容していく。

　これが呪いなのだと、今、はっきりとわかった。

　こんなにも簡単に人の心を蝕むしばみ、蝕まれた心は身体の自由すらも奪うばうのだと感じた。

「苦しいですか、レイメイ様？　だが、あなたは、もっと苦しいことを二人の妹にさせた！　薬によって気を狂わせ、同じ血を分けた者同士で殺し合わせた」

　崩れていく。自分が崩れていく。

　止まらない。消えてしまう。

　自分を自分たらしめていたものが崩壊していく。

「そしてあなたは自みずからのその罪を、レイリン様に着せようとしていた！」

　さっきまでは平気であった言葉が、突とつ然ぜん鋭利な刃は物ものに姿を変えたようだった。しかしそれは違ちがう。自分が身に纏まとった鎧が全すべて引き剥はがされたのだ。固く固く結んだ決意の鎧は、罪悪感という綻ほころびから蠱むしたちが内側から食い破り、無防備な心を晒さらす。そしてコウソンの言葉の刃やいばが柔やわ肌はだに突つき立たてられ、抉えぐり取とられていく。

　精神が血ち飛沫しぶきを上げ、悲鳴を上げている。

　そうあの時の妹たちのように。血を分けた者同士が流したあの血のように。

　そしてレイメイに詰め寄ったコウソンが、顔に怒りを漲みなぎらせる。

「楽に死ねると思うな！　あなたはたとえ女帝の血を引いていたとしても、やったことは国を転覆させる行為だ！　この国で生きるすべての人民に対する離り反はん行こう為いだ！　頂点に立つ者が決してしてはならぬ行為だ！　おまえはそれが判っていた！　判っていたのに、その行為に手を染めた！　そんな人間が、普通の人間と同じ死に方が出来ると思うなよ！　この世で最も惨みじめに、この世で最も悲惨に死んでもらう！　それがおまえが犯した行為の代だい償しようだ！」

　コウソンの第一姫に対する非礼極まりない痛つう罵ばの言葉を誰も止めようとはしなかった。

　それはレイメイが行った行為そのものの罪の重さを示していた。たとえ神に仕える女帝の血を引く者であったとしても、決して染めてはならぬ事に手を出した。それが今の自分の置かれた立場。

　カラッポになっていた。

　自分の中にあるものがすべて崩くずれ去さり、ただカラッポになった抜ぬけ殻がらがそこにいた。

　それでもレイメイの目から涙なみだが止まることはなかった。

　レイメイの自我が消え去る瞬間、最後に見えたのは妹であるレイリンが必死で涙をこらえる姿であった。




　判決は結局のところ下りることはなかった。

　それは、あの場で泣き崩れ自我が崩れ去った第一姫レイメイからの聴ちよう聞もんが出来なかったからである。だが判決は下されずとも、誰の目にも第一姫レイメイの罪は明らかだった。訴そ追ついする必要のない程ほどの黒。レイメイは『人』としての心を保てなくなった以上、女帝候補からは外れる。そして日を追って彼かの女じよには然しかるべき刑が下されることになる。

　巫ふ蠱こを行った者に下される罰は両目を潰つぶされ、馬に引かれ国中の晒さらし者になるという事。途と中ちゆう死んだとしても、その死体は馬に引きずられボロ雑ぞう巾きんのようになっても終わらない。

　それは巫蠱という儀式が如何いかに恐ろしい物であるのか、国民たちに知らしめる為ためである。

　死んでもなお許されることのない罪。

　それがこの儀式の本当の恐ろしさを語っていた。

　コウソンは無実となったレイリンとリャンナと共に舘やかたへと帰る。

　その間、レイリンはただの一言も言葉を発しようとはしなかった。そして、館へ帰ると自室に籠こもり、出てこようとはしなかった。

　食事の用意をしたが、やはり彼女は出てくることはない。当たり前と言えば当たり前かもしれない。血を分けた長女の最後の姿に、彼女が傷つかない筈はずがない。そしてそれを追い詰めたのは他でもなく、コウソン自身であったからだ。しばらくは会ってもくれないかもしれない。しかしそれでも構わない、とコウソンは思っていた。

　彼女を救うためには、どのような事でもする覚かく悟ごは固まっていた。

　その覚悟は、自我を保てなかったレイメイのものに似ているともいえた。

　だからこそ、あの時レイメイの心を察することが出来たような気がする。

『罪悪感を感じてはならない』

　あれは自分に向け、いつも放っていた言葉だ。あの尋じん問もんでレイメイと相あい対たいし、追い詰めていく過か程ていで、自分と重なるものを感じた。だからあれは賭かけであったと言っていい。

　結果、彼女は人ではなくなってしまった。巫ふ蠱この呪いに蝕むしばまれ、廃はい人じんと化してしまった。

　それでもコウソンは改めて自分に同じ言葉を言い聞かせた。

　そして夜が更ふけ、リャンナが就寝しても、コウソンは一人残っていた。

　すると廊ろう下かを歩く音が聞こえる。

　リャンナが何かを忘れたのだろうか、と思い顔を上げるとそこにはレイリンの姿があった。

「どうされました？」

　レイリンはしばらくコウソンの顔を見ると次し第だいにその目には涙が溜たまっていく。

「…………コウソン」

「はい」

　そう言うとレイリンはコウソンに駆かけ寄より胸の中に飛び込んでくる。

　そして顔を埋うずめたまま声を殺し、しばらく泣き続けた。コウソンはただ黙ったまま、彼女を抱き留とめていた。

「……すみません……すみませんコウソン」

「何をおっしゃいます」

「……コウソンにばかり、余よは辛つらいことをさせてしまいました。本当に姉さまを糾きゆう弾だんしなければならなかったのは余です。姉さまがしたことは決して許されることではありません。だからこそ、それは余がすべきことだったんです。なのに、コウソンにばかり、あんな辛いことをさせてしまった。ごめんなさい………ごめんなさい……」

　レイリンは溢あふれ出る涙を必死で堪こらえようとしていた。それでも尚なお、その瞳ひとみからは大粒の涙が次々に零こぼれ落ちていく。コウソンはそんなレイリンの涙を人差し指でそっと拭ぬぐった。

「レイリン様、構いません。私はあなたの為ために、どのような事でもする。たとえ人々から後ろ指をさされるような事であっても。それが私が今ここにいる理由です」

　コウソンがそう言うと、レイリンは感情を抑おさえきれないとばかりに、再びコウソンの胸の中に顔を伏ふせ、声を殺して泣いた。

　レイリンの温かな体温が胸の中に広がった。




　日が明け、まだ官庁が開かぬ時分にレイリンの屋や敷しきを訪ねてくるものがあった。

「すまん、俺おれだ」

「リセイさんでしたか。どうかしましたか？」

「うん、よくはわからんのだが、おまえを呼び出してくるよう頼まれた」

「誰だれに？」

「………シュウバイだ」

　いやな予感がした。昨日の今日で、何を申し付けてくるのか。

　コウソンはあの裁判で、第一姫レイメイだけでなく、シュウバイも共犯であることを明るみにしようとしていた。が、あの男は周到に自分に繋つながる証拠を消していたのだ。それを証明できる第一姫レイメイは廃人となり、オウインはあのすぐ後に斬首された。尋じん問もんの隙すきを与えず、シュウバイが刑の執しつ行こうを言い渡したのだ。

　そんなコウソンにリセイが気さくに話しかける。

「とにかく歩きながら話そう」

「わかりました」

　コウソンは支し度たくも早々に、リセイと共に華か楼ろう閣かくに向かって歩き出した。するとリセイが不ふ審しんそうな顔をしてこちらを見ている。

「どうかしましたか？」

「ん？　あ、いや、ちょっと昨日の事でな」

「はて？　何か昨日の事でおかしなところでも？」

「そりゃいろいろある。俺はあまり学がないから呪いの事などはわからんが、一番不思議だったのは、おまえがどうやってレイメイ様の所からあの狂きよう身しん蕩とうを盗んできたかって事だ」

「あれですか」

「どうやったのだ？　あんな短期間でいつの間にレイメイ様の所に忍び込んでいた？　少なくともレイリン様の屋敷から裁判まで、ほぼずっと俺が一いつ緒しよにいたはずだぞ」

　不思議そうに問うリセイに、コウソンはあっさりと返す。

「あれはレイメイ様から盗み出したんじゃありません」

「なに？」

「昨日、私とリセイさんでオウインの所へ行ったでしょう」

「ああ。明日は早めに白はく鹿ろくを納品してくれって頼たのみに行った時だろう」

「あの時、次期女帝を驚かせたいので、そっと華か楼ろう閣かくまで白鹿を運び入れて下さいって言ったでしょう」

「うむ、しかし本当に運んでくるとは思わなかった。門番はなにをしてたんだ」

「それくらい潜くぐり抜ぬけるでしょう。何しろ宮きゆう廷ていに顔が利ききすぎて一部の官僚より特権的に扱われているわけですから」

「……そうか。いや、ちょっと待て、話がずれた」

「ああ、薬の方ですね。あれは普ふ通つうにあの店でくすねてきたんですよ」

「いや、でも、まずい薬なら包み紙が違うとか……」

「一緒でした。私は事件の現場を見た時、薬の包み紙を目撃しましたが、それは普通のオウインの店で売っている薬と一緒の包み紙でした」

　その事実にリセイはポカンとした。

「おい、そんな物的証拠、どうして道士官たちは見逃してたんだ？」

「道士官が見逃したんじゃありません。おそらくレイメイ様が抹まつ消しようしようとしたんです」

「しかしあの事件があった時、レイメイ様の持ち物は全部確かく認にんされている」

「ええ、ですからそれがあったのは縁えんの下しただったんです。床ゆか板いたの隙すき間まから捨てたのでしょう」

　漸ようやく得とく心しんが行ったのか、リセイは何度も首を縦たてに振ふる。

「なるほど……さすがに中ちゆう和わ殿でんの床板を引っぺがしたりはしないものなあ……いや、だが何な故ぜコウソンがそんな床板の下にあった事を知っているんだ？」

「だって………」

　と言ってコウソンは懐ふところを探さぐり、一枚の紙を取り出す。

「僕ぼくが拾いましたから」

「なにぃっ！」

「一応それも確認したかったので、オウインの店に行ったんです。全く一緒の包み紙だったので、これで罠わなに掛けられると思いました」

「とんでもない事を考えるな、おまえというやつは」

　そう話しているうちに華か楼ろう閣かくへと到とう着ちやくする。するとそこにはシュウバイが、昨日のことなどなかったかのような平静な顔で二人を迎えた。

「いやぁ、早くにすまなかったな」

「……いえ」

　二人は言葉少なに返事をし傅かしずく。するとシュウバイは勿もつ体たい付つけた様にうろうろとしながら語りだした。

「今回の女帝選出の詮せん議ぎは、少しばかり延期されることになった。まあ、勿もち論ろん理由はおまえたちの知っての通りだ。しかしまあ、少なからずもう女帝になれるものは限られてくる。既すでに決定したも同然という感がある。そこでだな、二人にお願いしたいことがあるのだ」

「と、おっしゃいますと？」

「ふむ、女帝選出が速やかになされれば、北方の騎き馬ば民みん族ぞく……タタル族どもが黙だまってはおるまい。この機会にタタル族どもが大きく侵しん攻こうしてくる可能性が考えられる」

　北方騎馬民族――ラトルグの国に幾いく度ども侵しん略りやくを掛けてくる遊牧民族である。

　遠い昔から戦いを繰くり返かえし、未いまだに反旗を翻ひるがえし略りやく奪だつ行こう為いを繰り返すタタル族。ラトルグの戦いの歴史は、北方のタタル族との戦いでもあった。それ故ゆえに広大な国土を有し、農作物も鉄も豊富にありながら、ラトルグは未だにグラウスタンディアやリジア、スクルタビアへの侵攻が出来ないでいる。

「そこでだな、おまえたちは北方の騎馬民族から、この中原の都を死守してほしい」

　コウソンもリセイも言葉を失った。リセイなどは顎あごを諤がく々がくと震わせ、今にも泣き出しそうな顔をしている。無理もない。北方警備隊とはタタル族侵攻を防ぐ要かなめ。そして北方へ行ったものの生存率は一割という数字なのだ。

　出兵した者には片道切きつ符ぷの地獄行きが宣せん告こくされたようなものである。

「断る理由はないな？」

　口の端はしを吊り上げ笑うシュウバイの顔を、コウソンは睨にらみ返かえす。邪じや魔まなものは排はい除じよしようという狡こう猾かつさ。自分とレイリンを引き離し、シュウバイは彼女を擁よう立りつしようとしているのだろう。自らの思うように操ることが出来る傀かい儡らいとするために。

　コウソンは腹の底から沸わき上がる憎悪の感情を押し殺し、シュウバイに向かって傅かしずいた。

「……畏かしこまりました。北方騎馬民族よりこの中ちゆう原げんの都みやこを必ずや死守いたします」

　それを隣となりで聞いていたリセイは顔を青くしながらコウソンを見る。しかしコウソンはそれを無視し、シュウバイに向き直る。

「ただ一つお聞きしたいことがございます」

「なんだ？」

「シュウバイ殿は北方騎馬民族から中原の都を死守せよ、と申されましたが、私が行くのなら守りの戦いをするつもりはございません」

「………どういうことだ？」

「長きに渡る北方騎馬民族との戦いを終わらせて来る、と言っているのです」

　コウソンの言葉に一瞬シュウバイは意味が解らないと呆ほうけた顔をする。が、すぐに高笑いを上げた。

「すると貴様は北方騎馬民族を討とう滅めつしてくるというのだな!?」

「……………」

　コウソンはそれ以上何も答えなかった。ただ静かに傅かしずいたまま頭こうべを垂たれていた。

「面白い！　やれるものならば、やってみよ！　兵へい役えきの経験もない貴様に出来るのならな！」

　高笑いをするシュウバイ。その姿を傅かしずいたコウソンは睨にらみ付つけるように眇すがめ見みる。

　その瞳には怒りや憤いきどおりでは言い表せぬ炎ほのおが灯ともっていた。

　青く鈍にぶく燃える炎は、この国を喰くいつくさんとする男に向けられていた。







第四章　皇都シオニア海浜地区防衛線







　ナターシアは大型帆はん船せんの舳へ先さきに立ち、厚い雲が覆おおう鈍にび色いろの空を見上げる。

　今にも降り出しそうな空はグラウスタンディアの領海付近に入ってからずっとだ。この時期のグラウスタンディアは小こ雨さめが降るか、またはこうして曇っているかのどちらかである。リジア宗旨国家のように滅めつ多たに雨が降らない地域とは全く違う気候。隣接している国同士であるのに、これ程ほど気候が違うものかと、ナターシアは陰いん鬱うつな空を眺ながめた。

　海流に乗って大陸沿ぞいに皇都シオニアへと進軍する大船団。大陸沿いに船を流せば、フルクロ港などから攻こう撃げきされる可能性もあった。だがこの進軍ルートしか海には存在しない。

　それというのも、ネイレシア大陸の内海は中心へ行くほど海流の流れが激しく複雑になっている。真まつ直すぐぐに進んでいるつもりがとんでもない方向に流されるのは当たり前。もっと最悪な事態は、突然変わった海流の水圧に船が耐たえ切きれず粉々になってしまう事である。

　この海流の流れを知り尽つくしているのは、内海の島々に住むクルモ民族のみ。

　たとえその強さを他国に謳うたわれるほどのリジア海軍であっても、この内海の海流だけは避さけて通らねばならない。そういった理由から、ナターシアたちのリジア海軍の船団は大陸沿ぞいの航海ルートを取っていた。

　数日後に船はグラウスタンディア皇都シオニアに着き作戦を開始する。後は作戦通りに事が進むかどうか。

　ナターシアは船の舳へ先さきから海うな原ばらを見つめ、高ぶる自分の気持ちを必死で抑えた。戦場で気が高ぶるのは当たり前のこと。しかしナターシアのそれは、尋じん常じようではない。

　――おそらく自分は戦いくさが好きなのだな。

　隠し切れぬ本能を、彼女はそう理解していた。

　兵を無む駄だに死なすことを嫌っている。だが戦場をこの上なく愛している。

　まだ成人するよりも前に父に連れていかれた戦場で、はっきりと感じ取った感情だった。

　第一次リジア戦せん役えき末期の敗北続きのリジアの戦場。それを遠くから目の当たりにして、ナターシアは心の底から憤ふん慨がいした。

　なんて無駄な兵の使い方をしているんだ！　そう叫び出したかった。対してグラウスタンディア軍の戦い方は美しいと思った。

　乱れぬ隊列。完璧な配置。編あみ出された策に無駄はなく、一挙手一投足が計算され尽つくしているようだった。リジア兵がどこで乱れるか、どこで慄おののくか、どこで突とつ貫かんしてくるか、すべてを知っているかのように発せられる命令。それに即そく座ざに対応する兵たち。

　目に焼き付いた光景はナターシアの人生を、そして考え方を変えた。

　――戦は会話だ。兵と兵がぶつかり合う、言葉のやり取りだ。

　その戦いでナターシアが感じたことだった。しかしリジア十二貴族の言う策は会話等などというものからは程ほど遠とおい。だからこそこの国の戦の態勢、考え方を変えねばならないと思っていた。しかしその考え方に同調してくれる者はあまりに少ない。

　身を捩よじるような思いを幾いく度どもした。それでも、今その全てを変えることが出来るかもしれない。その機会が自分に訪れている。この皇都攻めを成功させれば、発言権が圧あつ倒とう的てきに多くなるのだ。だからこそ、この戦いには勝たねばならない。

　そんな思いを胸にするナターシアの下もとに老人が歩み寄ってきた。ライラである。

「顔が浮かないわね」

　ライラはナターシアの心の裡うちを察したのか、そう問いかけた。

「そう……ですか？」

「ふふ……グラウスタンディアの軍師が怖こわい？」

　その問いにナターシアは首を横に振る。

「そんな事はありません。もし見まみえるならこれ以上ない相手です。たとえその相手がカウフマン・マカオンでも、クロム・ジャレットでも……」

　するとライラは肩かたを震わせて笑った。

「そう気き張ばらなくてもいいわ。それにね、この作戦はもしかしたら失敗するかもしれない」

　ライラの言葉にナターシアは驚おどろきを隠せなかった。

「な、何をおっしゃるのです」

「いい、ナターシア。成功なら成功でそれで構わない。でもね、失敗であった時、その時の覚悟はおありかい？」

　真直ぐナターシアの瞳を見つめるライラに、彼女は頷うなずき返かえす。

「どのような罰でも受ける覚悟です」

　するとライラは再び肩を震わせて笑い、首を横に振った。

「違う違う。そうじゃないわ。もしこの作戦が失敗したら……その時はナターシア、あなたがリジア宗旨国家を背負わねばならなくなる。その覚悟はおありかい、と聞いたんだ」

　この作戦がもし仮に失敗したとして、その時、どうして自分がリジア宗旨国家を背負う事になるのか。ライラの言う事の理由が解らなかった。それでもナターシアはリジア宗旨国家の未来を背負う覚悟はあった。いや、最初からそのつもりであった。だから彼女は力強く頷うなずき返す。

「どのような事があろうと、祖国を守り、リジアの長年の夢である、ネイレシア大陸統一の為ために身を粉こにするつもりです」

　するとライラは幾度か頷うなずき、海の向こうを見つめる。

「世界は広いのよ、ナターシア。もしあなたがいい時代に生まれてくることが出来たら、戦争じゃなくて、きっといろんな事をしたんだろうね……良い友を得て、切磋琢磨し合い、高め合っていく。そんな友が得られたかもしれない」

　ライラが言ういい時代とはどんな時代なのかナターシアには見当がつかない。

「……私が生きる時代は今です」

　そう言ったナターシアに、ライラは少しだけ悲しそうに笑い返した。




　海上を偵てい察さつする斥せつ候こう隊たいの報告が皇都シオニアを震しん撼かんさせた。

『ゾラ港より北上するリジア船団を確認。五日後には皇都シオニアに到達可能速度』

　想像以上に早く皇都へ侵攻してきたリジア海軍ゾラ船団に、現在、海浜地区に住まう住民の退避が急がれている。

　陣じん頭とう指し揮きを振ふるうのはシド・レオナントス将軍。

　そして司令塔にカウフマン・マカオンを据すえ、海浜地区に緊急配備が敷かれた。今回の作戦指揮を皇から直接命令されたカウフマンが、その重い腰こしを上げたのだった。とはいえ、老ろう齢れいである彼かれに戦場の方々へ移動し指揮を出すことは出来ない。その為ため、作戦司令部に身を置き、伝令たちの情報を元にそれら全てを統とう括かつする事になる。

　皇都防衛は仕し来きたりに従したがい、皇ジルバ・クセルクセス並びに皇子ダカット・クセルクセスは皇おう宮きゆうに詰つめる。

　そして皇女ユースティナも皇と共に皇宮に逼ひつ塞そくするはずであったのだが……。

「カウフマンよ、いくらなんでもリジアの行動は早過ぎではないか？」

　現在、カウフマンと共に海浜地区の司令塔にやって来ていたのだった。勿もち論ろん皇女の出しゆつ陣じんに、城の者からは反対意見が多く出た。防衛線に於おける仕来たり上、皇家の人間が皇宮を離れる事は許されない。だがジルバ皇はただ一言、「よい」と許きよ諾だくしてしまい、他の者は口を挟はさめない状じよう況きようになっていた。

　結果、ユースティナが司令塔にいることで兵たちの士気が高い事は幸いではある。

　ユースティナ自身は、クロムに言われた通り、自分に出来る事をしようとしただけに過ぎない。自分がいることで士気が上がるのなら、どこへでも行こう。自分に考えられることがあるのなら、いくらでも考えよう。そう思っていたのである。

　そんな司令塔では現在、想像以上に早いリジア海軍の出現に対し、カウフマンが作戦の土台を作っていたのだった。

「うむ。流石さすがにこれはどういう意図があってかわかりかねますな……」

「バハマ強行軍が到着するのは早く見み積つもってもまだ２週間も先の筈はずだ。それなのにもう侵攻してくるとは」

「何か目的があっての事でしょうな」

「それはつまり……皇都襲撃以外の目的か？」

「さて……」

　そう言いかけたカウフマンは、突然胸を押おさえたかと思うと激しく咳せき込こむ。

　咄とつ嗟さにユースティナは立ち上がりカウフマンの背を摩さすった。

「大丈夫か、カウフマン？」

「申し訳ございません。皇女のお手を煩わずらわせるとは……」

「これしき何のことはない。しかしカウフマンよ、本当に身体はよいのか？」

「なあに、自分の身体の事は、自分が一番よくわかっております。皇都を守りきるまでは、死にゃしませんわい」

　そう言って笑って見せるものの、ユースティナは心配を隠し切れなかった。

　するとカウフマンは背筋を正し話を戻もどした。

「次の斥せつ候こう隊たいの報告を待ちましょう。相手の船団の数がわかれば、もう少し敵の考えが見えてくるかもしれません」

「うむ、わかった……」

　今はカウフマンの言葉を信じるしかない。ユースティナはそう自分に言い聞かせ、自みずからも気き丈じように背筋を正した。

　その三日後、住民の退避が漸ようやく終わった頃ころの事。海上を偵察する斥候隊より続報が入った。

「リジア海軍大型帆はん船せん１００隻せき。フルクロ沖を通過！　間もなく皇都へ進軍してまいります！」




　その報告を聞いたユースティナはどうにも腑ふに落ちない気持ちでいっぱいだった。

（大型帆船１００なら、乗っている兵数は単純計算で４万……）

　張り終えた陣の司令塔で、そんなユースティナと同じように腑ふに落ちない顔をする者があった。

　カウフマンである。彼は髭ひげを撫なでながら眉み間けんに皺しわを寄せ考え込む様子を見せる。

「４万程度では皇都の海を取り囲むくらいしかできますまい。いくらリジア海軍が海戦で強いと言っても、広範囲で取り囲むような戦法では突き崩せないことはない」

「ああ、海上からの攻撃は考えていない……という事だろうか？」

「いや……それでは意味が無いでしょう。バハマ強行軍15万が攻撃の要かなめであったとしても、海上が手薄では、皇族を逃にがすことになる。そこまで考えられんリジアでもありますまい」

　だとしたらリジアの目的はいったい何なのだろうか。

　防御の要と呼ばれる海浜地区。ここは水路が張り巡めぐらされ、敵は上陸しても行き来が容よう易いではない。しかしそれはこちらも同じこと。地形や順路をよくしる者でも情報の伝達が難しい。情報伝達が遅れたが為ために、皇族が命を落とす可能性もある。それ故ゆえに、皇族は防衛戦の際に海浜地区へは入らないのだ。

「しかしよく気が付きましたな、ユースティナ様」

「カウフマンよ、舐なめてもらっては困る。私だって兵学をちゃんと学んで来たのだ」

「普通に兵学を学んだ人間なら、他の者たちのように、敵戦力が少ないことに喜ぶところですよ」

「ふん、だから私はカウフマンであったらどう考えるか、と常に考えていたのだ」

　するとカウフマンが相そう好ごうを崩くずし笑った。

「それはそれは。皇女の参考になるようでしたら幸いですな」

「うむ、カウフマンはグラウスタンディアの頭脳だ。其方そなたと同等の思考が出来なければ、クロムと渡り合えんのでな」

「おや、皇女が見ていたのはワシではなくクロムの方でしたか」

　悪びれる様子のないカウフマンの発言に、ユースティナは「なっ!?」と驚いた顔をすると慌てふためいたように手をジタバタさせる。

「ち、違う！　カウフマンよ、別にそう言うわけではない！　クロムはカウフマンからいろいろ教えを乞こうていたわけだから、私だってそれくらいわかるようにしたかっただけでだな……と、とにかく、今は戦況の事だ！　リジアが何を企んでいるのかそれが判わからねばならんのだ」

　話をはぐらかしたユースティナは頭を切きり替かえる。

　一番重要なのはリジアの思おも惑わくを読み取ることである。

「４万の兵では海上封鎖はなかなか難しい。もしそう考えると……」

　それにカウフマンが続く。

「一点突破ですかのう……しかし一点突破したとして、４万でシオニアを落とすことは不可能じゃ。まあ北側からバハマ強行軍が来ているのなら話は別じゃがの……」

「しかしバハマ強行軍がくるのは順調に行っても２週間後……こんなに早くリジア海軍が南から来る理由がない……」

　議題は暗あん礁しように乗り上げる。あちらの思惑が見えないのだ。

　しかしそれでもユースティナの脳のう裏りにはいくつかの可能性が閃ひらめく。だが決定的な自信があるわけではない。可能性はどれも可能性であり、その裏をかかれればこちらは大損害を被こうむることになる。それだけは避さけねばならなかった。

　それから二日後、正午――

　北東の方角より海流に乗ったゾラ船団が皇都シオニア沖に姿を現した。

　作戦司令塔にて皇女ユースティナは全員に向かって声を張った。

「リジア海軍４万が我らが皇都に侵攻してまいりました！　みな、どうかこの皇都を、そして今も恐怖に耐たえる民を救ってください！　それが出来るのは、皇都シオニア軍だけなのです！」

「「「「おおおおおおおおおぉぉぉぉっ!!」」」」

　決して海浜地区に現れるはずもない皇族が陣の中心にいて、言葉を放つという行こう為い。それだけで兵たちの士気は大いに高こう揚ようした。

　続いて指揮を執るシド・レオナントス将軍が歩み出る。

「敵船団は北西より皇都海浜地区へ侵入してくる！　全員配置に着けっ！」

　指示に従したがい、兵たちがそれぞれの配置へと散った。

　海浜地区北東部では前衛のリジア船団が、侵入可能な海域まで船をつけると、そこから次々に小型船が下ろされていく。小型船に乗り込んだリジア兵が海浜地区へと進軍を始めた。

　グラウスタンディア側も弓を番つがえ、射程圏内に入ると同時に、

「撃て―――っ！」

　雨の様に矢が放たれた。リジア兵は巧みに盾を使い漕こぎ手を守りながら進行する。

　更さらに後続のリジア船団は到着すると同時に、前衛集団と同じく、次々に小型船を下ろすと、皇都北東部の海を船で埋うめていく。

　そうしているうちに、前衛集団が海浜地区の島々まで手の届く距きよ離りまで押し寄せてきた。

　全軍を指揮するシドの命令が響き渡る。

「弓隊は引け！　長なが槍やり隊たい、配置に着け！」

　指示に従い、弓隊は一いつ斉せいに撤てつ退たいを始め、入れ替わりに長槍を持った兵たちが、投入される。陸の上から小型船で侵入するリジア兵を迎え撃つ。水路の幅が狭せまいため、長槍を以もつてすれば、リジア兵の乗る小型船と戦やりあえる。

　司令塔に坐ざしたカウフマンは状況報告を聞きながら発令を繰り出す。そしてそれを横で見ていたユースティナは、地図上に示される敵の攻撃に疑問を抱いた。

「カウフマンよ」

「なんですかな？」

「何な故ぜリジアは北東から攻めて来る？　一点突破を狙ねらっているのならもっと南に下り、東側から攻める方がよいのではないか？」

「その通りです。東側から攻めれば最短距離で中心地と皇宮へ攻め入ることが出来る」

「ではリジアの目的は……」

「まだ見えませんな……現状を維い持じせねば」

　カウフマンがそう言うと、横で聞いていた伝令が困惑気味に口を挟はさんだ。

「し、しかし現状北東側が激戦地になってございます。そちらに兵を集結させた方が……」

「いいや、他の場所に待機した兵は動かしてはならぬ。リジアは別の思惑があって動いているのだ。一点突破を狙っていない以上、こちらは海浜地区全体に散らばっている方が得策じゃろう」

　カウフマンの言葉に、伝令は頷うなずき返しシドのいる場所へ向かい走った。




　戦せん闘とうの激しい北東部よりも僅わずかに南側に下った場所で控ひかえていたフィフニス隊にも、カウフマンによる指示は伝わり、その場での待機を余よ儀ぎなくされた。遠方で繰り広げられる戦いを目の当たりにしながら、フィフニスは飛び出していきたい衝しよう動どうをグッと堪こらえる。フィフニスはこの短い期間で、ダグラスたち元リジア海軍兵に陸戦の基き礎そを教えた。というのも基本的な陣じん形けいの組み方のみである。それでもその陣形を崩くずされねば、戦力としてかなり優位になる。

　そんなフィフニスは遠方で繰り広げられる戦闘を凝ぎよう視ししながら呟つぶやくように口を開いた。

「ダグラスさん」

「なんでしょう？」

「私はダグラスさんより年ねん齢れいも経験も浅い人間です。もし私が皆みなさんの命を無駄にしそうな命令を発したら、その時は止めてもらえますか？」

　彼女の言葉にダグラスは驚きを隠せなかった。上に立つ人間が部下に言える言葉ではなかった。ダグラス自身がそうだったからだ。自尊心が邪魔をするのだ。

「……畏かしこまりました」

　ダグラスはただそう言って深く頭を下げた。フィフニスはそんなダグラスにニコリと笑いかけ、そして再び干かん戈かの交まじわる戦場に目を戻す。

「ダグラスさん、あの戦い方……海軍だけではありませんよね」

　彼女の言う通り、小型船に乗り上陸しようとする兵たちの戦い方は、通常のリジア海兵のするものとは違っていた。

「はい、陸軍と海軍の混こん成せい部ぶ隊たいだと思います。上陸後の戦闘を考え、陸軍がいるのでしょう」

「やはりそうですか……」

　状況を見守るうちに北東側の海は、後続の船団が取り囲み、小型船は次第に広範囲に展開を始めていた。そう思っているうちに、小型船団がフィフニスたちの控ひかえる小島まで攻めたててきた。

「みなさん、陣形を崩くずさずに前進っ！」

　フィフニスの号令に合わせ、ダグラスたちは槍を構える。小型船の兵たちは槍を躱かわし、上陸をしようと押し寄せた。

「続いてください！」

　先頭を行くフィフニスが帯たい剣けんを抜き放ち、リジア兵を斬りつける。見事な太た刀ち捌さばきだった。次々に上陸してくるリジア兵にも一いつ瞬しゆんも怯ひるまず剣を繰り出すフィフニスに続き、ダグラスたちも剣に持ち替かえ応戦した。

　しかし元より陸戦の心得がないダグラスたちにとって、やはりこの戦いは不得手に思えた。更さらに相手は人海戦術で押し寄せる。次第に押されているのが手に取るようにわかった。

　その時、フィフニスの命令が響き渡る。

「倒さなくていいです！　水路に落としてください！」

　全員がその指示に従い、剣と盾を使い、時に力に任せリジア兵を水路に叩き落とした。

　水路に落ちたリジア兵が泳ぎだそうとするよりも早く、後方の槍を持った兵がそれを突く。

　それでも次から次にやってくるリジア船団は後を絶たない。

　戦いの火の手は広範囲に伸び皇都海浜地区を取り囲むように展開していった。

　降り立つ小型船団は海浜地区の周りを埋うめ尽つくしていく。魚一匹逃がさないかのように、シオニア沖の海は船で埋うめ尽つくされていた。

　指揮を執とるシドは皇おう宮きゆうまでの直線距離が最も短い海浜地区東側の守りを固めると、全軍に伝令を出した。

「守り抜け！　絶対に中心地へ通すな！」

　大だい音おん声じようをあげながら自みずからも前ぜん衛えいで剣を振るう。

「ぬおおおぉぉぉぉ！」

　繰り出されるシドの剣に上陸したリジア兵たちは薙なぎ払はらわれ、斬り刻まれた。

　相手の剣も兜かぶとも叩き割る剣圧。その一振りで同時に五人の首が飛び、干かん戈かを交わす者はたちどころにその剣を折られた。そんなシドの勢いに続くグラウスタンディア兵の士気は高かった。火花と血ち飛沫しぶきが飛び交い、グラウスタンディア兵たちの裂れつ迫ぱくした怒ど声せいが響き渡る。

　鬼き神しんの如ごときその剣に、リジア兵は慄おののき、グラウスタンディア兵は奮い立った。

「ここからは何なん人ぴとたりとも通してなるものかっ！」

「「「「うおおおおおおおお」」」」

　勢いを増したシドの率ひきいる隊は一気に上陸しようとするリジア兵を押し返す。

　しかし数で圧倒的に勝るリジア軍は、それでも甚じん大だいな被ひ害がいを出しながら、少しずつ前進を続けた。

　一刻（約２時間）が過ぎる頃には、海浜地区は完全にリジア海軍４万の兵を擁ようする船団が包囲しきっていた。そして次々に送り出されるリジア混成軍は猛烈な突進を繰り返す。必然的にグラウスタンディア軍は次第に押し返される形となった。結果として海浜地区の四分の一のところまで押し返されてしまう。だが、そこでリジア混成軍の攻撃の手がピタリと止まった。

　そして守りの陣形をとり、グラウスタンディア軍を牽けん制せいしだしたのだった。

　このことで両者の激しいぶつかり合いは減り、睨にらみ合あいの状況に陥おちいる。

　指揮を執とっていたシド・レオナントスはその様子を不思議に思いながらも、防衛を中心とした攻防を繰り返した。

　そうして迎えた皇都防衛戦一日目の夜の事である。

　作戦本部に戻ったシドの報告を聞きながら、ユースティナはやはり腑ふに落ちないものを感じた。

「リジア海軍の猛攻は、開始直後から約２刻（約四時間）ほど……そこからは息切れでもしたのか、攻撃の手は弱まり、無む茶ちやはしてこん」

　するとそんなシドの報告に、カウフマンが疑問を投げかける。

「では現在は？」

「現在もまだ攻防は続いている」

　カウフマンは眉間に皺しわを寄せた。

「夜になっても引かないのかの？」

「左さ様よう。総力戦は最初だけで、今は交替しながら入れ替わり立ち替わりで我わが軍との攻防を繰り広げております。しかもリジアは密集防御陣を敷いておる。突き崩くずし難がたいわい」
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　最初だけ、というのがユースティナの中で引っかかった。それに現在も同じように、戦い続けている目的も見えない。夜戦などしても、視界が悪いのだから効率は格段に落ちる。その上、夜戦は兵たちの体力を昼の戦闘以上に激しく消耗させる。そんな事をしていったい何の得とくがあるのだろうか。

（……クロムならこんな時どう考えるだろう……）

　ユースティナの脳内では、あらゆる可能性が閃ひらめいては消えていく。

　だが何か違い和わ感かんがある。その違和感の正体が掴つかめない。

　それはカウフマンも同じなのか、眉み間けんに皺しわを寄せる。

「何な故ぜ、一点集中で攻めてこない……」

　それは誰だれしもが思ったことだった。リジア軍の方策は矛む盾じゆんをしている。

　皇都を陥かん落らくさせようというのなら、一点突破をかけるべきなのだ。

　しかしその進軍の手を広範囲に展開させ、徒いたずらに攻防を繰り返している。

　しかもこのまま夜戦までし続ければ、リジア兵たちの疲労はすぐにピークに達する。

（いったいリジアはなにを考えているんだ……）

　どう考えても無む作さく為いな力押しの策にしか思えない。

「しかしそんな事はあり得えんのだ」

　不意にそう言ったカウフマンの横顔は真しん剣けんそのものだった。

「あの国にはライラ・スーサがいる。決してこんな作戦を……」

　そう言いかけたカウフマンは突とつ然ぜん咳せき込こみ、吐と血けつし、そしてその場に倒れた。

「カウフマン！」

　ユースティナは咄とつ嗟さに駆かけ寄よりカウフマンの脈をとる。まだ脈はあるがかなり弱っているのがわかる。

「医者を呼べ！　すぐに呼ぶのだ！」

　ユースティナの指示に兵が走り軍医が連れてこられた。すぐさまシドが寝しん所じよに運び込み、親族であるフィフニスへ連絡係を走らせる。しかしフィフニスは、その報告を聞いて首を横に振りこう言ったそうだ。

「自分は今、皇都の防衛に努つとめております。私わたくし事ごとで持ち場を離れる事は許されません」

　そう言った彼かの女じよの心の裡うちを、ユースティナは慮おもんばかり、何も出来ぬ自分に歯がゆい気持ちになった。

　軍医はカウフマンを診察すると、絶対安静を申し付けた。司令塔のカウフマンが倒れた事は極秘扱いにされたが、それでも言い知れぬ不安は全体に広がって行った。それまで届いていた細かな指示が急に途と絶だえたのだ。それでもシド将軍が夜を徹てつして、各方面の情報を纏まとめ指示を下していった。

　月のない皇都の夜は常とこ闇やみの底のように暗い。深夜の空気は圧のし掛かかるように重かった。

　そんな中でユースティナは必死で考え続ける。

　この窮きゆう地ちをどう乗り切ればいいのか。こんな時の為ために、ずっと勉学に励はげんだのだ。頭を冷静にし、今ある状況をもう一度並べ立てていく。

（この皇都侵攻の作戦には必ず裏がある……）

　カウフマンは確信を持ってそう言っていた。ではいったいリジアは何を目的として、このような支離滅裂な策に打って出ているのだろう。

　見えない事に対する不安。これが戦争に於おいて一番の敵でもあった。

（どうする……こんな時……クロムならどうする……）

　握った拳こぶしに額ひたいを預け、言い知れぬ不安と、追い詰められた思考に視界がぼんやりとする。

　無力感がジリジリと身を包む。緊きん張ちように腹の底が痺しびれ、吐はき気けと眩暈めまいを必死で我慢する。

　兄ダカットの言葉が頭を掠かすめた。

　――おまえには致命的な甘さがある。

　ユースティナは打ち消すように首を振ふった。だが現実は無情に時を奪っていく。奪われた時に、対価は与えられない。追い詰められた人間が陥おちいる負の思考に飲まれては決してならない。そう思い、唇くちびるをきつく噛かみしめる。

　自みずからが立てた御み旗はたを決して下ろしてはならぬ、と心を奮ふるい立たたせた。

　そして皇都シオニアの地図に目を戻す。敵味方の布陣をジッと見つめながら、何か見落としがないかと目を凝こらした。その目は現在交戦をする海浜地区から、大型帆はん船せんが控ひかえる近海へ移る。更さらにそこから意識を外へと広げていく。

　その時、ユースティナの脳裏にある可能性が閃ひらめいた。しかしそれはまだ彼女の頭の中の可能性に過ぎない。確信する為ための材料が必要だった。

「ファウラをここに！」

　皇国七聖の一人ファウラを呼びつけるとユースティナは彼女に指示を出した。

「各司令官に対し通達。敵リジア船団の上陸部隊に於おける、陸軍と海軍の比率を報告するよう」

「あいあいさー。パコ、マル、ヨッコおいで」

　ファウラがそう言うと、三匹の白い鼠ねずみがファウラの肩に飛び乗ってきた。各鼠の背には小さな筒つつのような物が取り付けてある。ファウラはユースティナに言われた事を手短に書き付けると、その紙を鼠の背負う筒の中に入れ、

「行っといで、大急ぎ！」

　言うと同時に三匹の鼠は方々へ向かって駈けだした。更さらにファウラは指笛を鳴らす。すると大おお鷲わしのティコがファウラの肩に留まる。

「ティコはシド将軍のとこね。はい、これ」

　そう言って手紙を足に括くくり付つけられた筒に納める。するとティコは「キュオ」と一鳴きして飛び立っていった。報告はそう時間をおかずに返ってきた。

「ほい、じゃあ報告するね。中央を守るシド将軍から『敵兵比率、陸軍３、海軍７』えっとそれから北側の司令官も『陸軍３、海軍７』。南と東の方も同じですねぇ。これ、どういうことっすか？」

　不思議そうに首を捻ひねるファウラに、ユースティナは確信めいた顔で答えた。

「意図が分かった。リジアは海上から上陸し、皇都を攻めるつもりはない」

「ふぁ？　でも、現に今、海浜地区の入り口に上陸してるっスよ」

「いや、それも今夜だけだ。明日の朝までには引き上げる。各伝令へ通達！　無理な戦闘は極力避さける事！　敵は明日には海上へ引き返す！　繰くり返かえす、無理な戦闘は極力避ける事！」

「「「「はっ！」」」」

　伝令たちはユースティナの命令を各司令官たちに伝えるために一斉に散って行った。

　そんなユースティナにファウラは尚なおも解わからないという顔をしている。

「ねぇねぇ、ユースティナ様。どうして明日にはリジア軍は引き返すんすか？　せっかく上陸したのに勿もつ体たいないじゃないっすか」

　ファウラのいう事は尤もつともだった。だがこの上陸作戦にはある矛む盾じゆんがある。先ほどの報告でユースティナにはそれが確信に変わった。

「よく考えるのだ。海浜地区の守りの堅さの本領は上陸してから。今リジア軍が待機している所から城のある中心地へ行くには、この迷めい路ろのようで行き来が難しく大人数を展開できない島々が一番攻略し難がたい。もし本気で上陸し、皇宮を攻め落とそうと考えるなら、陸軍と海軍の比率は逆でなければおかしい。何より海浜地区を落とすのに４万の軍勢では少なすぎる。５年前の第一次リジア戦役で彼かの国は何も学んでない訳ではない」

「え、じゃあ、リジアが明日には引き上げるってのは？」

「もし海浜地区にリジアの兵たちがこのまま留まればどうなる？」

「………グラウスタンディアと戦ってみんな疲れちゃいますね」

「その通り。しかもバハマ湖からの強行軍が来るまで後二週間はある。その間、ずっと少ない陸軍で海浜地区に留とどまる理由は？」

「ないッス！」

「そうなのだ。だから明日の朝、日が昇のぼると同時にリジア兵は引き上げ海上を封鎖する配置で留まるだろう」

「それが解んないっす。引き上げる理由はそうだとして、何な故ぜ明日の朝なんすか？」

「リジアは我々に気づかれないように海上で隠おん密みつ行こう動どうをとっている。それが終われば引き上げる。それが今夜なのだ」

「え？」

「……どうやら我々は目め晦くらましを受けていたらしい」

　ユースティナが確信を持ってそう言うと、ファウラは何のことか見当がつかなかったのか、目をパチクリとさせた。

「なんすか目め晦くらましって？」

「リジアの不可解な夜戦、最初だけ猛攻を仕掛け、今は小しよう康こう状じよう態たいを保たもつ理由は、我らの注意をそこに引き付けておく事だからだ」

「そんな事をしてどうするんすか？」

「本当の目的は皇都に攻め入る事ではない。あるモノを輸送する為ため」

「あるもの？」

　首を捻ひねるファウラに、ユースティナが深刻な顔で答える。

「おそらく……リジア陸軍……それもかなりの数の……」

「マジっすか！」

　驚きよう愕がくに表情を凍り付かせるファウラに、ユースティナが説明を重ねた。

「リジアの攻め方はそもそもおかしいのだ。まずバハマからの強行軍が来るよりも早く到とう着ちやくする理由なんて一つもない。それは今言ったとおり、別の陸軍を運んで来たから。早めにシオニア西側に陣を敷しき、北からやって来るバハマ強行軍と共に皇都を叩く……確実なやり方だ」

「……確かにそうっすね。それで今そこに来てる船団には陸軍兵の数が少なかったんすか」

「そうだ、一人でもそちらに回した方がいいだろうからな。１００隻４万人の船団もそうだ。やはり皇都に総力戦をかけて来るとしたら少なすぎる」

「それ以上の数が、その後ろにいたって事っすか……」

「ああ。そしてそれをこちらに悟らせないように、夜や陰いんに隠かくれて行動する。この時期のシオニアは小こ雨さめか曇くもりの日が多い。必然的に月の出ていない夜は真っ暗な海の向こうが見えない。15万というバハマ強行軍に加え、更さらにゾラからの陸軍が合流すれば、かなりの数になり、悲観したグラウスタンディアの兵たちの士気が下がる……」

　ファウラはもう開いた口が塞ふさがらなかったのか、ポカンとしたまま直立していた。無理もないと思いつつ、ユースティナは気き丈じように続ける。

「しかし案ずるでない。バハマ強行軍はラング騎き兵へい隊たいが足止めをしている。成功すれば、合流までの時間をかなり遅おくらせる事が出来る筈はずだが……問題は輸送船に乗っている陸軍兵の数だ……」

「どれくらいっすか？」

「それがわからなければ、相手の作戦を知らなかったと変わらない」

　相手の敵戦力、兵数がわかればこちらは手段を講こうずることもできる。しかしそれがわからねば、圧倒的に不利に立たされる事は明白なのだ。

（どうする……どうすれば敵の戦力を把は握あくできる……）

　ユースティナは爪つめを噛かんだ。ここまでわかっておきながら何もすることが出来ない歯がゆさに苛いら立だちを覚える。

　相手の兵数を把握することは戦争に於おいて最重要な情報の一つ。それを悟らせない為ために、リジアはここまで大規模な策を弄ろうして、こちらの目を欺あざむいた。もし仮にこちらから急きゆう襲しゆうを仕掛け一点突破をしたとしても、その先は月明かりのない海。相手は船に明かりを灯ともしてはいないだろう。ただ海流の流れに従したがい、静かに船を滑すべらせているに違ちがいない。

　この敵戦力を把は握あくするには、日が昇のぼってから船団の上陸地へ斥せつ候こうを派遣するのが常じよう套とう手しゆ段だんだ。

　だがリジアがそうなる事を計算に入れていない筈はずがない。こうして夜の闇に紛まぎれて行動していることも含ふくめ、あちらは戦力を悟らせない為ための策をとっている筈はずだ。そして上陸されてしまったが最さい期ご、行軍が始まればリジアの兵数を正確に把握することは困難になる。

　その理由はグラウスタンディアの地形にある。幾いくつもの山々と木々が兵たちを隠してしまう。

　もし敵兵力を正確に知るのなら船の数から換算するしかない。

（……しかしそれが出来ない）

　ユースティナは机に両手を突き、項うな垂だれた。

　――敵戦力を把握することは……絶対に無理なのだ。

　その可能性を口にはしたくなかった。思い浮かべることすら嫌悪した。

　自らが掲かかげた御み旗はたを下ろすかのような言葉に身を委ゆだねたくはなかった。

　しかしこの状況を冷静に見つめれば、どう足掻あがこうとも同じ答えにしか行き着かない。

　悔くやしさと憤いきどおりに奥おく歯ばを噛かみしめ、地図をただジッと見つめる。何も答えが出ないと解っていながら、それでも縋すがり付つくように。

　そんなユースティナの姿にファウラは口を閉ざし、周りにいた近衛このえ兵へいや伝令たちもただ俯うつむくばかりであった。




　――クロムよ………こんな時、私はどうしたらいい？




　その時だった――司令塔の天幕の入り口が揺れたような気がして、ユースティナはハッと顔を上げた。

「お待たせしましたユースティナ様」

　ユースティナの目には、息を切らせた青年の姿が映る。

「あれ、どうしました？」

　どうしてだろう――。

　ユースティナは思った。彼はいつも自分の側そばにいてくれる。本当に自分だけではどうにもならなくなった時に駆かけ付つけてくれる。

　そう思うと胸がいっぱいになって、どうしようもない気持ちになった。

「……クロム……」

　思わず口に手をあてたユースティナに、彼は目を丸くしながら駆け寄った。

「何泣きそうになってるんですか？　まだ戦いの最さ中なかでしょう？」

「泣きそうになどなっていない！　ばか、クロムのバカ！」

「それだけ元気があれば十分でしょう。さて状況を教えてください。どうも僕ぼくがパッと見た限りでは普ふ通つうの状況とは言い切れないように見えます」

「うむ、実は………」

　そう言いながらユースティナは机上の地図に目を落とすと、順序立ててクロムに状況を伝えていった。




　クロムはユースティナの口から現在の戦況を確かく認にんし顎あごに手を当てる。克こく明めいにかつ正確に語られる内容に、この皇女が戦況をしっかり認にん識しきし、それ故ゆえに困惑している事がわかる。相あい槌づち一つ打たずジッと聞いていたクロムは全すべて聞き終えると徐おもむろに顔を上げる。

「……ユースティナ様の読みは間違っていないでしょう。僕も同意見です」

「だが輸送されてくる敵の数がわからねば、意味をなさない」

　悔くやしそうに拳こぶしを握りしめるユースティナ。

　それを見ていたクロムは山やま刀がたなを手に立ち上がった。

「ちょっと行ってきます」

　するとユースティナは驚おどろいたように顔を上げた。

「……行ってくるとは……？」

「勿もち論ろん、敵戦力を確認しに……ユースティナ様、この場の指揮はお願いします」

「しかしクロムよ。確認するなどと言ってもどうやって？」

　せっつくように言うユースティナに、クロムは苦く笑い返した。

「僕には奥の手があるので」

「奥の手？」

「それから、シド将軍に伝達を。こちらがあちらの作戦に気づいたことを気取られたくないので、防衛を固めてこの場を凌しのいでもらうよう伝えて下さい」

「わかった」

　力強く頷うなずき返かえしたユースティナは、クロムに先行し表に飛び出した。そして陣じんを守る護衛兵たちに向かい高らかに声を上げる。

「聞けっ！　これよりクロム・ジャレットに重要な任務を託たくす！　彼を守り、船着き場まで護衛するのだ！」

「「「はっ!!」」」

　陣を守る３００の護衛兵たちが一糸乱れぬ敬礼をし、クロムの護衛に着く。

「ユースティナ様、ありがとうございます」

「私は………私に出来ることをするまでだ。ちゃんと戻ってこい、クロム」

「ええ」

　そう言いながら護衛兵たちと共に走り出すクロム。

　すると外でモモと一いつ緒しよに待っていたリュリュが夜食に用意された煮物を食べながら駆け寄って来る。

「待ったぞ」

「お待たせ。行こうか」

「うん」

　クロムを始めとする護衛兵団は司令塔を飛び出すと、海浜地区を駆ける。

　防衛も兼かねて造られた海浜地区に大通りは存在しない。各区画の小さな長方形の島々を、小船ゴンドラを使うか橋を渡って伝っていくしかない。

　迷路のように入り組んだ島々をクロムたちは橋を伝って進んでいく。

　港に向かい走ると、睨にらみ合あいを続けるリジア軍とグラウスタンディア軍に遭そう遇ぐうした。両者、長期戦の小しよう康こう状じよう態たいが続いている。

　そこへ飛び込んできたクロムとリュリュに、グラウスタンディア兵が咄とつ嗟さに声を掛ける。

「おい、ここは戦闘区域だ！　何をしている！」

　クロムは山刀を抜き放ちながら、

「皇室より火か急きゆうの命にて、ここを推おし通る！」

　と言うと同時に、クロムを護衛する兵たちとリジア軍が衝突をした。

　突とつ然ぜんグラウスタンディア側が増えたことにも、リジア軍は戸と惑まどう様子はない。想定していたとばかりに、すぐさまリジアの士官は命令を放つ。

「やはりグラウスタンディアが突破しようとしてきたぞ！　こちらも増員をかけろ！」

　その命令に、後方に控ひかえていたリジア兵が首に吊つるしてある小さな笛を口に当てる。

　ピー―――ッッという高音質が夜や陰いんに響き渡ると、広範囲に展開するリジア軍から次々に救援隊が集まってくる。戦力をこの場に集中させたのだ。

（そうなるだろうね）

　しかしクロムにとってもここまでは想定通り。すぐさまクロムは護衛隊長に告つげる。

「すみません、この場をお願いします」

「ああ、任せておけ。こちらはリジア兵どもを引き付けておく。クロム殿どのは姫ひめの任務を」

「はい。どうかご無理をなさらぬよう」

「心こころ得えている」

　そう言うとクロムとリュリュは、激突するグラウスタンディア護衛隊とリジア軍の交戦の輪を抜け出す。そして夜の闇を抜け、橋を渡り、別の島々を駆け抜けていく。

　クロムは衝突する護衛隊にリジア軍が引き付けられている間に、手薄になった別の場所を突破しようと考えたのだ。しかし手薄になったからと言っても、リジア側の兵がいなくなったわけではない。グラウスタンディア兵を一人たりとも通さぬように、島々に配置されたリジア軍に隙すきはないと見ていた。

　そうして別の島までやってくると、その先でもリジア軍とグラウスタンディア軍が睨にらみ合いを続けていた。その中にクロムの知った顔があった。

「フィフニス！」

「クロム、どうしたんですか!?」

「ユースティナ様からの任務だ。一番外側の船着き場まで行かねばならない」

　それにすぐさまはフィフニスは、

「わかりました！」

　と言うと兵たちに命令を下す。するとダグラスがフィフニスとクロムの前に現れた。

　ダグラスはクロムを見ると一瞬眉み間けんに皺しわを寄せる。しかしすぐに気を取り直す様に、武人の面つら構がまえに変わった。

「あちらは上陸作戦などに用いられる防御密集陣形を取っている。突き崩すのは難しいぞ」

　統とう率そつの行き届いた隊の防ぼう御ぎよは、陸海軍問わず固く突破しづらい。

　クロムは周りの地形を確認するように見回す。

　今いるこの島の大きさは１町×２・５町（約１０９ｍ×２７３ｍ）。民家などが立ち並び、かなり狭い場所に多くの兵が展開している。そして対するリジア軍の兵は向かいの島に陣を敷いて、橋を中心に防御陣形を取っている。島の大きさは同じだ。あの中をすり抜けていくのは難しい。もしすり抜けるのなら……。

　そう思いながら水路に目を移すと、物資の運うん搬ぱんなどに使われる小船ゴンドラが目に留まった。

「フィフニスたちはリジア軍の注意を島側に引き付けておいてほしい。僕とリュリュはその間に小船ゴンドラで水路を行く」

「はい、二人とも気を付けて」

　すぐさまフィフニスの命令の下、リジア軍に対し攻こう撃げきの手が加えられる。橋を渡り、向かいの島で防御を固めるリジア軍と衝突する。

「みなさん、陣形を崩さないように！　もっと密集してください！」

　フィフニスの取った陣形は、攻撃を中心とした陣ではない。盾を構え守りを固めながら、ゆっくりと前進する攻防中立陣形。

　前進してきたフィフニス隊に、リジア軍はすぐさまより強固に守りを固める。

　両隊が激しくぶつかるも、お互たがい被害はほとんど出ない。

　そんなリジア軍の集中がフィフニス隊に向けられている間かん隙げきを縫ぬい、クロムとリュリュは水路に降りて小船ゴンドラに乗り込む。拝はい借しやくした大おお楯だてを番つがえ、櫂かいを漕こぎ水路を行く。

　とそこでクロムはある事に気が付く。

「あれ？　モモは？」

　どこにもいない。船に乗ったのはクロムとリュリュだけなのだ。勿もち論ろん、あの巨きよ大だいな山犬を小船ゴンドラに乗せたら一たまりもなく沈んでしまうのだが。

「ん」

　するとリュリュは水面に指をさす。その暗い水面をよく見ると、そこにはモモの巨大な鼻がぴょんと飛び出ている。泳いでいるのだ。聊いささかクロムもこれには驚きながらも、一緒についてきている事を確認し前進を続ける。

　そしてリジア軍とフィフニス隊が攻防を繰り広げる脇わきをすり抜けた。

（一番突破しづらい場所は、これで抜けることが出来た……）

　そう思いながらも、ここから先が正念場である。ここまでは護衛隊やフィフニスたちの力を借りることが出来たが、この先はクロムとリュリュだけ。たとえ兵の壁かべが薄いと言っても、二人だけで乗り切るのは至し難なんの業わざ。

　そしてその予想が的中するように、水路を行くクロムの頭上から声が上がった。

「グラウスタンディアの兵だ！　撃て！　撃て！」

　リジア軍の大声に駆けてきた兵が次々に弓を構える。

「リュリュ、櫂かいを頼たのむ！」

「わかった」

　リュリュに櫂かいを任せ、クロムは大楯を構える。次々に放たれる矢を大楯が受け止める。が、対面からもリジア兵が現れた。水路を挟んで、両面から矢が放たれる。

　片面を構えた大楯が、そして反対側をクロムの山刀が、放たれる矢を叩たたき落おとす。

　月の出ていない夜の闇。視界はひどく悪い。しかし敵は篝かがり火びを持っている。矢が飛んでくるのは篝火の方向から。どこから矢が来るか判れば、どうにか対処ができる。

　それでも次し第だいに兵の数が増えてくると、それも儘ままならなくなる。

「リュリュ、あそこに船をつけるんだ。上陸する」

「わかった」

　リュリュは力いっぱい櫂かいを漕こぎ、小島に船をつけた。

　すぐさまリジア兵たちが、それを阻そ止しせんと橋を渡わたって追つい撃げきをしようと曲刀を抜く。

　クロムもまた二本の山刀を抜き放つと、リジア兵たちと切り結んだ。

「絶対に通すな！　殺やれっ！」

　リジアの指揮官の命が下ると同時に、弓を番つがえ、槍を突きだし、剣を振ふるうリジア兵たち。矢の嵐がこちら目がけ次々に放たれる。クロムとリュリュは転がるように民家の陰かげに飛び込み、それをやり過ごした。すると反対側から槍を構えたリジア兵がクロムを討滅しようと現れる。兵が向けた槍をクロムは跳ね上げわき腹に斬り込む。そして続く兵に二太刀目を浴びせかける――が、さらに増援が増えていく。

　クロムはリュリュを庇かばうように後ろへ引いた。すると先ほどの弓隊のいた方向から曲刀を構えたリジア兵が押し寄せる。

　兵力の薄い場所を選んだにも拘かかわらず、それでも数が多かった。いくらクロムに剣の心こころ得えがあっても容易に対処し切れる数ではない。どう突破すべきか、敵を相手にしつつも思考を回転させるクロム。するとその時、脇に控ひかえていたリュリュが声を上げた。

「モモ！」

　言うと同時に水面からモモの巨きよ体たいが姿を現した。突然現れた巨大な山犬に、リジア兵たちは慄おののき後ずさる。そんなリジア兵をモモは蹴け散ちらし、リュリュの前までやってくると身を低くした。

「クロム、乗って！」

　そう言いながら魔ま獣じゆうの背に足を掛かけるリュリュ。

　その意図を察したクロムもすぐさまモモに飛び乗った。

　そしてリュリュを抱くと、その手でしっかりと魔獣の鬣たてがみを掴つかむ。

「モモ、行って！」

「ぐぅぅ！」

　モモはその巨体を震ふるわせるように雄おたけびを上げた。その様よう相そうにリジア兵はすくみ上がり、モモを仰あおいだ。そんなリジア兵の真上をモモは高々と跳ちよう躍やく。飛び越えた時には港に向かい風を切る様に走り出していた。

「港へ行かせるな！　捕らえろ！」

　指揮官の怒声にリジア兵たちは、一いつ斉せいにクロムとリュリュを乗せたモモを追う。

　しかし疾しつ走そうするモモに、誰も追いつくことが出来ない。

　更さらに後方に控ひかえていたリジア海兵たちが行く手を阻はばもうと武器を向けてくる。

「モモ、突破」

「がうっ！」

　リュリュの命令にモモは行く手を阻はばむリジア兵に突っ込む。モモの巨体に、向けられた槍は折れ、剣を撥はね飛ばし、兵たちが宙を舞まう。そしてモモは島から島へ、水路の上を悠ゆう々ゆうと跳び追手を撒まいてしまう。

　こうしてクロムとリュリュを乗せたモモは海浜地区を疾走し、漸ようやく港までやってきた。

　そこには皇都シオニアを取り囲むように無数の大型帆はん船せんが停泊している。

　月も星もない夜の海は、コールタールのように真黒に染まり、大型帆船の篝かがり火びだけがぽつぽつと見えるだけ。

　喩たとえ遠目役であったとしても、この闇の中で遠くにある船数を確認することは出来ないだろう。と、その時リュリュがポツリとつぶやくように言った。

「あの命を積んだ船の向こうに、それよりもものすごく沢山の命がある」

　リュリュにのみ見える人の魂の揺ゆらめき。

　現在、停泊している大型帆船にはそれ程ほど人員は残ってはいない筈はずだ。殆ほとんどが皇都海浜地区へと侵しん攻こうしている今、船を管理している船員以外はいないと考えていい。しかしリュリュは『ものすごく沢山の命』と口にした。

「それは今、西に向かって動いているね？」

　するとリュリュはコクリと頷うなずき返す。

「西に向かっている命の数は、１１４[image: ]２２５人。全部が西に向かって同じ速さで動いている」

　11万を超こえる数の兵を乗せた船団。

（来る……リジア陸軍を積んだ大型帆船が………）

　クロムとユースティナが予測した通り、敵は大軍を連れてやってきたのだ。

　漆しつ黒こくに染まる海はまるで何事もないかのような潮しお騒さいを奏かなでている。

　その闇の中にほんの僅わずかに響ひびく波切音。それは蠢うごめく大船団が息をひそめ獲物を狙ねらっているかのような不穏な響きを持っていた。







終章　静謐なる炎







　ナターシア・リブレリアはシオニア沖を西へと移動する船上から、通過する皇都シオニア海浜地区を眺ながめた。無数の篝かがり火びが暗い闇に沈んだ街をぼんやりと映し出す。この距きよ離りからでは確証は得えられないが、港付近に人や小型船の動きはない。

　作戦通りに全てが進んでいる、そう確信した。

　なのに心のどこかでは、この計略すら相手には読まれている、と思う気持ちがあった。

「……いや、読まれていると思っていていい」

　頭かぶりを振ふりながらナターシアはそう自分に言い聞かせる。

「グラウスタンディアには………あのクロム・ジャレットがいるのだ」

　刻み付けるように自らの言葉を噛かみしめ、そして遠くに浮かぶ皇都海浜地区から、目を背そむけた。

　無数の船団は明かりも灯ともさず闇に沈む海を、息を殺すように滑すべって行った。




　長い夜が明けたが、それでも皇都シオニアを覆う雲は厚く、日が昇ってもなお暗い。

　ユースティナの読み通り、リジア軍混成部隊は夜明けと共に撤てつ退たいを始めていた。それでもシオニアの海を取り囲んだ船団まで引き上げる事はないだろう。

　司令塔本部には皇女ユースティナ・クセルクセスを筆頭に、シド・レオナントス将軍ほか武官たちが顔を並べる。

　その中、無事に戻もどったクロムは夜の海を渡る船団の数を口にした。

　――11万を超える兵を乗せた大船団。

　船を操る者以外は、全てがリジア陸軍であろうことは想像に難かたくない。

　皇都より南西へ進み、安全な場所から上陸し進軍を開始するのであろう。

　その事実に武官たちはただ口を噤つぐみ、握った拳こぶしを小さく震わせた。

　過去、幾いく多たの戦場を切り抜けてきた武官たちがそうなるのも無理からぬことであった。将軍シド・レオナントスだけが泰たい然ぜんと腕うでを組み、ふむ、と言っただけである。

　武官たちをそうさせたのは他でもなく、リジアの戦力があまりにも多かったからである。

　海上を包囲する陸海混成軍４万。

　バハマ湖より進軍する強行軍15万。

　そして今輸送船によって皇都シオニア沖を通過した軍11万。

　皇都シオニアに襲来するリジア軍――その総数は30万。

　歴史上例を見ない前代未聞の兵数をもってリジアは皇都へと駒こまを進めたのだ。

　それはリジア宗旨国家が本気で皇都シオニアを、そしてグラウスタンディアを落とそうという明確な意志であった。

　静まり返った会議の場で、ユースティナはクロムに目を移す。

　すると彼かれはぼんやりと外を眺ながめていたかと思うと、何な故ぜか不敵に笑えみを漏もらした。

「………クロム？」

「こうなる事は解っていましたが、圧あつ倒とう的てき劣れつ勢せいってやつですね」

　彼はそう言うと、徐おもむろに振り返った。

「さてユースティナ様……お約束通り、負けない戦いでもしましょうか？」

　その言葉を聞いていた全員が、同時に息を呑のんだ。

　それはクロムの言葉が、無む謀ぼうや痩やせ我慢から出る言葉ではなかったからだ。

　彼はただ飄ひよう々ひようと、そして超然としてその場に佇たたずんでいた。

　そんな彼の姿に、ユースティナは身の裡うちに蟠わだかまる緊張が静かに解けるような気がした。

「クロムよ。それは……つまり」

「ええ―――この劣れつ勢せい、ひっくり返しましょう」




　皇歴２１６年５月１４日。

　リジア陸海軍延のべ30万を動員した皇都シオニア陥かん落らく作戦。

　それは兵力で圧倒的優位に立つリジア宗旨国家との歴史的な衝突であった。

　そしてこの戦いこそが、グラウスタンディア皇国正史にその名を幾いく度どとなく刻むクロム・ジャレットが、皇国の正式な軍師として臨いどんだ最初の戦いでもあった。

　後にこの戦いは『シオニアの戦い』と呼ばれ、クロム・ジャレットの名を国内外に知らしめることとなる。


《三巻へ続く》









あとがき









（このあとがきには次回予告が含まれております。






本編がまだの方は、どうぞお気を付けください。

でも本編のネタバレはないはず……たぶん）









　このたびは拙せつ著ちよを手にお取りいただきまことにありがとうございます！

　さてみなさま、突然ではありますが世の中には作家という職業がございます。みなさまはこの職業にどういったイメージをお持ちでしょうか？

　わたくしがまだ年若く、傷つきやすい心を持っていた頃、作家とはガリガリに痩やせて、いつも苦虫を噛かみ潰つぶしたような顔をしながら、最終的には肺の病気などに掛かって死ぬ職業だと思っておりました。

　ところがその当時、図書館で純文学の大家、故三み島しま由ゆ紀き夫お氏がボディービルをやっている写真を発見してしまい、その姿にわたくしは大変な衝しよう撃げきを受けたのです。

　作家って、そんなムキムキじゃないといけないの!?　と思わず図書館で呟いて、近くにいた中学生に怪け訝げんな顔をされるほどに動どう揺ようしておりました。

　なにしろ目の前のムキムキの大作家は、渋しぶいムキムキの笑顔で、ムキムキの力ちから瘤こぶと、ムキムキの胸板を持ち合わせ、とても病になど掛かりそうにないほどにムキムキだったのです。

　ムキムキゲシュタルト崩ほう壊かいに陥おちいりそうなほどに衝撃的でございました。

　今まで長く抱えてきた作家のイメージを悉ことごとく破壊された自分は、狼狽えながら学生寮に帰り悶もん々もんと考えた結果、

「そうか、作家は筋肉だっ！？」

　という答えに辿り着いたのです。どういう思考の経路をたどってその答えに行きついたのかはいまだにわかりません。若かったのでしょう。

　その後、作家になる為に筋トレに励む毎日を送っておりました。

　しかしさらにその数年後、なんか根本的に間違っているような気がしてきて、筋トレは控えて読書と執筆に力を入れるようになりました。

　そうして現在、作家業をさせていただいている身で、はたと気づいたことがございます。すわり仕事のさだめ、腰痛、肩こりと言われる職業病を目の当たりにして、

「やっぱり作家は筋肉だっ！」

　と考えを改めました。再び走ったり筋肉付けたりする日々を送っております。

　おひさしぶりでございます。申し遅れました、内うち堀ぼり優ゆう一いちでございます。

　グラウスタンディア皇国物語２をお届けいたします。




　さて前置きが長くなりましたが、ここで更に脱線したいかと思います。

　パソコンには予測変換機能という大変便利な機能が付いております。

　このグラウスタンディア皇国物語に関しては『ぐらう』まで入れると『グラウスタンディア』と予測してくれます。ちょー便利です！

　最近この機能を活用できるようになってきました。

　機械はめっぽう苦手です。

　ところがその下の『皇国物語』の方が過去に一度、変な返還をしたせいか『こうこ』まで入れると『高校物語』という予測をしてきやがるのです。

　ともすればうっかり、『グラウスタンディア高校物語』と書いて編集さんへ原稿を送ってしまいそうになったりいたします。

　もしかしたら一回くらいやらかしているのではないかと思うくらいです。

　これはもう全然違う話になってしまいますね。

　殺さつ伐ばつとした戦記モノから、若者たちの青春の舞台、学園ラブコメに早変わり。

　年齢的にはカウフマンが国語教師でクロムは教育実習生というところでしょうか？

　３年Ｂ組エロ本先生！　な感じですね。

「……ちゃんと授業しろよ」

　と河原で呟くユースティナが見える気がしないでもない。

　さしずめユースティナが理事長の娘で、フィフニスが幼おさな馴な染じみで、ファウラが近所のお姉さんで、リュリュが妹というところでしょうか？

　おや？

　なんだかこれって……すごくライトノベルっぽい構成ですね！

　……どうですか？　担当さん？（チラッ）

　さてそんな仕事アピールはさておき、次回、グラウスタンディア皇国物語３巻の予告がございます。

　わおっ！　聞きました奥さん？　次回予告ですってよ。

　ではどうぞ、ご覧下さいませ。
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　………という展開になっております！

　たいへんな状況に突入する予定でございます。

　圧倒的な敵兵力を前に、グラウスタンディアはどう出るのか？

　兵と兵がぶつかり合う白はく兵へい戦せんの連続に、フィフニス連隊の出陣、そして皇国の頭脳カウフマンと宗旨国家の智将ライラの因いん縁ねんの戦いと盛りだくさんでお届けする予定でございます。

　あまり言うとネタバレになりかねないので、まあほどほどに。

　夏には発売予定と書いてありますね。

　…………夏です……はい、夏ですとも！

　がんばって早くみなさまにお会いできるよう努力いたしますので、少々お待ちいただければ幸いでございます。




　さてここからは謝しや辞じを。

　毎回、稚ち拙せつなわたくしの原稿を丁てい寧ねいに直して下さり的確な示し唆さを下さる担当の中川様。

　そして次々に新キャラが登場しまくって、それはもうたいへんな事この上ない中、素す晴ばらしいイラストを描いて下さる鵜う飼かい沙さ樹き様。

　忙しい時にこまごまといろいろ手伝って下さった松木君。

　そして編集部を始め、各書店様、並びに出版流通に関わる全てのみなさまに心より御礼申し上げます。




　そして一巻に引き続き、この本をお手に取ってくださったみなさまに最大の感謝を！

　こうして続きを書かせていただけるという事は、みなさまの応援なくしては実現しなかった事でございます。どれ程の言葉を重ねてもとても足りませんが、心より御礼申し上げます。ありがとうございます！　またファンレターを書いて下さる読者様にもこの場を借りて御礼を。わたくしにとって直接いただけるお手紙は何よりの宝物でございます。全て金庫に入れて大切に保管し、心が折れそうになると必ず読み返させていただいております。

　今後もみなさまのご期待に添えられるよう、より一層の精しよう進じんを積んでいきたいと思っております。

　それでは次巻でまたお会いできることを願って！





二〇一四年三月吉日　内堀優一









◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部


内堀優一先生／鵜飼沙樹先生
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